


・社会的責任経営情報 
  http://www.ricoh.co.jp/csr/
・環境経営情報 
  http://www.ricoh.co.jp/ecology/
・IR(株主・投資家向け)情報 
  http://www.ricoh.co.jp/IR/
・社会貢献情報 
  http://www.ricoh.co.jp/kouken/
・情報セキュリティ情報 
  http://www.ricoh.co.jp/about/security/

■関連する企業情報の掲載サイト
●報告対象期間
2008年度（2008年4月1日〜2009年3月31日）について報告してい
ますが、一部2008年度以前または、以降の活動についても掲
載しています。

●報告期間中に発生した組織の重要な変化
2008年10月31日、当社の米国における販売統括会社である
Ricoh Americas Corporation(リコー・アメリカズ・コーポレー
ション、以下「RAC社」）を通じた、IKON Office Solutions, Inc.（ア
イコン・オフィス・ソリューションズ・インク、以下「IKON社」）の買収が
完了し、IKON社はRAC社の完全子会社となりました。IKON
社は連結従業員数約24,000名（2008年9月30日時点）、欧米に約
400拠点を展開しています。

●報告書の発行時期と今後の予定
2009年版は6月に発行しました。2010年版は、2010年6月
に発行予定です。

企業は、社会の一員です。企業が社会から愛
され、成長と発展を望まれるためには、社会
の持続的な発展に貢献することが前提条件
になります。リコーグループは、「社会」「環境」

「経済」の全ての視点から見て、優れた活動を
行うとともに、活動に関する情報を適切に開
示することが重要であると認識しています。
リコーグループは、「社会」「環境」「経済」の3
分野の報告書で、情報を開示しています。当報
告書は、リコーグループの「社会的責任経営」
に関する情報を開示し、関係者（ステークホ
ルダー）の皆様とコミュニケーションを図り、
社会的責任経営の改善に役立てることによ
り、持続可能な社会づくりに貢献することを
目的に発行しています。

社会から愛され、成長と発展を望まれる企業を目指し、
その活動を「社会」「環境」「経済」の3つの報告書で開示します。
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 社会的責任経営報告書
・CSRの考え方 
・誠実な企業活動
・環境との調和
・人間尊重
・社会との調和

環境経営報告書
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■参考にしたガイドライン等
GRI「サスティナビリティ・リポーティング・ガイドライン第3版（G3）」
環境省「環境報告ガイドライン2007年版」
国連グローバル・コンパクト COP（Communication on Progress）方針
経済産業省「情報セキュリティ報告書モデル」
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社会的責任経営報告書 2009の編集方針 社会的責任経営報告書2009の構成

◎ 作成にあたっての基本的な考え方
ステークホルダーごとに社会的責任の領域を設定し、それぞれの領域で独自の
高い目標を掲げ、その目標に向かって自主的に責任を持って事業活動を行って
います。
本報告書は、各ステークホルダーの期待の中で、リコーが重要と考え、それに応
えるために取り組んでいる活動の中から、主なものを報告しております。

◎ 報告方針
リコーグループのＣＳＲ憲章に則り、４つの活動領域（誠実な企業活動、環境との調

和、人間尊重、社会との調和）の取り組みを体系的かつ網羅的に報告し、分かりやす
く情報開示することを基本方針としました。

社会的責任経営報告書2009（PDF）

・ハイライト版＋詳細版をWebサイトに掲載

社会的責任経営報告　CSR Webサイト  http://www.ricoh.co.jp/csr/
・社会的責任経営報告書2009および新しい情報をタイムリーに掲載

社会的責任経営報告書2009
ハイライト版（冊子）

・考え方／特集／
ハイライト事例を掲載

社会的責任経営報告書の位置づけ ————————— 1

編集方針 ————————————————————— 2

トップメッセージ ————————————————— 3

  特集

「青少年健全育成への取り組み」 —————————— 5

  CSRの考え方

リコーグループCSRの礎 —————————————— 7

CSRの考え方と展開 ——————————————— 9

CSRの行動計画と実績 —————————————— 11

  ハイライト事例

誠実な企業活動 ————————————————— 13

環境との調和 ——————————————————— 15

人間尊重 ————————————————————— 17

社会との調和（社会貢献活動） ——————————— 19

社会との調和（ステークホルダーコミュニケーション） —— 21

詳細版目次 ——————————————————— 24

  誠実な企業活動

品質マネジメント ————————————————— 25

お客様に信頼される販売・サポート ————————— 29

人にやさしい商品づくり —————————————— 31

カラーユニバーサルデザイン活動 —————————— 33

リスクマネジメント／コンプライアンス ————————— 35

情報セキュリティ ————————————————— 37

パートナーへの展開 ———————————————— 39

  環境との調和

環境経営 ————————————————————— 41

  人間尊重

健全な企業風土づくり ——————————————— 45

安全・健康な明るい職場づくり ———————————— 47

自主性と創造性を発揮できる環境づくり ——————— 49

  社会との調和

社会貢献活動 ——————————————————— 51

ステークホルダーコミュニケーション ————————— 60

2008年度の業績ハイライト ／社会からの主な評価

報告組織の概要／報告書の作成プロセス

2008年版読者アンケート結果のご報告

■社会的責任のフレームワーク

◎ 情報開示方法
2009年の社会的責任経営報告は印刷物（ハイライト版）・PDF・Webサイト
それぞれの特性を活かし、情報開示しています。

ハイライト版

詳細版

資料編
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トップメッセージ

未来に対して責任をもつ

企業は今や、地球の住民として、また社会の一員としてますます
その役割と影響力を増しています。それは、現代社会が直面し
ている経済危機の中でも、同時に起きている地球的課題・社会
的課題の解決や予防に対して企業の役割と責任が大きくなって
いることに他ならず、我々は、それをしっかり認識しなければな
りません。いち企業として、あるいは、企業の枠を超えて､ 何が
できるのか、何をなすべきかを真剣に考え、具体的な行動をとる
ことが大切だと考えています。それは言い方をかえると、これか
らの企業は、いろいろな意味で未来を創っていく担い手であり、
未来に対して責任をもっているという自覚です。
リコーグループは、従来から社会的責任経営を新しい企業価値
の創造と捉え、グループを挙げてグローバルな取り組みを展開
してまいりました。そしてまた、その活動を通して社会から多く
のことを学ぶことが出来ました。その教訓をベースに、これから
もより広く社会との関わりを捉え、高い倫理観による健全な経
営を行い、社会的課題の解決や予防に対して積極的に取り組ん
でいく考えです。

お客様・社会へのお役立ちをさらに

従来から行ってきたコンプライアンスやリスクマネジメント・情
報セキュリティ活動は、企業の公器性を考えるとあたりまえの
ことですが、企業競争が激化する中、常に誠実・真摯な姿勢と

行動が体質として根付くよう、継続的な取り組みが大切だと考
えています。それらの活動とあわせて、今後さらに強化したい領
域は、社会に対してポジティブな影響をもたらす活動です。そ
の一つが、リコーならではの際立った価値（リコーバリューと呼んで

います）を商品・サービスに組み込んで、お客様に満足を超え感
動を創り出す活動です。これは生活する人、仕事をする人、様々
なステークホルダーの方々の未来を豊かにしていくことにつな
がります。まさに、リコーグループの企業使命を果たすことに他
なりませんが、それを改めて、強く意識するものです。『選んで安
心、使って満足、使いつづけて感動』を創り出し、それを、企画、
開発から、生産、販売、サービスまで一貫した思想と目標のもと、
進めていきます。また、世界の多様な方々に配慮した商品・サー
ビスをお届けするのもリコーグループの責務と考えています。そ
れは、機器のアクセスビリティを上げていくことにとどまらず、情
報化社会の恩恵を誰もが享受できる豊かな社会の実現を目指
すことに他なりません。

世界一の環境経営を目指して

環境問題はいよいよ焦眉の問題となり、消極姿勢を崩さなかっ
た国々もいよいよ動き出し、世界の優先テーマとなって走り始め
ました。それは産業界に大きな変革を促すテーマに進化し、新
たな産業革命といえそうな状況を呈してきました。

※Three P：Planet（地球環境）、People（社会）、Profit（経済）

今あらためて強く思う、会社を公器とする経営

お客様・社会

人に
やさしい

知識創造
を簡単に

3つの価値を
お客様に
提供し続ける

約束（期待に応える）⇒信頼
⇒リコーブランド

リコーバリュー

地球に
やさしい

■グローバルに最適な視点で、持続的な価値提供をすることにより、
お客様の信頼に応え続ける

■地球環境と社会との関係を表す「Three Ps Balance™」

社会

地球環境

経済

お金 商品

許容内の負荷

再資源化

消費活動

生産活動

生態系保全
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環境保全の目的は、環境負荷が地球の再生能力の範囲内にとどめ
られた持続可能な社会を実現することにあります。リコーグループ
は、地球環境と人間社会が目指すべき姿を「Three Ps Balance」
として描き、さらに環境保全の成果を確実に上げていくため、
2050年までに先進国は環境負荷を１／８に減らす必要があるという
認識を「2050年長期環境ビジョン」として表しました。リコーグ
ループの中長期環境目標や行動計画は、この「2050年長期環境
ビジョン」からのバックキャスティング方式で策定しています。
リコーグループは、環境保全と利益創出を同時に実現する「環境
経営」を掲げ、積極的な環境負荷削減活動に取り組んできてお
り、現在、特に強化している項目は、「環境技術の開発」「ライフサ
イクルマネジメント」「お客様への社内実践の提供」「生物多様性
保全」です。これらの取り組みを通して、環境経営をさらに深化
させ、地球環境とともに成長し続ける企業を目指します。

未来を担う次世代のために

我 リ々コーグループの使命は『人と情報のかかわりの中で、世の
中に役立つ新しい価値を提供し続ける』ことにあります。それに
よって、豊かな社会作りに貢献することを目指しています。また、
その担い手である社員、そして協力者である、パートナー、株主、

地域の方 と々その達成の喜びを分かち合えるそんな企業を目指
しています。そして、未来を担う次世代の育成は、企業にとって
も社会にとっても非常に重要なテーマと考えています。リコーグ
ループは、この１年で社員数約11万人、うち海外の社員が２／３を
占める企業となりました。今こそ、リコーグループの存在価値の
共有と、人と、社会と、未来に向けた行動のベクトル合わせが必
要な時はありません。そのための『リコーウエイ』の制定と人材
育成に、グローバルに取り組んでいきたいと思います。
また、社会貢献活動においても「青少年の健全育成」と「地球環
境保全」を重点領域として展開してまいりました。今やその活動
は、グループ・グローバルに広がってきましたが、今後もこの活
動を「意志と責任」をもって継続し、リコーライクな活動に成長
させていきたいと思っています。
最後に、
厳しい経営環境の中、私たち企業に今求められているものは、
会社というものを「公器」というように考えて経営をしていかな
ければならないということです。経営者である私自身が、あらた
めてその認識を強く持ち、継続してＣＳＲ活動に取り組んでまい
ります。これからも、折に触れ、皆様からの忌憚のないご意見を
頂ければ幸いです。

代表取締役　社長執行役員
近藤史朗
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持続可能な社会

● “自ら学ぶ”ことができる環境を提供
これまでリコーグループでは、子どもたちに“教
える”のではなく、さまざまな体験を通じて自然・
科学・実社会から子どもたちが “自ら学ぶ”こと
ができる環境を提供し、多くの子どもたちや保護
者の方、教育者の方 と々ともに活動を行ってきま
した。例えば、「市村自然塾」「リコー・サイエン
スキャラバン」などのプログラムがあり、継続的
な活動を行っています。そしてこれらの活動には、
多くの社員ボランティアが参加し、子どもたちの
笑顔から元気をもらい、自信や充実感を得て、社
会に対する責任感と貢献する心が育っています。

●取り組みが社会全体に広がることを願う
ただ、一企業でできることは限られています。い
まリコーグループが行っている活動は、例える
なら未来の持続可能な社会を実現するための
“せせらぎ”にすぎません。だからこそ私たちは、
次世代の育成をサポートする取り組みが、さらに
社会全体に広がり“せせらぎ”から“大河”とな
ることを強く願っています。そのためには、子ど
もたちへの働きかけを、単なる一過性のイベント
に終わらせることなく、活動のプロセスや結果を
検証しそれぞれのプログラムの質を高めていき、
その価値を広く社会に認めていただけるよう、
活動の継続的な改善を行っています。2008年
度は、文部科学省や経済産業省との意見交換を
実施。現代社会の子どもたちを取り巻く課題（学

習や労働意欲などの低下、自然体験の少なさ、理科離れなど）を再認識
し、リコーグループが現在行っている活動は、自然の中で試行
錯誤しながら仲間とともに働く大切さを体験できたり、将来の
社会・産業界を支える人材を育むことにつながるものとして、

■青少年健全育成の概念図

取り組みの有効性を確認できました。私たちリコーグループで
は、今後も、意志と責任をもってこのような活動を行い、グルー
プ･グローバルに展開することで、持続可能な社会の実現に貢
献していきます。

いま、世界的におきている青少年に関わるさまざまな問題の解決には、社会全体として取り組み、企業もその一員として
役割を担うことが必要です。そして未来を担う子どもたちの成長に貢献していくことは、「持続可能な社会」を実現してい
くうえで大切な取り組みのひとつです。リコーグループでは、「人と地球を大切にする“心と行動”を育む」を基本テーマ
に、自らの技術や人材を活用し「地球環境保全」と「青少年の健全育成」を重点分野として早くから活動を進めています。

リコーグループは、未来を担う子どもたちに
“自ら学ぶ場”を提供し続けています

青少年健全育成への取り組み
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静電気発生装置を使って実験する子どもたち

目標
4,000人

実績
9,783人

0
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4,000

6,000
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219人
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546人
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668人
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962人

2006

1,655人

2007

2,968人

2008（年）

■リコー ･サイエンスキャラバン体験者数推移

リコーグループでは、このような活動以外にも、グローバルでさまざまな取り組みを展開しています。詳細は『社会的責任経営報告書2009（詳細版）』をご覧ください。

神奈川県と佐賀県の2 ヵ所に開
設している「市村自然塾*」では、
“生きる力を大地から学ぶ”を基
本理念に掲げ、プログラムを展開
しています。ここでは、早春の3
月から11月の収穫期までの隔週
末、さまざまな年齢の子どもたち
が自然塾施設で二泊三日の共同
生活を送りながら農業の実体験をし、種まきから収穫まで
一連のプロセスを経験することで、自然の尊さ、収穫の喜
び、食すことへの感謝を体感します。自然塾の運営にあたっ
ては、「指示しすぎず」「命令しすぎず」「教えすぎず」「世話
を焼きすぎず」を基本姿勢とし、3つの心（自然を慈しむ・相

手を思いやる・社会のルールを守る心）と2つの力（自分のことは自

分でやる・安全と危険を知る力）を育んでいます。この自然塾で
の体験により、子どもたちが「家事を率先して手伝うように

子どもたちの理科離れが、社会問題になっている中で、
「リコー・サイエンスキャラバン」では、コピー機に使われ
ている技術（静電気や色彩、画像処理）を、楽しい実験を通し
て体験してもらい、理科や科学技術に関心を抱く子どもを
育むことを目的としています。そして、このプログラムを体
験した子どもたちの中から、未来の日本の科学技術を担う
人材が生まれるかもしれないという可能性に期待を込めて
活動を展開しています。参加者も2007年から2008年に
かけて急激に増えており、理科や科学技術のおもしろさに

なった」「自信をもって自分の意見を言える
ようになった」など保護者の方の感想もい
ただいており、子どもたちの自立心、責任
感、協調性などが育ってきています。関東
の自然塾は、2009年で8年目を迎えます
が、これまでに男女合わせて350名を上
回る子どもたちが巣立っています。また毎
年一人ひとりの年間平均出席率は90％

以上を維持しており、子どもたちが自然塾を楽しいものと
考えていることに加え、保護者の
方々にも意義ある活動として理解
されている結果だと考えています。
＊リコー・三愛グループの創業者・市村清の
生誕100周年を記念しNPO法人として設立

気づくプログラムとして、社会に認められてきた結果であ
ると考えています。現在は地域イベントへの出展が中心で
すが、今後は、学校での理科の出前授業や海外での展開も
視野に入れています。また、実際の活動には、リコーの設
計技術者やボランティアが参加していますが、2008年度
から、全国に事業所を展開し豊富な人材をもつリコーテク
ノシステムズ（RTS）との協働運営体制を構築。活動のさら
なる拡充を目指しています。

［活動の詳細情報はWebサイトをご覧ください。］
http://www.ricoh.co.jp/kouken/science_caravan/

科学の不思議、楽しさを伝える「リコー・サイエンスキャラバン」　《リコー／日本》

農業体験と共同生活を通して、生きる力を大地から学ぶ「市村自然塾」　《リコー／日本》

2008年度は、全国各地からのお問い合わ
せがさらに増え、子どもの体験者数は目標
を大幅に上回り、前年度の約3倍に急増。

［活動の詳細情報はWebサイトをご覧ください。］
市村自然塾　http://www.szj.jp/
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10.

11.

■企業行動のフレームワーク

リコーグループ行動規範

リコーグループ
関連規則・標準・マニュアル等

リコーグループ
CSR憲章

経営
理念

三愛精神

1986年制定

2003年制定

2003年制定

リリコ

リコ

グローバルで適用する
企業行動原則

役員・社員が守らなければ
ならない行動規範

創業者 市村清

リコーグループCSRの礎

創業の精神が息づく
リコーグループのＣＳＲ

［ リコーグループCSR憲章 ］

● 誠実な企業活動
1. リコーグループの各企業は、品質・安全・情報セキュリティ・

信頼性を確保し、環境への配慮および使いやすさを追求した、
世の中に有用な商品・サービスを、開発し提供する。

2. リコーグループの各企業は、公正、透明、自由な競争を行うとと
もに、政治、行政、市民及び団体とは、健全かつ正常な関係を
維持する。

3. リコーグループの各企業は、自社の情報およびお客様の情報の
適正な管理と保護を徹底する。

● 環境との調和
4. リコーグループの各企業は、環境保全を地球市民としての責務

として受け止め、自主的かつ積極的に取り組む。
5. リコーグループの各企業は、環境に配慮した技術革新の推進と

環境保全の継続的な活動に全員参加で取り組む。

リコーグループは、社会全体から成長・発展を望まれる企業となり、経営のあらゆる側面から、
グローバルな視点で「企業の社会に対する責任」（CSR：Corporate Social Responsibility）を果たすために、
以下の原則に基づいて、各国の法令、国際ルールおよびその精神を理解し遵守するとともに、社会的良識をもって行動する。

● 人間尊重
6. リコーグループの各企業は、リコーグループの企業活動にかか

わるすべての人々の安全で働きやすい職場環境を確保するととも
に、すべての社員の、自主性と創造性の発揮できる豊かな個性を
尊重する。

7. リコーグループの各企業は、関係するすべての人々の人権を尊重し、ま
た社内における差別のない明るい職場づくりを目指す。

8. リコーグループの各企業は、強制労働・児童労働を認めず、人
権侵害に加担しない。

● 社会との調和
9. リコーグループの各企業は、「良き企業市民」として、積極的に社

会貢献活動を行う。
 リコーグループの各企業は、国または地域の文化や習慣を尊重

し、その発展に貢献する経営を行う。
 リコーグループの各企業は、広く社会とのコミュニケーションを行

い、企業情報を積極的かつ適切・公正に開示する。

［ 創業の精神 ］ ［ 経営理念 ］
●私たちの使命
人と情報のかかわりの中で、世の中の役に立つ新しい価値を生み
出し、提供しつづける
●私たちの目標
信頼と魅力の世界企業
●私たちの行動指針
自ら行動し、自ら創り出す（自主創造）
相手の立場にたって考え、行動する（お役立ち精神）
会社の発展と個人の幸福の一致をはかる（人間主体の経営）

リコーグループの創業の精神は、創業者 市村清の唱えた「三愛
精神」です。三愛精神とは、世界人類の一員としてすべての人を
愛し、国と自然を愛し、自分にあたえられた使命を愛して励むこ
とです。この考えそのものが、リコーグループのCSRの原点と
なっています。リコーの経営理念は、その「三愛精神」に基づき、
高度情報化社会の進展や価値観の多様化など、変革の時代に
ふさわしい社風や企業体質を醸成・育成するために1986年に
制定されました。
また、グループ、グローバルで共有できる価値観、行動原則が必
要になったため、「リコーグループCSR憲章」と「リコーグループ
行動規範」を2003年に制定しました。

そしてCSRを新しい企業価値と捉え、積極的・能動的にCSR
活動を展開し、その改善を継続しています。
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リコーグループ行動規範は 、Webサイトをご覧ください。
http://www.ricoh.co.jp/csr/code_of_conduct/index.html 

グローバル・コンパクトの10原則
【 人権】
・人権擁護の支持と尊重
・人権侵害への非加担
【 労働基準】
・組合結成と団体交渉権の実効化
・強制労働の排除
・児童労働の実効的な排除
・雇用と職業の差別撤廃
【 環境】
・環境問題の予防的アプローチ
・環境に対する責任のイニシアティブ
・環境にやさしい技術の開発と普及
【 腐敗防止】
・強要・賄賂等の腐敗防止の取組み

■国連グローバル・コンパクトへの参画
国連グローバル・コンパクト（GC）は1999年、国
連のアナン事務総長が世界のビジネスリーダーに
対して提唱したもので、リコーは2002年に日本
企業としては2番目に署名しています。2008年度
からは、グローバル・コンパクト・ジャパン・ネッ
トワークが強化され、リコーは理事企業として参画しています。

【 誠実な企業活動】
①お客様の立場に立った商品･サービスの提供
②自由な競争および公正な取引
③インサイダー取引の禁止
④企業秘密の管理
⑤接待、贈答などの制限
⑥公的機関との取引および政治献金の取り扱い
⑦適正な輸出管理
⑧知的財産の保護と活用
⑨反社会的行為への関与の禁止
⑩会社の利益と対立するような個人の行為の禁止
⑪会社資産の保護

【 環境との調和】
⑫地球環境の尊重

【 人間尊重】
⑬基本的人権の尊重

【 社会との調和】
⑭社会貢献活動の実践
⑮社会との相互理解

■リコーグループ行動規範
リコーグループが企業活動を展開していくにあたって、法令および
社内ルールを遵守し、社会倫理に従って行動することはもとより、
社会との調和・共存という観点から、リコーグループの役員およ
び社員の基本的な行動の規範を定めたものです。

■リコーグループCSRのあゆみ

1936
 〜 80年

●創業 （36年）
●完全週休二日制 （71年）
●デミング賞受賞 （75年）
●環境推進室設立 （76年）
●リフレッシュ長期休暇制 （79年）
●シニア社員制度 （84年）
●経営理念制定 （86年）

1990年 ●フレックスタイム制度 （90年）
●フォーシーズン休暇制度 （90年）
●育児支援制度 （90年）
● リコー 画 像システム製 品 事 業 分 野、リコーユニテクノが

ISO9000認証取得（リコーグループ初） （92年）
●リコーエスポアール（株）*設立 （94年）
●リコー御殿場工場ISO14001認証取得
　（日本の認証機関による第1号の認証） （95年）
●家族介護支援制度 （96年）
●社会貢献積立金制度 （98年）
●日本経営品質賞受賞 （99年）
●ボランティア休職・休暇制度 （99年）
　＊障がい者の雇用拡大を目指して設立された特例子会社

2000
 〜 02年

●第一回アプライアンス大会 （00年）
●市村自然塾設立 （02年）
●国連グローバル・コンパクトへの署名 （02年）
●リコーグループ世界主要生産拠点が「ごみゼロ」を達成 （02年）

2003
 〜 04年

● CSR室発足 （03年）
●情報セキュリティマネジメントシステム構築開始 （03年）
●ほっとライン設置（内部通報窓口） （03年）
●第12回地球環境大賞受賞 （03年）
● 2003年WECゴールドメダル受賞 （03年）
●リコーグループ・リスクマネジメント活動開始 （03年）
● CSR憲章、行動規範制定 （03年）
● imagio Neo 752/602シリーズが「第14回省エネ大賞
　省エネルギーセンター会長賞」受賞 （04年）
● ISMSグループ統一認証取得（04年）
●内部統制推進室発足 （04年）
●個人情報統括室設置 （04年）

2005年 ●音声でデジタル複合機の操作を可能にする
　imagio 音声ナビタイプB発売
● CSRの新しい展開（魅力創造活動）スタート

2006年 ●新人事制度
●パートナーへのCSR展開開始
●アクセシビリティにも配慮したデジタルカラー複合機
　imagio MP C3000シリーズ発売
●省エネ技術「カラー QSU」を搭載したデジタルカラー複合機
　imagio MP C4500／C3500シリーズ発売

2007年 ●カラーユニバーサルデザイン活動開始
●お客様満足度No.1を5部門で受賞
●カフェテリア型福利厚生導入
●キャリアデザイン研修開始

2008年 ●社員と「CSR報告書を読む会」を開催
●第11回環境コミュニケーション大賞「環境報告優秀賞」受賞
●市村自然塾 関東が第5回オーライ！ニッポン大賞
　「審査委員会長賞」受賞
● Printing Innovation Centerが日本で第一号となるCUDMS
（カラーユニバーサルデザインマネジメントシステム）事業所認証を取得

●リコーヨーロッパが国連グローバル・コンパクトに署名

2009年 ●「持続可能なグローバル企業トップ100社」に5年連続選出
●ドイツのエコム社による「企業の社会的責任」格付けで2005年

に続き世界第1位 （IT産業部門）
●「世界で最も倫理的な企業99社」にリコーが初選出
●第12回環境報告書賞で最優秀賞、サスティナビリティ報告書賞
　で優良賞を受賞
●次世代育成支援企業認定をグループ5社が取得
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CSRの基盤となる3つの考え方

お客様

社会

パートナー
企業

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

株主

社員

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業

目　標

企業価値の向上へ

魅力
No.1企業

社会からの
信頼の確保

リ
コ
ー
グ
ル
ー
プ

〈経営理念〉
目指す企業像

信頼と魅力の世界企業

リコーグループのCSRの目指す姿
社会から愛され、成長・発展を望まれる企業

・この会社の商品を買いたい
・この会社に投資したい
・この会社で働きたい

・この会社と付き合いたい
・この会社に進出してきて欲しい

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

持続可能な社会

CSR活動領域

魅力創造活動
・独自の高い目標設定とチャレンジ活動

コンプライアンス活動
・信頼確保への取り組み

A
P

D

A P

A
P

D

A P

DC

C
CC

C D

［主管機能部門のPDCA］［グループ全社統括
  機能の PDCA］

［実施部門のPDCA］

PLAN

CHECK

ACTION

DO

リコーグループは、『 社会から愛され、成長と発展を望まれる企業』を
目指し、つねにPDCAを回してCSR活動を展開しています

リコーグループでは、CSRの基盤となる3つの考え方をベースに、
「社会から愛され、成長と発展を望まれる企業」の実現を目指
し、CSR活動に取り組んでいます。その活動領域は、CSR憲章
の4分野（7ページ）における「社会に対する基本的な責任」と「社
会に対する自主的な責任」の二つの領域で、それぞれコンプライ
アンス活動、魅力創造活動と呼んで展開しています。コンプライ
アンス活動の浸透で社会からの信頼を得て、魅力創造活動の充
実で企業としての魅力を創造し、その同時達成により企業価値
を高め、「CSRの目指す姿」を実現していきたいと思っています。
それは、すなわち、経営理念である「信頼と魅力の世界企業」の
実現そのものであり、「持続可能な社会づくり」に積極的に寄与
するものと考えています。

活動を進めるにあたってはテーマや課題に応じて各機能部門と
連携し、テーマ単位でPDCA*のサイクルを回しています。
＊Plan（計画）-Do（実施）-Check（確認）-Action（改善活動）の継続的改善マネジメントシステム。

■グループ全社統括機能のPDCAと事業部門のPDCA

■リコーグループのCSRのフレームワーク

CSRの考え方と展開
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ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

お客様

株主

社会

パートナー
企業

社員

経営理念
中期ビジョン
中期経営計画

ステーク
ホルダーと
協働で取り組む

自分で
取り組む

ステークホルダーの期待・要望

目標の設定

A D

P

C

目標の公表

結果の公表結 果

［社会的課題認識］

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

内部統制推進体制

統括機能 主管機能

株主総会

監査役会 開示委員会

主管機能部門＊

内部統制室

CSR室

TRM委員会

主管機能部門

主管機能部門

主管機能部門

主管機能部門
監査役室

（監査役スタッフ）

取締役会

指名・報酬委員会

＊開発・生産・販売・人事等

グループマネジメント
コミッティ（GMC）
チーフオフィサーで構成

内部統制委員会

連携法定監査 内部監査

連
携

［社会的課題認識］

■ CSR活動領域と具体的な活動

■社会的課題の深ぼりと検証［ CSR活動を進めるにあたって ］
リコーグループでは、CSR活動をより進化・深化させるため
に、さまざまな角度から社会的課題を認識し、リコーグループの
CSR憲章と照らし合わせるとともに、具体的な活動との関連を
整理しています。そしてステークホルダーの皆様との対話など
を通じて、リコーグループに対する期待・要望をしっかり把握
しています。

● 魅力創造活動（社会に対する自主的な責任）

持続可能な社会の実現のために、事業内・事業外の領域で独自
の目標・テーマを設定し、さまざまな活動を行っています。事業
内領域では、リコーグループの技術・商品・サービスを通して、
グローバルな社会的課題の解決へ寄与できる活動を強化してい
ます。事業外領域では、「地球環
境保全」と「青少年の健全育成」
を重点分野とした社会貢献活動
があり、国内外でさまざまな取り
組みを進めており、着実に活動
実績を積み上げています。

●コンプライアンス活動（社会に対する基本的な責任）

従来より法令遵守だけでなく、マナーや良識の範囲までを含め
たコンプライアンスとリスクマネジメントを中心とした活動に取
り組んでいます。その基本となるグループ行動規範を、一人ひと
りの日常の意識、行動まで浸透させ、体質化させることを重視し
ています。そのために、グループ内の教育の実施とその理解の
確認を継続し、内部統制の仕組みの中でグループ行動規範の浸
透・定着を実現しています。

■リコーグループのコーポレートガバナンス体制　経営監督機能を強化した取締役会では、社会的責任やコンプライアンスを重視した審議がなされて
います。また、CEOとチーフオフィサーにより、グループ全体の経営戦略の立案・執行および事業執行の監督を行っています。また社長直轄の内部統制室を設置
し内部統制の機能を強化しています。さらに監査の独立性をより明確にするため、監査役サポート機能をもつ監査役室を設置しています。

● パートナーへのCSR展開
持続可能な社会づくりの一環として、パートナー企業へのCSRの普
及を促進しています。サプライヤー企業への展開は、グローバルで行
い、「リコーグループサプライヤー行動規範」の遵守に加えてセルフア
セスメントを実施し、フィードバックを行うことで、今後もさらなる向
上を目指してPDCAのサイクルを回していきます。さらに販売パー
トナー企業へはリコーが培ったノウハウをお伝えすると共に自主的
にCSRを定着していただけるような仕組みづくりを進めています。
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第16次中期経営計画におけるCSR活動目標（2008年度〜2010年度）

 

CSRの行動計画と実績

第16次中期経営計画におけるCSR活動目標（2008年度〜2010年度）

品質マネジメント
●顧客価値の高い商品・サービスを継続的に提供するため、競
争優位の品質を創り込む活動の場や仕組みを構築し、絶えずリ
コーグループの品質マネジメントの維持・向上に努めている

●リコーグループ品質目標達成度：100％
●品質マネジメントシステムの強化
●市場品質問題未然防止活動の強化

●マネジメントシステムの継続的改善および信頼性基盤技術
の開発と実用化を推進
● @Remoteデータの活用とデータ解析の精度向上

○
● RICOH Qualityのコンセプト発信と早期
確立

CS活動
● 顧客価値創出のための改善／改革の活動が行われ、マネジメ
ントシステムを活用して自律的に絶えざるPDCAが回る仕組み
が構築されている

●目標体系の整備完了
●ＣＳの目標達成度：100％

●ＣＳ目標体系の整備とプロセス改善強化
● 顧客価値基準の変化に対応した新しい目標設定と価値提供プ
ロセスの改革・改善実施 ○

人にやさしい商品づくり
●顧客の満足度を高め、かつ競争優位を実現するために、顧客
の感性と使いやすさを追求したデザインを提供している

●使いやすさに関するデザインの実現度：100％
●リコーバリューに基づいた商品デザインの強化
●グローバルでの顧客評価の拡充

●未来の新しさを創る、使いやすく快適、エコロジーの観点から
の商品デザイン強化　●デザイン賞、展示会場での評価分析 ○

●３つのリコーバリューに基づいた商品デ
ザインの強化（継続）

情報セキュリティ

● 情報セキュリティ体質がグループ全体に確立し、事業活動の
強みとなり、評価されている
● BCP（事業継続計画）についても、グループで連携し、インフ
ラ整備、定着、見直しがされている

●「情報セキュリティ共通標準」の展開・定着：100％
●主要事業のBCPのPDCA1サイクル完了

●グループでISMS統一認証維持と｢共通対策基準」の展開・
浸透
●情報セキュリティ教育の継続実施
●事業継続計画・管理のさらなる充実

● 国内52社、海外46社の継続審査完了と共通基準によるリ
スクアセスメント実施
●グループ社員e-ラーニング実施
●特定分野の事業継続計画充実化

○
●共通基準の継続的改善
●情報セキュリティレベルの評価
●予行演習による確認方法

リスクマネジメント
と内部統制

●社員一人ひとりが行動規範に基づき行動し、また、TRMの仕組み
が実効性をもって運用され、経営リスクの未然防止が図られている

●行動規範の遵守誓約書（または同等）：100％
●経営リスクの発生件数：0（外部環境リスクは除く）

● TRMの仕組みのルール化と周知、仕組みの運用/展開推進
●地震対応BCP（事業継続計画）の策定/対策の実施

● TRM本規定の制定と展開推進　●地震対応BCPの策定完
了　●階層的な統合内部監査の実施 ○ ●現場におけるTRMの実効性確保

●グループ内部統制システムの標準化が行われ経営効率の改
善に寄与していることで不正・事故防止が有効に機能している

● 階層別統合内部監査体系の完成と米国SOX法監査上、“重
大な欠陥”、“重大な不備”がないこと

●行動規範の改訂/展開と定着度向上活動の確認、行動規範
教育の実施　●海外内部通報制度の整備

●行動規範の改訂と展開完了、統合内部監査での定着状況確
認、国内でのe-ラーニング教育実施
●海外関連会社における制度構築着手

○
● 海外における行動規範教育と内部通報
制度の構築完了

パートナーへのCSR展開
●主要パートナー企業にリコーのCSRの考え方を理解していた
だき、自主的な活動が展開されている

●国内・中国の主なサプライヤー：CSR展開のPDCA1サイク
ル完了　●主要販売店：CSRプログラムが展開されている

●サプライヤーへの啓発と実践度評価の整備
●国内販売パートナー企業への展開

●サプライヤー行動規範ガイドブックの作成と配布及びアセスメン
ト制度の仕組みを構築　●国内連結対象ディーラーへの展開完了 ○

●サプライヤーセルフアセスメント制度の導
入と展開　●国内主要ディーラーへの展開

資源循環型社会に向けた資源の有効利用
●資源の有効利用促進により環境影響が削減され、継続的に資
源循環がすすんでいる

●使用済み製品からのリユース部品使用量を拡大　
リユース部品使用量：国内1,910トン、海外6,000トン 等

●世界各極の計画的な部品回収と再使用の促進 ●米州極において再生製品を販売する体制の再構築 ○
●米州極において再構築した体制の確実な
運用展開

気候変動問題に対する先行的な環境技術開発
と、エネルギー使用を抑えた事業活動の促進

● 先行的な環境技術開発とエネルギー使用を抑えた事業活動に
より、CO2排出が削減され気候変動への影響が抑制されている

●生産活動に伴い発生する温室効果ガスの削減　
CO2排出量 1990年度比 ▲12%（リコーおよび国内生産会社） 等

●各部門の計画的な省エネ施策の実施 ●各部門の改善活動によりCO2 10,000トン以上の削減を実施 ○ ●各部門の省エネ施策の確実な実施

環境安全性の高い製品づくり・事業活動に向
けた化学物質管理の強化

●環境安全性の高い製品づくり・事業活動に向けた管理の仕組
みにより汚染リスクの低減ができている

●環境影響化学物質の排出量の削減　
2000年度比 ▲80%以下（リコー生産系事業所および生産会社） 等

●各部門の計画的な汚染予防活動の展開 ●欧州REACH規則に対応した社内体制の構築 ○
● 欧州REACH規則に対応した社内体制
の確実な運用展開

生物多様性の保全
● 地球環境の再生能力を高めるための生態系保全活動が積極
的に推進されている

●社会からの共感を得る事業活動、社会貢献活動両面での生物
多様性保全の実施

● 社会貢献活動における生物多様性保全活動の推進と事業
領域における影響削減

● 世界のリコーグループにおける保全活動の実施と生物多様
性方針の制定 ○ ●方針に掲げた項目の具体化

健全な企業風土づくり
● 性別・年齢・雇用形態・国籍等に関わらず、それぞれの能力
を最大限に発揮できる組織ができている

① 女性管理職比率：1.5％
② 次世代育成支援企業認定の継続取得

●ダイバーシティ（女性の活躍推進 ）
●次世代の育成と高齢者の就業支援

●中堅女性社員対象の「キャリアサポートプログラム」開始
●育児短時間勤務の利用対象者拡大、両立支援に関する社員
のニーズ把握

○
●女性管理職支援策の拡充
● 社員ニーズ調査結果による、より柔軟な
勤務を可能とする制度の導入

安全・健康な職場づくり
●リコーグループで働く人々が、安全かつ健康で能力を最大限
発揮できる環境が整備されており、業績向上に貢献できている

●安全・健康に関する管理指標の目標達成
●安全・健康の管理の仕組み・体制の運用、改善・定着
●安全・健康施策および仕組みのグループ展開着手

●グループ管理指標の明確化とレベルアップ
●労働安全衛生マネジメントシステムの展開
●グループ最適の健康管理仕組みづくり

●管理指標明確化と長時間残業者の管理、ストレスチェック強
化　●化学物質のリスクプロセスの改善実施　●グループへの
教育、管理システムの準備と導入支援、ツール類の提供実施

○
●メンタルヘルスケアの啓発教育やチェッ
クのグループ展開、不調者の未然防止活動
強化

自主性と創造性を
発揮できる環境づくり

● 国内外グループ会社において「やる気のサイクル」が回り、その結果
社員個々人が高い目標を設定し、主体的にチャレンジし、会社・組織業
績の貢献につながり、達成感、自己成長感が高まっている　●グローバ
ル市場での成長に向けて、国内・海外で事業をリードする人材輩出の
ため、人材の獲得・発掘を行いグループ最適で育成と、配置活用が図
られている　●技術・技能・ノウハウ伝承の仕組みが構築されている

●リコー：社員意識調査の重要項目が過去最高ポイント以上　
●グループ会社：社員のやる気を引き出し、高めるためのマネ
ジメントサイクルの確立　●リコーグループとしてビジネスリー
ダー人材の選抜、獲得、計画的育成、活用を行う仕組みの構築
●戦略実現キー人材の獲得、選抜、登用、評価の仕組みの確立
●機能別の技術・技能・ノウハウの伝承活動と教育実施

●キャリア形成の促進
●タイプ別人材育成
●伝承が必要な技術・技能・ノウハウの明確化と伝承の展開
●機能強化を図る能力開発推進体制の構築

●世代別の「キャリアデザイン研修」に計1,030名参加、上司
と部下の育成面談開始
●プロフェッショナル人材育成のために新たに2種類の研修を
追加して実施
●専門技術教育の見直し・充実実施。各部門やグループ会社
で独自の伝承展開

○

●育成面談システムの充実　
●マネジャー教育の充実と下位層への展開
●プロジェクトマネージャー教育の強化充実
● 各部署での伝承活動、先達のスキル・ノ
ウハウを共有するためのインフラ構築

社会貢献活動

● 全員参加型社会貢献活動としてFreeWillの認知度・加入率
がともに向上している

● FreeWillのリコー社員認知度85％、加入率40％ ● FreeWill認知度調査と加入率向上への取り組み ●認知度調査完了、地道な加入促進活動を継続 ○
● 加入率が低い層をターゲットとした活動
展開とFreeWill活動のブラッシュアップ

●企業能力を生かし地域社会と一緒に活動する「リコー・サイエ
ンスキャラバン」に社員も参加し、国内に広く展開されている

●子どもの体験者数目標：年間10,000人
●リコー・サイエンスキャラバンの拡大
　（子どもの体験者数目標：年間4,000人）

●キャラバン全国展開体制を確立、体験者数は目標を大幅に
上回る約9,700人を達成 ○

●サイエンスキャラバンの新たな展開（学校
と連携したプログラム等）

●国内外の会社・事業拠点が互いの活動を共有することで、地
域社会と調和した貢献活動が創出されている

●自発的な活動を促進するグループ内活動の情報収集・共有
の仕組み構築

●国内外の会社・事業拠点の活動共有
●海外各極「CSR HIKARIMONO」18件収集
●国内事例を共有する仕組み構築完了 ○ ●グループ・グローバルスルーの仕組み確立

コミュニケーション
●リコーらしい新しいコミュニケーションスタイルが確立され、
運用されている

●新しいコミュニケーションスタイルの完成 ●リコーらしい新しいコミュニケーションスタイルの検討と試行
●「社員とのCSR報告書を読む会」や「ＮＧＯとのダイアログ」

「株主アンケート」などを実施 ○ ●試行に基づく効果検証および活動への反映

●カラーの恩恵をあらゆるひとが享受できることを目指したカ
ラーユニバーサルデザイン（CUD）活動の展開により、CUDの
コンセプトが商品、コミュニケーションツールに反映できている

●カラーユニバーサルデザインコンセプトの商品、コミュニケー
ションツールへの反映率：100％

●カラーユニバーサルデザイン活動の拡充
● 計画された商品、コミュニケーションツールへのＣＵＤ反映
とキーマン教育の実施
●日本初のＣＵＤ事業所認証取得

○
● CUD認証取得の効率化と成熟度評価の
仕組み確立　

● “人にやさしい”領域でのリコーグループ各社の“らしい”魅力
創造活動が展開されている

●主要グループ会社でテーマが設定され展開されている ●先行1社のトライアル完了 ●２社でテーマ選定完了 △ ●選定したテーマの活動展開

● 持続可能な社会づくりに貢献する商品・サービス・ソリュー
ションが創出できている

●新たなテーマが設定され展開されている ●グローバルな社会的課題の解決に繋がるテーマの企画 ●パイロットテーマ検討 ○ ●パイロットテーマの次ステップへの展開

目指す姿 2010年度目標（値） 主な活動計画 活動実績 自己評価 課題
誠実な企業活動

環境との調和

人間尊重

社会との調和

魅力創造活動
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2008年度の活動計画・実績・課題

 

2008年度の活動計画・実績・課題

品質マネジメント
●顧客価値の高い商品・サービスを継続的に提供するため、競
争優位の品質を創り込む活動の場や仕組みを構築し、絶えずリ
コーグループの品質マネジメントの維持・向上に努めている

●リコーグループ品質目標達成度：100％
●品質マネジメントシステムの強化
●市場品質問題未然防止活動の強化

●マネジメントシステムの継続的改善および信頼性基盤技術
の開発と実用化を推進
● @Remoteデータの活用とデータ解析の精度向上

○
● RICOH Qualityのコンセプト発信と早期
確立

CS活動
● 顧客価値創出のための改善／改革の活動が行われ、マネジメ
ントシステムを活用して自律的に絶えざるPDCAが回る仕組み
が構築されている

●目標体系の整備完了
●ＣＳの目標達成度：100％

●ＣＳ目標体系の整備とプロセス改善強化
● 顧客価値基準の変化に対応した新しい目標設定と価値提供プ
ロセスの改革・改善実施 ○

人にやさしい商品づくり
●顧客の満足度を高め、かつ競争優位を実現するために、顧客
の感性と使いやすさを追求したデザインを提供している

●使いやすさに関するデザインの実現度：100％
●リコーバリューに基づいた商品デザインの強化
●グローバルでの顧客評価の拡充

●未来の新しさを創る、使いやすく快適、エコロジーの観点から
の商品デザイン強化　●デザイン賞、展示会場での評価分析 ○

●３つのリコーバリューに基づいた商品デ
ザインの強化（継続）

情報セキュリティ

● 情報セキュリティ体質がグループ全体に確立し、事業活動の
強みとなり、評価されている
● BCP（事業継続計画）についても、グループで連携し、インフ
ラ整備、定着、見直しがされている

●「情報セキュリティ共通標準」の展開・定着：100％
●主要事業のBCPのPDCA1サイクル完了

●グループでISMS統一認証維持と｢共通対策基準」の展開・
浸透
●情報セキュリティ教育の継続実施
●事業継続計画・管理のさらなる充実

● 国内52社、海外46社の継続審査完了と共通基準によるリ
スクアセスメント実施
●グループ社員e-ラーニング実施
●特定分野の事業継続計画充実化

○
●共通基準の継続的改善
●情報セキュリティレベルの評価
●予行演習による確認方法

リスクマネジメント
と内部統制

●社員一人ひとりが行動規範に基づき行動し、また、TRMの仕組み
が実効性をもって運用され、経営リスクの未然防止が図られている

●行動規範の遵守誓約書（または同等）：100％
●経営リスクの発生件数：0（外部環境リスクは除く）

● TRMの仕組みのルール化と周知、仕組みの運用/展開推進
●地震対応BCP（事業継続計画）の策定/対策の実施

● TRM本規定の制定と展開推進　●地震対応BCPの策定完
了　●階層的な統合内部監査の実施 ○ ●現場におけるTRMの実効性確保

●グループ内部統制システムの標準化が行われ経営効率の改
善に寄与していることで不正・事故防止が有効に機能している

● 階層別統合内部監査体系の完成と米国SOX法監査上、“重
大な欠陥”、“重大な不備”がないこと

●行動規範の改訂/展開と定着度向上活動の確認、行動規範
教育の実施　●海外内部通報制度の整備

●行動規範の改訂と展開完了、統合内部監査での定着状況確
認、国内でのe-ラーニング教育実施
●海外関連会社における制度構築着手

○
● 海外における行動規範教育と内部通報
制度の構築完了

パートナーへのCSR展開
●主要パートナー企業にリコーのCSRの考え方を理解していた
だき、自主的な活動が展開されている

●国内・中国の主なサプライヤー：CSR展開のPDCA1サイク
ル完了　●主要販売店：CSRプログラムが展開されている

●サプライヤーへの啓発と実践度評価の整備
●国内販売パートナー企業への展開

●サプライヤー行動規範ガイドブックの作成と配布及びアセスメン
ト制度の仕組みを構築　●国内連結対象ディーラーへの展開完了 ○

●サプライヤーセルフアセスメント制度の導
入と展開　●国内主要ディーラーへの展開

資源循環型社会に向けた資源の有効利用
●資源の有効利用促進により環境影響が削減され、継続的に資
源循環がすすんでいる

●使用済み製品からのリユース部品使用量を拡大　
リユース部品使用量：国内1,910トン、海外6,000トン 等

●世界各極の計画的な部品回収と再使用の促進 ●米州極において再生製品を販売する体制の再構築 ○
●米州極において再構築した体制の確実な
運用展開

気候変動問題に対する先行的な環境技術開発
と、エネルギー使用を抑えた事業活動の促進

● 先行的な環境技術開発とエネルギー使用を抑えた事業活動に
より、CO2排出が削減され気候変動への影響が抑制されている

●生産活動に伴い発生する温室効果ガスの削減　
CO2排出量 1990年度比 ▲12%（リコーおよび国内生産会社） 等

●各部門の計画的な省エネ施策の実施 ●各部門の改善活動によりCO2 10,000トン以上の削減を実施 ○ ●各部門の省エネ施策の確実な実施

環境安全性の高い製品づくり・事業活動に向
けた化学物質管理の強化

●環境安全性の高い製品づくり・事業活動に向けた管理の仕組
みにより汚染リスクの低減ができている

●環境影響化学物質の排出量の削減　
2000年度比 ▲80%以下（リコー生産系事業所および生産会社） 等

●各部門の計画的な汚染予防活動の展開 ●欧州REACH規則に対応した社内体制の構築 ○
● 欧州REACH規則に対応した社内体制
の確実な運用展開

生物多様性の保全
● 地球環境の再生能力を高めるための生態系保全活動が積極
的に推進されている

●社会からの共感を得る事業活動、社会貢献活動両面での生物
多様性保全の実施

● 社会貢献活動における生物多様性保全活動の推進と事業
領域における影響削減

● 世界のリコーグループにおける保全活動の実施と生物多様
性方針の制定 ○ ●方針に掲げた項目の具体化

健全な企業風土づくり
● 性別・年齢・雇用形態・国籍等に関わらず、それぞれの能力
を最大限に発揮できる組織ができている

① 女性管理職比率：1.5％
② 次世代育成支援企業認定の継続取得

●ダイバーシティ（女性の活躍推進 ）
●次世代の育成と高齢者の就業支援

●中堅女性社員対象の「キャリアサポートプログラム」開始
●育児短時間勤務の利用対象者拡大、両立支援に関する社員
のニーズ把握

○
●女性管理職支援策の拡充
● 社員ニーズ調査結果による、より柔軟な
勤務を可能とする制度の導入

安全・健康な職場づくり
●リコーグループで働く人々が、安全かつ健康で能力を最大限
発揮できる環境が整備されており、業績向上に貢献できている

●安全・健康に関する管理指標の目標達成
●安全・健康の管理の仕組み・体制の運用、改善・定着
●安全・健康施策および仕組みのグループ展開着手

●グループ管理指標の明確化とレベルアップ
●労働安全衛生マネジメントシステムの展開
●グループ最適の健康管理仕組みづくり

●管理指標明確化と長時間残業者の管理、ストレスチェック強
化　●化学物質のリスクプロセスの改善実施　●グループへの
教育、管理システムの準備と導入支援、ツール類の提供実施

○
●メンタルヘルスケアの啓発教育やチェッ
クのグループ展開、不調者の未然防止活動
強化

自主性と創造性を
発揮できる環境づくり

● 国内外グループ会社において「やる気のサイクル」が回り、その結果
社員個々人が高い目標を設定し、主体的にチャレンジし、会社・組織業
績の貢献につながり、達成感、自己成長感が高まっている　●グローバ
ル市場での成長に向けて、国内・海外で事業をリードする人材輩出の
ため、人材の獲得・発掘を行いグループ最適で育成と、配置活用が図
られている　●技術・技能・ノウハウ伝承の仕組みが構築されている

●リコー：社員意識調査の重要項目が過去最高ポイント以上　
●グループ会社：社員のやる気を引き出し、高めるためのマネ
ジメントサイクルの確立　●リコーグループとしてビジネスリー
ダー人材の選抜、獲得、計画的育成、活用を行う仕組みの構築
●戦略実現キー人材の獲得、選抜、登用、評価の仕組みの確立
●機能別の技術・技能・ノウハウの伝承活動と教育実施

●キャリア形成の促進
●タイプ別人材育成
●伝承が必要な技術・技能・ノウハウの明確化と伝承の展開
●機能強化を図る能力開発推進体制の構築

●世代別の「キャリアデザイン研修」に計1,030名参加、上司
と部下の育成面談開始
●プロフェッショナル人材育成のために新たに2種類の研修を
追加して実施
●専門技術教育の見直し・充実実施。各部門やグループ会社
で独自の伝承展開

○

●育成面談システムの充実　
●マネジャー教育の充実と下位層への展開
●プロジェクトマネージャー教育の強化充実
● 各部署での伝承活動、先達のスキル・ノ
ウハウを共有するためのインフラ構築

社会貢献活動

● 全員参加型社会貢献活動としてFreeWillの認知度・加入率
がともに向上している

● FreeWillのリコー社員認知度85％、加入率40％ ● FreeWill認知度調査と加入率向上への取り組み ●認知度調査完了、地道な加入促進活動を継続 ○
● 加入率が低い層をターゲットとした活動
展開とFreeWill活動のブラッシュアップ

●企業能力を生かし地域社会と一緒に活動する「リコー・サイエ
ンスキャラバン」に社員も参加し、国内に広く展開されている

●子どもの体験者数目標：年間10,000人
●リコー・サイエンスキャラバンの拡大
　（子どもの体験者数目標：年間4,000人）

●キャラバン全国展開体制を確立、体験者数は目標を大幅に
上回る約9,700人を達成 ○

●サイエンスキャラバンの新たな展開（学校
と連携したプログラム等）

●国内外の会社・事業拠点が互いの活動を共有することで、地
域社会と調和した貢献活動が創出されている

●自発的な活動を促進するグループ内活動の情報収集・共有
の仕組み構築

●国内外の会社・事業拠点の活動共有
●海外各極「CSR HIKARIMONO」18件収集
●国内事例を共有する仕組み構築完了 ○ ●グループ・グローバルスルーの仕組み確立

コミュニケーション
●リコーらしい新しいコミュニケーションスタイルが確立され、
運用されている

●新しいコミュニケーションスタイルの完成 ●リコーらしい新しいコミュニケーションスタイルの検討と試行
●「社員とのCSR報告書を読む会」や「ＮＧＯとのダイアログ」

「株主アンケート」などを実施 ○ ●試行に基づく効果検証および活動への反映

●カラーの恩恵をあらゆるひとが享受できることを目指したカ
ラーユニバーサルデザイン（CUD）活動の展開により、CUDの
コンセプトが商品、コミュニケーションツールに反映できている

●カラーユニバーサルデザインコンセプトの商品、コミュニケー
ションツールへの反映率：100％

●カラーユニバーサルデザイン活動の拡充
● 計画された商品、コミュニケーションツールへのＣＵＤ反映
とキーマン教育の実施
●日本初のＣＵＤ事業所認証取得

○
● CUD認証取得の効率化と成熟度評価の
仕組み確立　

● “人にやさしい”領域でのリコーグループ各社の“らしい”魅力
創造活動が展開されている

●主要グループ会社でテーマが設定され展開されている ●先行1社のトライアル完了 ●２社でテーマ選定完了 △ ●選定したテーマの活動展開

● 持続可能な社会づくりに貢献する商品・サービス・ソリュー
ションが創出できている

●新たなテーマが設定され展開されている ●グローバルな社会的課題の解決に繋がるテーマの企画 ●パイロットテーマ検討 ○ ●パイロットテーマの次ステップへの展開

目指す姿 2010年度目標（値） 主な活動計画 活動実績 自己評価 課題
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誠実な企業活動

Highlight ❶

@Remote

支社Ｄ

支社A
支社C

支社B

本社 

● @Remoteの情報活用による“環境レポート”をスタート
@Remoteで収集した稼働状態別の時間や出力カウントの情
報から消費電力量、用紙の使用量、両面印刷による用紙削減効
果などを推測し、複写機やプ
リンター使用時のCO2排出
量に換算したレポートを分か
りやすく作成。それをご利用
していただくことによって、環
境負荷削減に向けたお客様の
PDCAサイクルをサポートす
るサービスです。2009年から
は、海外にも同様のサービス
を展開します。

お客様にご提供する報告書（イメージ）

リコーの機器をいつも安心してご利用いただくためのネットワークを利用したサービス、サプ
ライヤー企業とともに進めるCSR調達の本格展開、企業のCSR活動に対する地域社会の
ニーズにいち早く応えながら事業活動の強化につなげる取り組みなどを行っています。

リコーグループでは、お客様が
お使いになっているネットワー
ク上の出力機器を、より“快適”
かつ“安心”してご利用いただく
ため、インターネット経由で出
力機器を管理する「@Remote」

（アットリモート）サービスをグ
ローバルに展開しています。
このサービスは、遠隔で機器の
状態を把握したり診断するこ
とで故障を未然に防止したり、
トナーの残量を把握し、なくな
る前にお客様へお届けするな
ど、お客様の日常業務の負荷や
万一のダウンタイムを最低限に抑えます。
また、両面印刷機能や集約印刷機能の使用状況、出力枚数、消
費電力など、機器の利用状況が把握できるため、オフィス機器の
最適配置に役立ちます。そして、用紙の使用量や消費電力を抑
えることで社内での環境負荷低減やトータル経費削減などを進
めることができます。
さらに、リコーグループでは、これらの機器管理の結果を保守メ
ンテナンスの方法や新機種の開発に活かし、継続的にお客様の
オフィス環境を改善する取り組みを行い、より一層の満足度向
上に努めています。

オフィス環境の改善をサポートする先進的な取り組み「オフィス機器のリモート管理サービス」　《リコーグループ／グローバル》

社会動向やニーズをいち早くとらえ、
世の中に感動を生みだす商品やサービスを提供していきます

Highlight

ハイライト事例
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Highlight ❷

Highlight ❸

2009年5月21日、リコー大森事業所にて関東地区のサプラ
イヤー企業 150社約 260名にお集まりいただき、「リコーグ
ループサプライヤー様CSR説明会」を開催いたしました。CSR
調達*の本格展開に向けて、リコーグループにおけるCSRの考
え方や活動をご理解いただくとともに、サプライチェーン全体で
の取り組みにご協力いただくようお願いいたしました。
特別講演として独立行政法人経済産業研究所の藤井敏彦氏を

CSR調達を本格展開　《リコーグループ／日本》

お招きして、CSR調達に関する社会動向や最新情報など分か
りやすく解説していただき、参加された方は熱心に耳を傾けて
いました。また、資材部門からはセルフアセスメントの方法など
具体的な説明が行われ、説明会の終了後には相談コーナーを
設け、サプライヤー企業からの質問にお応えいたしました。こ
の説明会は、関東地区からスタートして、日本全国の4地域（中

部、九州、関西、東北）で開催され、220社を超える企業が参加。
各企業へは事前にリコーグループがサプライヤー企業に対して
求める行動を、分かりやすく解説した「サプライヤー行動規範
ガイドブック」とサプライヤー企業の状況を把握するためのセル
フチェック項目を記したシートを配布して、当日は臨んでいただ
けるよう配慮しました。説明会を通じて、サプライヤー企業とリ
コーグループとが一体となり、社会的責任経営に取り組むこと
で、持続可能な社会づくりに貢献できることをご理解いただけ
たものと考えています。今後は海外のサプライヤー企業への展
開も行っていきます。
＊CSR調達：サプライヤー企業によるCSRの取り組みを調達の前提とする仕組みのこと

ての試みですが、他県や
他のヨーロッパ各国に広
がっていく可能性もあり
ます。ヨーロッパでは、こ
のように自治体が企業の
CSRを推 進し、CSRの
観点から評価する制度
が増えています。今後も、
リコーグループはこうし
た動きを積極的に取り込
み、CSR活動を推進して
いきます。

リコーグループでは、すべての商品やサービスを通して、よりよい社会・持続可能な地球環境の維持に貢献していくた
めに、グローバルでの企業活動を進めています。そのなかで、つねに品質・安全・情報セキュリティ・信頼性の向上を
追求し、より多くのステークホルダーに満足、そして感動を提供することを目指しています。

販売会社リコーイタリア（RIT）は、イタリアのミラノ県が2008
年より導入したCSRの認証制度“Vicini alle imprese”（企業

との連携）の認証取得を目指し、県が開催したCSR講座に参加。
その後、「人事管理」「セキュリティと安全」「環境」「品質」「企業
ガバナンス」「地域社会との関係」の各分野に関するセルフアセ
スメント、外部アセスメントを経て、2008年12月に、オフィス
機器業界初となる認証をミラノ県公認の認証機関から得ること
ができました。RITでは、とくに環境や地域社会への取り組みに
力を入れており、その点が評価されました。
またRITは、ミラノ県のホームページに「CSR認証企業」として
紹介され、地域社会からの高い評価につながっており、今後の
販売活動への効果が期待されています。
CSRに関する認証制度の導入は、イタリアではミラノ県が初め

ミラノ県のCSR認証をいち早く取得　《リコーイタリア／イタリア》

ミラノ県公認の認証機関ビューローベリタスか
らリコーイタリアが受けた認証書

その他の情報は、『社会的責任経営報告書2009（詳細版）』をご覧ください。
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環境との調和

Highlight ❶

●省エネ／温暖化防止
●省資源／リサイクル
●汚染予防

●生物多様性
　保全活動

環境負荷削減活動

地球再生能力の向上

人間社会の環境負荷

地球環境の再生能力

大きな方向

地球環境

目指す姿
Three Ps
Balance

2050年
長期

環境ビジョン

2050年長期
環境負荷削減

目標

2020年中期
環境負荷削減

目標

3年ごとの
環境行動計画

バランスを
取り戻した地球

3分野における
目標設定

2050年長期
環境負荷削減目標
からの目標設定

バックキャスティング方式による目標設定
■環境目標の設定方法

リコーグループの目指す姿は、人間社会が生み出す環境負荷が地球の再生能力の範囲内に抑
えられている状態です。それには、長期的な視点に立った環境負荷削減活動を展開する一方
で、地球の再生能力の維持・回復を目指した生物多様性保全活動に取り組むことが重要です。
2009年、リコーグループは、長期環境ビジョンに向けた具体的なステップを示す「中長期環
境負荷削減目標」を設け、さらに、事業活動において生物多様性に配慮していくために「リコー
グループ生物多様性方針」を制定しました。

リコーグループは、環境保全と利益創出を同時に実現する「環
境経営」を掲げ、積極的な環境負荷削減活動に取り組んできま
した。2005年には、より長期的な視点に立った環境活動を展
開するため、2050年までに先進国は環境負荷を総量で１／８に減
らす必要があるという認識を「2050年長期環境ビジョン」とし
て表明しました。そして、2009年3月、このビジョンに向けた
具体的なステップを明らかにした「中長期環境負荷削減目標」
を新たに策定しました｡ これは2020年と2050年を照準年と
して、省エネ・温暖化防止に省資源・リサイクル、汚染予防を
加え、世界で初めて３分野で中長期の環境負荷削減の数値目
標を示したものです。そして、この数値目標は、3年ごとに策定
される「環境行動計画」に落とし込まれ、目標達成に向けた実効
性の高い活動を各分野で展開しています。

今回の「中長期環境負荷削減目標」では、世界でも例を見ない3分
野での具体的な目標値を掲げました。その理由は、私たちが想定
した2050年の社会で問題となるのは温暖化の影響だけではない
こと、加えて、CO2の排出削減を目的に活動を進めた場合、CO2の
排出は抑えられたものの、活動のプロセスで化学物質の影響や資
源の無駄が発生し、環境負荷が増大する恐れがあると考えるから
です。さらに、環境負荷を製品のライフサイクル全体で捉え、それ
に対する「絶対値」で削減目標を設定することも非常に重要です。

環境負荷削減と生物多様性保全の両輪で 
地球環境問題への取り組みを強化していきます

先進国は、2050年までに環境負荷を1/8に低減する必要がある。その認識のもと、リコーグループは世界で
初めて「省エネ」「省資源」「汚染予防」の3分野で2050年の環境負荷削減目標を設定しました

Highlight

ハイライト事例

■リコーグループ中長期環境負荷削減目標
2020年 2050年

省エネルギー・
温暖化防止

ライフサイクルでのCO2
排出総量削減

（5ガスのCO2換算値含む）

30.0％削減
（2000年度比）

 87.5％削減
（2000年度比）

省資源・
リサイクル 新規投入資源量の削減  25.0％削減

（2007年度比）
 87.5％削減

（2007年度比）

汚染予防 化学物質による
環境影響を削減

30.0％削減
（2000年度比）

 87.5％削減
（2000年度比）

※目標値は、2000年度における事業領域・マーケットシェアを前提に設定しています。

■リコーグループの地球環境保全
〜環境負荷を地球の再生能力の範囲内に抑える〜
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Highlight ❷

リコーは、生態系の中でもとくに生物多様性が豊かな「森林生
態系」に注目して、1999年度から環境 NPOや地域とのパー
トナーシップのもとに「森林生態系保全プロジェクト」を展開し
ています。これらの活動は単なる植林とは異なり、土地固有の
生物種の生息域や住民生活を守ることを主眼とするもので、
環境NPOや地域住民とのパートナーシップを重視して行われ
ます。これまでに実施したプロジェクトは11で、３つが目的を
達成し完了。現在は８つが継続中です。資金は、継続して社会
貢献を行うためにリコーが設けた「社会貢献積立金」から拠出
されています。

人間社会は、生態系が提供するサービスに大きく依存する一
方で、生態系に対して大きな負荷をかけています。過去50年
間に、生物多様性が著しく損失しましたが、生態系サービスの
基盤である生物多様性の保全と持続可能な利用を行わなけれ
ば、人間社会の存続そのものが危ぶまれます。この認識をもっ
て、リコーグループは､ 持続可能な地球環境の上に成り立つ真
に豊かな社会の構築を目指し､ これまでの地球環境保全活動
に生物多様性への取り組みを合わせた具体的な活動を推進・
展開するために、2009年3月、「リコーグループ生物多様性方
針」を制定しました。

「リコーグループ生物多様性方針」の制定

地球環境の再生能力の維持・回復を目指し、事業活動と社会貢献活動を通して生物多様性保全に取り組みます

世界各地で気候変動による被害が多発し、地球環境問題は人間社会に大きな危機をもたらしています。私たちは、大量
生産・大量消費・大量廃棄型の社会から脱却し、新しい価値観とルールに基づいた社会へと変革を遂げていく必要があ
ります。リコーグループは、その変革の一翼を担うため、自らの環境経営をさらに強化、加速していきます。
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その他の情報は、『社会的責任経営報告書2009（詳細版）』またはWeb掲載の『環境経営報告書2009』をご覧ください。

リコーは、2008年5月にドイツで開かれた生物多様性条約第
9回締約国会議（COP9）で、「ビジネスと生物多様性に関するイ
ニシアティブ*」のリーダーシップ宣言に同意し、署名を行いま
した。これは、生物多様性の損失を大幅に減少させることを目
的に民間企業の積極的な関与を求めて、ドイツ政府が主導的
に働きかけたもので、リーダーシップ宣言の署名企業は、事業
活動による生物多様性への影響分析や環境管理システムへの
組み込み等、自主目標を掲げて取組んでいく予定です。
＊http://www.business-and-biodiversity.de/en/homepage.html

2009年3月に制定した「リコーグループ生物多様性方針」を受
けて、社員一人ひとりができることを具体的にまとめた「生物多
様性行動ハンドブック」を制作しました。また、2009年4月には、
生物多様性に関心を持つきっかけを社員に与えることを目的と
する環境Webサイト「ガイアイア」を立ち上げました。今後はこ
れらを活用し、仕事や日常生活で生物多様性に配慮した行動を
とれる社員が増えるように､ 生き物の視点で地球環境の仕組み

を学ぶ生物多様性
学習会やフィール
ドワークショップな
ど、啓発の機会を
提供していきます。

生物多様性に関する宣言　《リコー／グローバル》

森林生態系保全プロジェクト　《リコー／グローバル》 人と自然のつながりを社員に啓発　《リコー／日本》

社員向け環境教育と啓発を目的と
した環境Webサイト「ガイアイア」カカオの収穫が約８倍に増えたガーナのプロジェクト

生物多様性行動ハンドブック

環
境
と
の
調
和
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人間尊重

実施国ごとに現地の言葉でメッセージが入れられる
ように配慮した2009年度のポスター

とてもそう思う
そう思う

55％

とてもそう思う
そう思う

63％

よく理解している
理解している

66％

Q リコーはCSRに
 真剣に取り組んでいる

Q 職場でリサイクルを
 促されている

Q 行動規範をどのように
 仕事で生かすか理解している

各極（日本、欧州、米州、中国、アジア・パシフィック）の社会背景に合わせた社員意識調査とその結
果に基づいた改善活動を行っています。たとえば欧州ではさまざまな国の社員への意識調
査のプロセスを改善。日本においては、ダイバーシティやワークライフバランスに対する取
り組みを強化しています。

ヨーロッパ、中東、アフリカと広範囲
の地域をカバーする欧州の地域統
括会社リコーヨーロッパ（RE）では、
2008年4月のグループ会社統合の
動きの中で社員が何を重視しているか
を把握し、改善する必要性を感じて、
全社員約14,000名を対象にした初
めての社員エンゲージメント調査を行
いました。これは単なる「満足度調査」
ではなく、社員の会社に対する積極的
な関与度合いを示す「エンゲージメン
ト率」を測ることを目的としています。
エンゲージメントを高めることで、会
社と社員の双方が成長することがで
きるからです。
調査は、2008年3月に実施。質問は13言語に訳され、各社員
が母国語で参加できるよう配慮しました。調査に対するさまざ
まな意見のなかで、「リコーで働いていることに関して、意見を
言う機会があったことに感謝する」というものもありました。
調査の結果、社員のエンゲージメント率は、4.9ポイントとな
り、調査会社ギャラップが「健全な会
社」と評価する4ポイントを上回りま
した。さらに各項目の調査結果をも
とに、グループ全体、国レベル、チー
ムレベルで、40以上の改善プロジェ
クトチームが結成されました。グルー
プ全体の改善項目には、中期経営計
画の主要目的や戦略の概要をわかり

■ 2008年の調査結果に見られる社員の意識（一部抜粋）

やすく共有すること、行動規範の簡易版を作成す
ること、CSR活動の積極的な広報などが挙げられ、
すでに実施されました。この改善活動の進捗状況
や結果は全社員に公表されており、また改善実施
指数が加えられたバランススコアカードで改善効
果を追跡しています。
改善活動は、各国販社や地域ごとにも実施されま
した。例えばリコーポーランドでは社内コミュニ
ケーションのプロセス改善チームを作り、インフォ
テックドイツでは社員の情報共有改善のためのイ
ントラネットを整備し、リコースペインではマネジ
メントとコーチングのスキルを上げるためのワーク
ショップを行いました。エンゲージメント調査は、
改善の効果を測るため、2009年2月にも行われ、

今後、毎年実施される予定です。2009年度中には、各国ごとに
行う改善事業を合わせて40件、全ヨーロッパで対応する重要
な改善プロジェクトを2件実施する予定です。REでは、より社
員のエンゲージメントを高め、社員全員が会社の成長という同
じゴールを目指していくように働きかけていきます。
＊エンゲージメントとは、「会社」と「社員」が一体となって双方が成長することに貢献し合う関係を指す。

欧州地域全社員を対象にした満足度調査から、エンゲージメント*調査への進化　《リコーヨーロッパ／欧州》

Highlight ❶

Highlight

ハイライト事例

多様な人材が個性と能力を活かせる企業風土の実現を目指して、
継続的な改善活動を行っています
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3.00
2008（年度）

（評価尺度）

2004 2005 2006 200720032002

3.50

4.00

3.513.47
3.61 3.55

3.64 3.69

3.39

■＜社員意識調査＞
　「性別に関わらず公平に活躍する場があるか？」

　※満足度は年々向上している

●1990年  
育児休職制度、
短時間勤務制度導入
●2005年  
ベビーシッター
助成金制度導入
●2007年、2009年  
次世代育成支援
「認定」取得 （東京労働局）

●2001年  
女性社員の
活躍状況を調査

両立支援と
柔軟な働き方の
仕組み整備

キャリア
アップ
支援

●2004年  
マネージャー向け
「ジェンダーフリー
ハンドブック」配布

●2003年  
キャリアリカバリー策導入
●2008年  
キャリアサポート・プログラム開始

リコーでは、いま、グローバルブランドの実現に向け、多様性
（ダイバーシティ）を重視した人材マネジメントの確立に取り組ん
でいます。とくに少子高齢化が進む日本社会では、女性が能力
を発揮し活躍することがますます重要になっており、重点施策
の一つとして女性社員の活躍推進を進めています。
従来からリコーは、経営理念にある「人間尊重」に基づき、全
ての社員にとって働きやすい環境づくりを進めてきましたが、
1990年頃より、女性社員をサポートするため、法制化に先駆
けた短時間勤務を含む育児支援制度や、フレックスタイム制勤
務などの新たな制度の導入や、既存の人事制度の見直しを実
施してきました。1999年には女性社員の活躍度調査を行い、
2001年からは新たに社員意識調査を開始。調査の結果、例え
ば、『女性社員の退職率が大幅に下がっていることに男性社員
が気づいていない』、『自分自身のキャリア形成に対する女性社
員の意識が低い』といった事実が把握でき、男女それぞれに意
識改革が必要であることに気づかされました。
2002年には意識調査結果に基づき、性別に関わらず個人の
能力や成果に応じて一人ひとりが活躍できる風土を醸成するた

め「意 識 改 革」、
「両 立 支 援と柔
軟な働き方の仕
組み整備」、「キャ
リアアップ支援」
の３本柱での取
り組みを始めま
した。その一例として、意識調査結果をもとにした各部門責任
者へのヒアリングを実施。育児休職期間中の人事評価の取り扱
い方法が女性社員のキャリアアップのネックの一つになってい
ること、その見直しの要望が強いことが判明し、2003年から「キ
ャリアリカバリー策」を導入しています。具体的には育児休職前
後の評価をベースにし、復帰後の活躍状況や今後の期待をもと
にした昇格基準とすることで、女性社員の昇格率が高まりまし
た。こういった取り組みの継続により女性管理職が増え、従来
とは異なる管理スタイルが広がり、多様性を重視したマネジメ
ントの実現が期待できます。
さらに、2003年から2008年の社員意識調査結果を経年変化

の視点で再考察した結果、「キャ
リアの方向性を考えた取り組み」
のカテゴリーでの女性社員のチャ
レンジが十分でないことが分かり
ました。これを受けて、2008年
度から「キャリアサポート・プロ
グラム」をスタートさせ、リコーの
中で自己実現し、キャリアを積ん
でいきたいという意欲のある女性
社員を会社がしっかりサポートす
る仕組みをより一層充実させて
います。リコーでは今後も、施策
展開におけるPDCAを回し続け、
ダイバーシティの意識醸成、風土
づくりに向けてつねに前進してい
きます。

■社員一人ひとりが活躍できる風土を醸成するための取り組み

多様性を重視した人材マネジメントの取り組み　《リコー／日本》

Highlight ❷

リコーグループでは、グローバルレベルでの多様な人材のそれぞれの個性を尊重。一人ひとりが能力を発揮してイキイキ
と働き、ワークライフバランスの実現により充実した働き方ができる、安全かつ快適な職場環境づくりを目指しています。
そして、これらの活動のレベルアップに向けて、社員意識調査の結果を反映した継続的な改善に取り組んでいます。

その他の情報は、『社会的責任経営報告書2009（詳細版）』をご覧ください。
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社会との調和（社会貢献活動）

ふれあいコンサート
（01年：第一回）

現在の活動レベル 09年度 10年度

バレーフェスタ
（05年：第一回）

親子ものづくり教室
（07年12月：第一回）

森遊学里山の会
（07年12月発足）

リコーサイエンス
キャラバン

市村自然塾に
近い形へ

ふれあいコンサート

+α活動で青少年育成活動を拡大

青少年育成
支援活動の
さらなる推進

里山の会
自然教室

親子ものづくり教室 バレーフェスタ

日本では、リコーのグループ会社が事業活動の特性や地域性を活かし、ロードマップに沿っ
た計画的な活動を展開。また海外では、地域のニーズにあったきめ細やかな災害支援活動
や、社員全員参加による地域コミュニティーへの貢献を進めています。

生産関連会社の東北リコーでは、リコーグループの魅力創造活
動の柱のひとつである“人にやさしい”領域で、東北リコーらしさ
を活かし、地域密着型を基本に活動に取り組んでいます。
その活動コンセプトは、“幸せを、人に、社会へ”です。実際の活
動を進めるにあたって、東北リコーでは改めて自社の特徴（地域
性や経営資源）を検証。4つの活動テーマ「施設の活用／地域連
携」「社内の次世代育成支援」「地域の青少年育成支援」「ものづ
くり／技術伝承」に絞り込み、ロードマップを作成しました。そし
て会社と社員が一体となり、それぞれのテーマを進化・深化さ
せています。

2008年 5月12日に発 生
した中国四川省の大地震
に対し、中国の販売統括
会社であるリコーチャイナ

（RCN）では5月末に社員3
名が四川省に入り、学校、
官庁の被害状況、支援の方
法について調査を行いまし
た。被災地域の成都市・綿
陽市において県党委員会や教育局幹部と面会し、被害状況や対
策本部の事務機の状態、学校への支援などの情報を得ました。
これをもとに、緊急支援を迅速に行えるよう地震救済対策本部
への事務機器の寄贈と一日も早い学校再開のために小中学校

魅力創造企業No.1を目指して計画的に社会貢献活動を推進　《東北リコー／日本》

現地のニーズに応えた迅速な震災支援で地域社会からの信頼が向上　《リコーチャイナ／中国》

国や地域社会の文化を尊重し、コミュニケーションを深めながら、
社会貢献活動を展開しています

Highlight ❶

Highlight ❷

Highlight

ハイライト事例

■「地域の青少年育成支援」のロードマップ

への印刷機の寄贈を行いました。学校への印刷
機寄贈にあたっては、「校舎の倒壊度合い」「機器
の状況」「資金力」などの基準を設定し、寄贈先を
決定しました。迅速な社員の調査に基づいた機器
の寄贈は、機材が不足していた学校再開に大きく
貢献しました。また同社は、支援活動の一環とし
て、震災地区の企業・学校などすべてのユーザー
を社員が訪問。機器の損壊状況を徹底調査し、
復旧・修復活動も行っています。5月末の時点で、

現地調査に赴いた日本企業は初めてだったこともあり、こうした
支援活動は、地元の新聞や政府の内部情報誌にも掲載され、高
く評価されました。その結果、同社の信頼が向上し、同地域での
新たな販売にもつながっています。
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販売会社リコーオランダは、2007年からキッズ・ムービング・
ザ・ワールドというNGOと協働しています。主な活動は、全国
の小学校に出かけ、子どもたちに地球規模
の問題である飢餓や気候変動について、
ゲームを通じて学んでもらうものです。
これまでに社員40名が授業を行うための
講習を受け、ゲームガイドとして定期的に小学校での授業を
行いました。子どもたちはゲームで遊びながら、タンザニアや
カンボジアなどの途上国における飢餓についてわかりやすく学
んでいます。2008年からは、北極グマが登場する「プラネット・
ミー」というプログラムも導入し、気候変動に関する授業も開
始しました。
キッズ・ムービング・ザ・ワールドでは、これまでに国内の全
小学校の25％にあたる1,900校でプログラムを展開し、約25
万人の子どもたちが参加しました。それまで身近ではなかった

欧州の地域統括会社リコーヨーロッパ（RE）は、2005年より
年に1日、全社員で地域に根ざした社会貢献を行う「チーム
デー」を開催。2006年からは、ロンドンの一地域で活動する
NGOコミュニティー・リンクスとの協働でチームデーの活動
を行っています。

世界の飢餓や環境問題について知ることで、多くの子どもたち
にとってより良い世界を望むきっかけとなっているようです。こ
の活動は、教育関係者からも高い評価を得ており、また社員の
意識向上などさまざまな効果ももたらしています。

2008年は、「プレイウッド」プロジェクトとして、子どもたちに
自然環境に親しんでもらえるよう、屋外の敷地に木の家、動物
や野鳥の観察所、遊歩道などを設置。従来はただの通り抜け
道だった場所が、地元の子どもたち約 200人が遊べる空間に
生まれ変わりました。プロジェクトに参加した176人のRE 社
員は、日常業務とは異なるメンバーとチームを組み、敷地内の
清掃、フェンスの設置、ペンキ塗り、鳥小屋や遊歩道の設置な
どの作業を楽しみました。また、この日の様子は、地元メディ
アにも取り上げられました。

「チームデー」への参加人数は年々増えており、2008年は、
会長、社長を含めた84％の社員が参加。後日実施したアン
ケート調査では、96％が今後も参加したいと答えています。
2009年は地域社会と環境にやさしく、生物多様性保全にも
貢献するプロジェクトとして、6月5日の世界環境デーに合わ
せ、「チームエコアクションデー」をコミュニティー・リンクスと
計画しました。

飢餓や気候変動などの問題を、子どもたちに分かりやすく伝える活動を展開　《リコーオランダ／欧州》

全社員参加のボランティア活動で地域コミュニティーに貢献　《リコーヨーロッパ／欧州》
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リコーグループでは、それぞれの国や地域の発展に貢献できるように、CSR憲章や行動規範に基づいて社会貢献活動
の方針を明確にし、社員一人ひとりが積極的に活動に参加しています。また、広く社会とのコミュニケーションを行い、
活動内容の継続的な改善にも取り組んでいます。

人
間
尊
重

Highlight ❸

授業で使われるゲーム

その他の情報は、『社会的責任経営報告書2009（詳細版）』をご覧ください。
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会
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和
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社会との調和（ステークホルダーコミュニケーション）

NGO・国際機関との対話を通じてグローバル社会の中で、
リコーグループが果たすべき役割を再認識しています

CSRを推進するにあたり、リコーと
してどのような社会を目指して取り
組むのか、また社員一人ひとりにどう
浸透させていくのかという点を、もう
少し明確に打ち出すと良いと思いま
す。また、アフガニスタンでの事業モ
デル*に関し、砂塵の多い劣悪な環
境でコピー機のメンテナンスを行っている実績があるのであれ
ば、その技術を他の地域でも展開できると期待しています。
＊販売会社NRGベネルクス社がアフガニスタンの学校にコピー機を寄贈し、保守会社
を設立。現地での雇用・ビジネスにつながった事例。

リコーでは、社会のさまざまなステークホルダーとのコミュニ
ケーションを通して、自社のCSR活動の質の向上に反映させ
たいと考えています。2008年度は、グローバル社会で抱える
社会的課題を熟知し、解決に向けて活動しているNGO・国際
機関の皆様をお招きしてダイアログを開催。当日は、「リコー
グループのCSR活動への評価や期待すること」「今後のCSR
活動のなかで企業が考慮すべきこと」などについてお話をして
いただき、意見交換を行った中で、多くの貴重なアドバイスを
頂戴しました。

「コンプライアンスへの取り組みはなくならない」
アムネスティ・インターナショナル・日本：寺中 誠氏

「途上国でのビジネスモデルの展開に期待」
JEN（ジェン）：村沢 繭子氏

■NGO・国際機関の皆様（前列）を囲むリコーからの出席者

後方左から、轡田 正郷（コーポレートコミュニケーションセンター 所長）、堀尾 尚史（総
合経営企画室 マーケティング戦略部 部長）、山田 裕治（人事本部 グローバル人事部 
部長）、佐竹 毅美(資材統括センター 副所長）、中村 昌弘（グループ技術開発本部 副
本部長）、吾妻 まり子（ＣＳＲ室 室長）、小林 隆博（海事本 事業統括室 室長）、瀬川 
秀樹（オフィス事業統括センター 技術戦略室 室長）、大谷 渉（グループ技術開発本部 
DＭ開発センター 所長）

労働、人権、環境など企業活動には
必ず負の影響があり、「社会に対する
基本的な責任」の部分がなくなること
はありません。負の影響に対し、どう
取り組むのかが重要だと考えていま
す。途上国への貢献は、ただコピー機
を寄付するだけではなく、現地に入っ
て雇用やマーケットを創出し、インフラを整備するなど、全体を見
渡し持続可能な方法で行う必要があります。
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ご意見をいただいて

事業活動のグローバル展開、とくにBOPビジ
ネス*では、現場との連携･多様性の受け入れ
が重要だと思います。企業と貧しい人々の双
方にメリットがあるように事業を展開するため
には、現地の人々とのコミュニケーションを大
事にしてより多くの声を聞き、企業活動が社会
的、環境的にどのような影響を及ぼすか、充分に把握しておく必要があり
ます。また、モノを販売するだけでなく、たとえば、現地の若手の技術者を
育てるなど“インフラ”を作る取り組みも大切です。これは直接日々の生
産性向上には繋がりませんが、長期的に見た場合、企業にとっても大きな
価値になります。
＊途上国の貧困層の人 （々BOP：Base of Pyramid）を、顧客対象とするビジネス。結果として新しい
雇用や市場を創出し、貧困層の所得向上に貢献するビジネスの仕組み。

今回参加して大変有意義でした。参加前はミレ
ニアム開発目標（MDGs）についてあまり意識す
ることはありませんでしたが、今後は技術開発と
してもひとつのターゲットにすべきと感じました。
未だ発展途上の地域を対象としたNGOの方 と々
リコーが本業の中で協働してやれることは、NGO
の方 と々ともに現場のニーズを発見することであ
り、そうした活動を通じてリコーは社会貢献と企
業活動の両立ができればよいと思います。また、
リコーグループらしいCSRを目指すにはリコー
バリューの提供がCSRに直接つながることが
もっとも望ましいと考えます。したがって「地球に
やさしい：地球環境問題の解決」、「人にやさし
い：すべてのひとにとってその人に最適なアプラ
イアンスの提供」、「知識創造を簡単に：働く人の
QOL（Quality of Life）

の向上」が、我々が解く
べき課題と捉えていま
す。今後もリコーが問
題意識を持っている分
野をテーマとしたこの
ようなダイアログの場

を期待しています。

今年度は戦略的CSR（CSRを新たな市場の

機会とするテーマ）の強化を図るべく、「途上
国の発展に貢献できる活動」を中心に有意
義な意見交換をさせて頂きました。皆さん
のご意見から、思い込みを捨て、現地の真
のニーズや影響度をきちんと検証すること
の重要性を再認識することができました。
今後も引き続き様々な形で連携させて頂
き、社会的課題解決に寄与できる新たなビ
ジネスモデルを追求し、CSRのレベルアッ

プを図っていきたいと考えています。

CSR室　室長　吾妻まり子

リコーグループはグローバルに広くCSRを展
開している実績があるからこそ、他の企業の模
範となってほしいと思います。既にパートナー
へのCSR展開を進めているようですが、企業
の本業と結びついたCSR、人権、労働などにも
対応して行って欲しいです。またBOPビジネス
では、撤退を余儀なくした場合に途上国側への影響の大きさも考える必要
がありますので、現地NGOとのダイアログが効果的です。

「グローバル展開では現地への影響を考えることが重要」
オックスファム・ジャパン：米良 彰子氏

「途上国の発展に寄与するための取り組みで協働を」
UNDP（国連開発計画）：西郡 俊哉氏

■ダイアログに参加して

「他の企業の模範となるようなCSR活動を」
ACE（エース）：岩附 由香氏

途上国のOA化は、非常に遅れており、コピー
機が１台でもあれば、生産効率が大幅に向上
します。今まで手書きで複写していた労力を他
に回して、生産性を上げることで人々の所得向
上につながります。既存のリコー製品が果たせ
る役割は大きいのです。UNDPは、長年の活
動の積み重ねにより、貧困層をなくすための所得向上の取り組みに精通
しています。そのような活動を行う際は、私たちのノウハウを活用してほ
しいと思います。

グループ技術開発本部
副本部長　中村昌弘
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誠実な企業活動 品質マネジメント

「安心」から｢満足」そして｢感動」につながる品質づくりを
目指しています

2009年度の計画2008年度の実施状況とレビュー
リコーグループの「品質マネジメン
ト」活動は、顧客満足を目的とした
全ての機能の改善・改革活動をい
います。もの作りから販売・サービ
スまでの一連のプロセスはもちろ
んのこと、会社内の活動の全てが、
お客様起点で行われることです。こ
れらの活動について改善・改革の
サイクルを回しながらスパイラル
アップを図る体質づくりを日常的
に行うことでお客様の安心から満
足、そして感動へとつながる品質づ
くりを目指しています。今後はさら
にグループ全体を巻き込んだ活動
によるRICOH Qualityの確立を
通してお客様との強固な信頼関係
づくりに取り組みます。

2008年度までの各種取り組みを
踏まえ2009年度は、リコーがお客
様にお届けする全てのものに対する

『RICOH Quality』の確立を目指し
ていきます。
● RICOH Quality定義の確立とコ

ンセプトの発信
お客様、株主、パートナー、社員に向
けて、RICOH Qualityの基本的な考
え方と、リコーが目指すべき姿を発信
していきます。
● 顧客価値を増大させるためのグ

ループ品質目標管理の改革
常により良い品質を先んじて提供す
ることを基本とし、お客様満足を超え
て感動を目指した、顧客起点の目標
を設定します。
● 事業領域の特性に合致したRICOH 

Quality達成活動の展開
事業領域ごとにブレイクダウンした
ゴールに向けて品質向上活動を実施
します。
● RICOH Quality人財の育成
リコーグループ全社員一人ひとりが
RICOH Qualityを理解し、それぞれ
の持ち場で顧客起点の実践ができる
ように組織能力の向上を図ります｡

● CS目標体系の整備とプロセス改
善の強化

機器提供からソリューション提供へ
の変化に対応し、お客様の価値基準
の変化に対応した新しい目標の設定
と価値提供プロセスの改革・改善に
取り組みました。
● 市場品質問題の未然防止活動の強化
市場品質問題の発生を防止するた
め、市場問題の徹底的な故障解析、
再発防止活動と、類似の品質問題を
未然に防止するために、品質情報を共
有できる仕組みを構築し@Remote
のデータを組み合わせることでより精
度の高いデータ解析ができるようにな
りました。
● コア（画像）事業領域における品質

マネジメントシステムの強化
リコーでは、信頼性基盤技術の開発
と実用化への取り組みを推進し、新
たな技術開発や信頼性試験・評価技
術・信頼性予測技術へとつなげ、新
規技術に対してのリスク低減と、安全
性を確保する体制を構築しました。
● グループ全体での品質マネジメン

トシステムの構築、強化
リコーグループでは、お客様に感動を
覚えていただける商品・サービス・サ
ポートを提供し続けるために、グルー
プ品質目標を設定し、目標達成のた
めに品質マネジメントシステムの継
続的な改善および人材の育成に取り
組みました。

●ＣＳ目標体系の整備とプロセス改善の強化
●市場品質問題の未然防止活動の強化

①品質向上活動
お客様が必要なときに必要な価値を生み
出せる商品・サービスの提供

③商品の安全性作りこみ活動
さまざまな環境でも安全性の極めて高い
商品の提供

②信頼性の高い商品の作りこみ活動
さまざまな使い方をしても故障の極めて
少ない商品の提供

●コア事業領域における品質マネジメント
システムの強化

④KAIZEN活動と人材育成活動
世界のお客様に「感動」を提供できる仕組み
と人材育成

●グループ全体での品質マネジメントシス
テムの構築、強化

■主な取り組み
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リコーグループでは品質向上活動に必
要な情報のリアルタイムな連携・活用を
目指して品質情報の統合化を行ってい
ます。これにより、①顧客起点での品質
目標達成活動のスピードアップ ②再発
防止徹底のためのプロセスの課題解決
推進への展開を図ることができます。

リコーグループでは重大な市場品質問
題の発生を防止するため、軽微な市場
問題の徹底的な故障解析、再発防止活
動を実施しています。また、類似の品質
問題を未然に防止するために、10年前
から品質情報を共有できる仕組みを構
築し社内展開を進めるとともに、品質の
さらなるレベルアップをはかるために、
@Remote 情報を使い、ご導入の機器

お客様情報の収集と分析による
品質向上活動

● 市場品質情報の共有のための統合化

● 既存情報と@Remote情報との
融合による新たな顧客価値創出

従来はカスタマーエンジニアの訪問状況
データの解析を中心に行ってきました。
近年ではそれに加え普及の進んでいる
@Remoteのデータを用いています。両
者を組み合わせることでより精度の高い
データ解析が可能となり、新たな顧客価
値創出につながる、より質の高い改善に
つなげていきます。

市
場
・
顧
客

情
報
活
用（
問
題
早
期
発
見
・
定
点
観
測
・
分
析
管
理
）

保守サービス
プロセス

経営情報統合管理

市場品質情報管理

問題提起・技術支援
プロセス

市場品質
監視プロセス

顧客保守管理

経営課題解決
プロセス

問題解決
プロセス

サービスレベル管理

ソフトウェア
ハードウェア

サプライ・部品

稼働品質管理

品質統合情報

製品開発
品質情報

生産工程
品質情報

問題／対策情報

お
客
様
の
複
写
機
・
プ
リ
ン
タ
ー

リ
コ
ー
で
統
計
処
理
・
デ
ー
タ
解
析

顧
客
価
値
の
創
出

市場信頼性情報

＠Remote

カスタマーエンジニア

異常時の通報トナー
などの補給情報など

異常発生時訪問内容
など点検内容

お客様への
提案

保守サービス
改善

次機種開発

■市場品質情報の統合化概念図

がどのように使われているか利用実態を
統計的に分析しています。
この@Remoteというシステムではカス
タマーエンジニアが訪問しなくても自動
的にデータが取り込まれていますので、
訪問状況データに比べると、扱うデータ
は従来の数倍〜数10倍にもなります。
リコーではこの膨大なデータから有効
な情報を見つけるために、多変量解析、
データマイニングなどを応用したデータ
解析技術を開発し、データの解析を行

い、その結果から製品の改善点を読み
取り、次機種の開発へ反映することで保
守メンテナンスの方法を改善したり、よ
り故障の少ない＝信頼性の高い製品、
サービスの提供を目指しています。
また、複合機に搭載されている便利な機
能があってもなかなか気がつかれず、お
使いになっていないお客様に対して機
能を十分に活用するための提案にもつ
なげています。



す。部品・ユニット単体試験およびテス
トピース試験の結果から寿命分布予測
を可能とすることを狙って、劣化の定量
化技術および、特性変化をモデル化する
寿命予測技術開発を進めています。

プロダクションプリンティング分野にお
いては、高耐久交換部品が使われるた
め、信頼性評価検証の時間短縮・コスト
低減・精度向上を目指す技術が重要と
なります。電子写真プロセスの感光体周
辺や定着部分で発生する劣化現象は相
互に影響を及ぼし複雑に挙動するため、
信頼性を評価することは非常に困難で

信頼性の高い商品の作りこみ活動

商品の安全性作りこみ活動

原子間力顕微鏡により物性の違いを映像化。
定着ローラーと固着トナー界面が明確に観察される。

（2マイクロメートルエリアでの観察例）

接触回転中の定着ローラを
粘弾性体として内部応力を
シミュレーション。応力の
集中個所・方向・レベルを
推定し寿命予測技術へ展
開している。

電磁波測定室

信頼性基盤技術
開発と実用化

重要信頼性問題

信頼性の高い商品の提供

信頼性試験･評価技術
／信頼性予測技術

高
耐
久
化
技
術
開
発

故障現象の可視化
（分析、計測、
観察技術開発）

故障メカニズムの解明
（物理的因果関係
解明／モデル化）

リコーは信頼性基盤技術開発と実用化
の取り組みとして「故障現象の可視化」
と「故障メカニズムの解明」に重点をお
いています。この二つの領域での活動を
中心に、重要な信頼性問題の発生防止、
高耐久性化技術開発、信頼性試験・評
価技術／信頼性予測技術の発展につな
げ、お客様へ
信 頼 性 の 高
い 商 品 を 提
供し続けてい
きます。

事故の予防には、商品開発設計におい
て安全性をどれだけ作りこめるかが重
要です。商品安全基準の制改訂を継続
して行い、その基準を徹底して遵守し設
計生産することで事故の未然防止強化
を図っています。さらに商品安全性セル

各国の法規制・技術基準がより厳しくな
る方向にあり、また、市場では政府およ
び関連機関による商品の市場抜き取り
検査が実施され、法規制への適合確認
体制も強化されています。リコーでは厳
しくなる法規制の情報収集拠点を海外

（EU、北米、中国など）に設けるとともに、認

複写機やプリンターでは、稼動時のさまざ
まなストレスや経時変化によって色々な劣
化現象が進行し、そのまま使い続けると、
やがていつかは画像劣化などの異常を引
き起こすことになります。リコーでは故障
につながる現象を捉えるための分析・計
測・観察技術の開発に取り組み、それらの
技術を活用して故障メカニズムを解明す
る解析力の向上を目指しています。

信頼性基盤技術の開発

商品への安全性作りこみ強化

各国規制強化に対する活動

新たな事業分野に向けた
信頼性予測技術開発

故障メカニズム解析力の向上

組織横断的な安全基準活動
●潜在問題の掘り起こし
　（調査・解析、ヒヤリハットの重大事故
　への拡大可能性検証、検証実験、
　リスク評価 等）
●新規機構採用時のリスクアセスメント
●各国法規制調査

商品安全
基準情報共有

品質情報管理
システム

市場の監視

新商品への適用
（設計ステップでの確実な
基準遵守）
●バーチャル安全レビュー

第三者的
安全レビュー
（遵守確認）

情報情報情報情報情報情報情報情報情報情報情報情報情報情報情報情情情情情

管理
ム

監視

■商品の安全性作りこみのサイクル

■定着ローラー内部応力解析シミュレーション事例

フアセスメントを各社・各部門で実施す
ることでリコーグループ各社への周知
を行い定期的に経営レベルへの報告を
行っています。また、新規技術に対して
はリスク分析と評価、リスク低減を確実
に行うことで安全性を確保する体制を
構築しています。

可に必要な技術蓄積のために必要な設
備の導入と人材の教育を行っています。

固着トナー

ローラー表面
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例発表の前に「事例の学びどころ」につい
ての説明を行うなど、水平展開に向けた
多くの工夫がされています。こうした活
動が中国グループ会社の学び合い体質
の醸成に大きく貢献しています。

品質マネジメントシステムの構築・維持・
改善を図るために、入社年数、資格に応
じた基礎スキル、専門スキルの教育プロ
グラムを体系的に構築し、人材育成に取
り組んでいます。また、品質マネジメント
システムの基本であるISO9000シリー
ズ規格動向を把握し、品質マニュアルへ
の反映、内部監査員の教育など品質マネ
ジメントシステムの維持改善に取り組ん
でいます。

KAIZEN活動と人材育成活動

ISO9001：2008年改定版の説明会

「QCサークル大会」「リコー生産関連会社QCサークル大会」
「リコー生産関連会社KAIZEN活動発表会」

「リコーグループKAIZEN
活動実践交流会」

「リコーグループ
KAIZEN交流会」

国内生産部門を主体・「ボトムアップ型」の展開
「QCサークル大会」「リコー生産関連会社QCサークル大会」

「リコー生産関連会社KAIZEN活動発表会」

‘64～ ‘70～ ‘75～ ‘81～ ‘89～ ‘93～ ‘99～ ‘02～ ‘05～

● 全員参加の活動への転換
● トップダウン型への拡大

「リコーグループKAIZEN
活動実践交流会」

● 対象機能の拡大
● QM教育構築・展開

「リコーグループ
KAIZEN交流会」

● 全機能参加
● 階級別大会

グローバル展開

● 販売機能ゲスト参加（’02~）
● 社内外のベンチマーキング

● 生関社・販社共催（’05～）
● マネージャ対象（’05～）
● ラウンドテーブル導入（’05～）
● KAIZEN甲子園立上げ（’06～）

第一線主体の活動を展開

体
質
改
善
活
動

K
A
I
Z
E
N
活
動

顧
客
満
足
・
競
争
優
位
の
経
営
体
質

創業者の
リーダー
シップ経営

不況に
強い体質
作り

高収益を目
指した体質
改善活動

信頼と魅力
のブランド
作り

世界のリコー
へ構造改
革の推進

CS経営体質作り

個別対応
のQC

全員参加
のQC

業務改善
のQC

信頼と魅
力のQC

顧客志向
と品質至
上のQC

顧客満足と競争優位のCS

QCサー
クル導入

TQC活動 P10P活動 マルQ作戦 R-QF活動 W21CSM活動
デミング賞受賞（75年） JQA受賞（99年）

W21CSM活動
JQA受賞（99年）

継続開催（年2回）
1964年 第1回 2008年 第83回

デミング賞受賞（75年）

CS経営体質作り

顧客満足と競争優位のCS

リコーグループは世界品質を目指し
KAIZEN活動を展開しています｡ 品質と
はお客様が評価するものであり、従って
KAIZEN活動は「お客様起点」で行うこ
とをもっとも大切にしています｡ また、お
客様にご満足していただける商品、サー
ビスをお届けするには、リコーのビジネ
スプロセス全体がきちんとしていなけれ
ばなりません。KAIZENの対象は全プ
ロセスであり、全社員が取り組んでいま
す。現在は、お客様にとって感動へとつ
ながる品質の商品・サービスにするた
めにRICOH Qualityの実現に向けた
KAIZEN活動を展開しようとしています｡
また、開発〜販売、本社スタッフ部門を
巻き込んだKAIZEN大会を開催し、世界
の各地域で相互啓発、良い仕事のやり方
の水平展開のための発表会を行っていま
す｡ その他にも啓発や教育のためのツー
ルとして事例集を作成し、グループ社員
に公開しています。

リコーアジアインダストリー（RAI：中国

深圳市）は中国の生産関連会社 7社と
KAIZEN研修会を開催しました。研修会
では「KAIZENツアー」と称して3つのグ
ループ会社をベンチマーキングし、生産
現場での創意工夫によるKAIZEN活動
から、自社に水平展開できる数多くのヒ
ントを得ました。また事例発表会では、
参加７社から１事例ずつ発表され、各事

画像技術に関わる部門ではベテラン技
術者の経験、仕事に対する思いをインタ
ビューにより引き出し、記録に留め、若
手技術者の道標になることを狙って「プ
ロの足跡」という読み物が社内向けのグ
ループウエア上に公開されています。こ
れまでに23名の技術者の声が掲載さ
れ、読み手が感想やコメントを入れる
ことでさらに理解が深まっています。ほ
かにも品質本部では｢伝承の扉」という
データベース名で品質に関する技能の
伝承を図っている例、ベテランの技術者
から若手へ語る場を作るなど技能の伝
承に対して積極的に取り組んでいます。

リコーグループでは、 「グローバル企業
としてふさわしい秩序を保ち、事業活動
の効果的・効率的な運営を図ることで、
グループ全体およびグループ各社の経
営・業務品質を高める。」を狙いとしてこ
れまで改善を重ねて培ってきた考え方・
ノウハウを、繰り返し使う共通ルールと
してRGS＝Ricoh Group Standard 

（リコーグループ標準）として定めています。
同時にITS 化を進め、日本語・英語で
全世界のグループ社員全員がいつでも
どこでも参照できる環境が構築され、グ
ループ各社の経営・業務品質の確保へ
貢献しています。

お客様起点でのKAIZEN活動の実施
《リコーグループ／グローバル》

● KAIZEN研修会の開催
《リコーグループ／中国》

人材育成のためのプログラム構築
《リコー／日本》

技能の伝承を図る仕組み
《リコー／日本》

経営・業務品質を高めるための標準化
《リコーグループ／グローバル》

■ KAIZEN活動展開図

KAIZENツアーで熱心に聴く参加者

社
会
と
の
調
和

人
間
尊
重

環
境
と
の
調
和

C
S
R
の
考
え
方

特
集

誠
実
な
企
業
活
動
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ソリューションビジネスにおいては個々
のお客様の困りごとをつかみ、的確に対
応することが求められています。しかし
ながら技術や商品が複雑化して組み合
わされることで、それぞれのお客様接点
だけで個別に対応することは難しくなっ
てきました。そこでリコーグループのテ
クノロジーセンターは世界各国に拠点
を置き、連携しながら各地域のお客様の
要望に対して商談支援を行っています。
これまで依頼を受けた案件のうち80％
の商談が具体的に進み、大きな成果を
生み出しています。アメリカの大手証券
会社様に対しては要望・課題を把握し

専門スタッフおよびエンジニアによる訪
問サービスでトラブルの予防と復旧を行
い、トータルサポート＆サービスを実現

変化する市場、多様化する社会のニーズに
いち早く応えていくために今日の企業ではさ
まざまな課題への解決策がもとめられていま
す。リコーグループは、自らの社内実践を元
に、お客様の経営課題解決をともに考えるこ
とが、さらなるお役立ちと信頼につながると
考え、RPP（リコー実践プレゼンテーション）を新
たなサービスとして提供しています。具体的
にはリコー内の7分野、46の実践事例をメ
ニュー化してセミナーの実施やベンチマーキ
ングに対応。その対応数はこれまで年に120
件を数え、お客様の課題解決を行うとともに
信頼関係の構築につなげています。このほか
にも各グループ会社では自らの会社で実際
に行った事例を積極的にお伝えしています。

ソリューション提案のグローバルな
支援体制を構築

《リコーグループ／グローバル》

安心と満足をいただける
サービスを提供

《リコーテクノシステムズ･リコーグループ／日本》

実践事例によるお客様の課題解決
《リコーグループ／日本》

しています。このオンサイトサービスでは
全国津々浦々まで広くカバーする410の
拠点を設置し、リコーをはじめ各社商品
へのサービスをワンストップで提供して
います。また、お客様のさまざまな業務
時間に対応するために24時間／365日

顧客起点でお客様の声を受けとめ、すみやかに対応することで
安心と満足をいただき、課題解決や困りごとの解消に努めています

のサポート体制を備えています。
また、I T 環境へのご支援を行う「セン
ターサービス」を充実させて、お客様が
抱えているそれぞれの課題解決に貢献
しています。その他にも故障修理や問い
合わせに対応するテクニカルコールセン
ター、個々の要望に応じたキッティング
センターや修理のリペアセンターなどが
あります。「センターサービス」では24
時間有人でお客様のネットワーク状態を
監視するデータセンターや監視統制セン
ター、サービスの手配をする総合コンタ
クトセンター、お客様のデータをお預か
りするデータセンターなどのインフラを
整備し、仕組みとして運用しています。

て一緒にシステムを構築し、アメリカと
日本の部門間連携による時差や距離を
感じさせない商談のバックアップ体制、
お客様へのスピーディーな対応により
信頼を得ることができました。また、対
応事例を蓄積し、他の地域にも水平展
開を行うことで全体のノウハウを高め、
もの作り部門にもフィードバックし改善
に役立てることでさらなるお客様の期待
にも応えていきます。

インストール・設定・点検・保守

データ戻し・システム復旧

リコーテクニカルコールセンター

通信回線
センター

オン
サイト

●全国410拠点
●約5,000名の技術者

監視統制センター

データセンター

コンタクトセンター

キッティングセンター

リペアセンター

障害予防
（予測対応）

復旧
（故障対応）

リコー製品保守

ネットワーク構築サービス

お客様

マルチベンダー保守

お客様へのソリューション提案の拡充

お客様へのサポート体制の強化

各国メンバーでの知識・事例の共有
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■センター＆オンサイトサービスの概念図



合わせ内容を製品の改善等に活用する取
り組みも行ってまいりましたが、さらに活用
度をあげるべく2008年10月から新たなシ
ステム（顧客の声ポータル）を立ち上げ、社内
関連部門への情報提供を開始しました。こ
れにより、お客様に満足して使っていただけ
るような新製品の開発、リコー製品をお客
様に満足して使っていただくための販売提
案につながることを目指しています。

リコーグループでは第三者の顧客満足
度調査結果により、自社のポジションや
強み弱み、顧客満足につながるファク
ターを分析しています。調査の結果から
製品の活用度が製品の満足度だけでな
く、総合的な満足度に大きな影響を与
えていることがわかり、納品説明と活用
度アップ提案などのアフターフォローを
強化しました。加えて保守担当者の基
本行動や消耗品在庫の確認などを徹底
しています。
さらに、毎年リコー独自の顧客調査を行
うことで課題を把握し確実に改善につ
なげています。
また、これまで培った調査のノウハウを
もとに販売パートナー企業のお客様に
も調査を拡大し、販売パートナー企業と
一緒になって満足度向上に取り組んで
います。

リコーヨーロッパ（RE）では、2008年に同業
他社と比較した顧客満足度調査を9カ国対
象に実施し、リコーの強みと弱みを明確に把
握。その結果、リコーにコミットしているお客
様の割合は51％であり、競合他社の42％
に比べても高く、業界で一番であることがわ
かりました。調査結果を受けて、ヨーロッパ
全域で改善活動の優先付け、調整のために
運営委員会を発足し、調査結果を改善につ
なげるための仕組みもできています。委員会
にはリコーの欧州の責任者をはじめ重要な
お客様接点の責任者、各国販売会社のトッ
プが参加しています。REでは3つの改善プ
ロジェクトをスタートさせ、各販売会社では
リコーとお客様双方にとっての優先事項で
ある「お客様への保守サービス」を強化する
ことになりました。年度内で改善活動が管
理できるよう、改善効果についても追跡調査
ができるような仕組みも整えています。

リコーはお客様の利便性を高められるよう、
日々新たな製品を開発・販売しています。
ただ、その反面、機能の高度化・複雑化に
よって、お客様が操作がわからないケース
も増えています。お客様相談センターは、
メーカーの窓口（コールセンター）として、困っ
ているお客様が迅速に問題を解決できるよ
う、年間100万件以上のお問い合わせに対
応しています。そして、多様化していくお客
様からの問い合わせにできるだけ迅速・的
確で、一元的な対応を行えるよう、体制／シ
ステム／教育等の改善実施に日々取り組ん
でいます。また、お客様から寄せられた問い

顧客調査からの満足度向上への取り組み
《リコーグループ／日本》

他社比較調査から改善のアクションへ
《リコーヨーロッパ／欧州》

アジア極で統一的な調査を実施
《リコーアジアパシフィック／アジアパシフィック》

お客様の声をもの作り、販売提案に
つなげるお客様相談センター

《リコーグループ／日本》
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アジア地域においては、これまで各国の
販売会社が独自に満足度調査を企画し、
しかもそれぞれ調査会社が主体で調査を
行っていました。異なる調査方法・企画の
ため、調査結果を分析し、具体的なビジネ
スプロセスに関連付け、確実な改善を行う
ことを難しくしていました。これを解決し、
地域ごとの分析を可能にすることで各販
社の顧客満足度をより理解するために、地
域統括会社であるリコーアジアパシフィッ
クが主体となり、リコー本社からの支援を
受け、統一的な調査を行えるようにしまし
た。これにより、調査ノウハウも高まり、改

善に結びつ
くより有 効
な調査活動
を実施でき
るようにな
りました。

お客様の声からの改善

コールセンター風景

対応履歴画面（サンプル）

顧客の声ポータル

東京とテレビ会議を行う社員

お客様対応と企業活動への反映
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商品 ブランド力（お客様の信頼）

デザイン
バリュー

リコー
デザイン
イメージ*

満足度

ブランド認知

ブランド
イメージ

購入意向

ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ

感動

P
D
I
構
想

リ
コ
ー
バ
リ
ュ
ー

顧
客
起
点

経
営
理
念

お客様の声

ブランド価値

行動結果（購入）

ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
の
結
果

地球にやさしい

人にやさしい

知識創造を簡単に

リコーバリュー
未来を拓く新しさをつくる

デザインバリュー

使いやすさと快適さをつくる

エコロジーデザインをする

“情報を扱うあらゆるお客様”

＊ ①PDI構想に基づく商品がお客様に提供され、その結果としてお客様に認知される”
リコーらしさ”のこと

② 商品を通じてお客様に「いつも便利で使いやすく、良い仕事をしてくれる」期待感
と信頼感を感じていただくこと

ひとりでも多くのお客様が長く快適に使える商品を開発するために
徹底してお客様起点のもの作りに取り組んでいます

2009年度の計画2008年度の実施状況とレビュー
情報機器類の高機能化や多機能
化、情報のカラー化が進む中で、安
全・安心で使いやすい商品づくり
が世界的に求められています。リ
コーでは、できるだけ多くの人がIT
の恩恵を享受できる「人にやさしい
商品」の提供を高いレベルで追求
しています。その取り組みとして、
プロダクトデザインアイデンティ
ティー（PDI）構想*を掲げ進めてい
ます。PDI構想ではリコーバリュー

（地球にやさしい、人にやさしい、知識創

造を簡単に）をデザインの視点で展
開した3つのデザインバリューによ
る商品づくりを進めています。
＊商品を見たり使ったりしていただいたお客様に
“リコーらしい”と感じていただけるよう、一貫性
のあるデザインを実現するという考え方と行動

● 3つのリコーバリューに基づいた
商品デザインの強化

①未来を拓く新しさを創る
顧客起点に立ち、商品の本質を見
極め、美しいかたち（形・色・音など）

にして商品・サービスを提供します。
②使いやすく快適な商品づくりの実践

ユニバーサルデザイン／カラーユニ
バーサルデザインを積極的に多く
の商品に反映していきます。お客
様に便利で使いやすい操作性を提
供するために大型カラー液晶の画
面を積極的に多くの商品に搭載し
ていきます。

③エコロジーデザインの実践
省エネ、汚染防止、省資源の観点
から持続可能な「環境にやさしい
デザイン」の施策を行います。

● 3つのリコーバリューに基づいた
商品デザインの強化 

①未来を拓く新しさを創る
お客様が情報をスマートに使いこ
なすことを目指したWebサービス
を始めました。

②使いやすく快適な商品づくりの実践
オフィス機器をはじめ幅広い商品
にユニバーサルデザイン(カラーユニ

バーサルデザイン、アクセシビリティー含

む)を取り込みました。
③エコロジーデザインの実践

市場から回収した商品をリサイク
ルするにあたって、外装への工夫な
ど環境対応をしながら、同時に使
いやすさを心がけ、その結果が評
価されました。

● 外部評価の拡充
これまでの調査やヒアリングに加え
て、国内外の展示会でのお客様の声
や各デザイン賞の評価結果を商品開
発につなげています。
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誠実な企業活動 人にやさしい商品づくり

■ PDI構想の概念図■デザイン視点でのリコーバリューの展開



ムウェアのアップデートで機能拡張を可
能にすることにより、購入後の製品への
機能の追加ができるようにするなど、顧
客起点のもの作りに努めています。顧客
起点のもの作りへのご意見をいただくた
めに展示会*¹出展時の来場者の声やデ
ザイン賞*²応募での審査員の評価を活
用しています。お客様や専門家からの評
価を分析し、商品への反映をすることに
よって、ひとりでも多くのお客様が快適
に使える商品にするための改善活動を
行っています。
＊1 出展した展示会
・「kansei -Japan Design Exhibition-」
（経済産業省・日本貿易振興機構主催。開催地フランス）

・「JAPAN DESIGN 2008 INNOVATION」
（日本産業デザイン振興会主催。開催地イタリア） 

＊２ 応募したデザイン賞
・グッドデザイン賞
（日本産業デザイン振興会が主催する国内最大の総
合的なデザイン評価制度）

・iＦ賞
（インダストリー ･フォーラム･デザイン･ハノーバー
が開催する世界的に定評のあるデザイン賞） 

リサイクル機imagio Neo603RC/753RC
は、発売から6年を経て、市場から回収した
製品をリサイクル機として再び2008年に
発売したものです。ベース機のデザイン時に
リサイクル機への展開を考慮しており、外装
に洗浄しやく、汚れを拭き取りやすい形状を
施しています。また、リサイクル性だけでな
く、長く使っていただくことを狙った「もの作
り」活動を行っており、「操作部に代表される
インターフェースもガイダンス性に優れてお
り、給紙やトナー交換などのメンテナンス性

も高いレベルで解決
を図っている。」と、
外部の評価*をいた
だきました。
＊2008年度グッドデザイ
ン・サスティナブルデザイ
ン賞受賞時の審査員評価

未来を拓く新しさを創る 使いやすく快適な商品づくりの実践

外部評価の拡充エコロジーデザインの実践

ファイル名を見ただけでは何のデータかわ
からないという悩みを解決するために、3D
によるサムネイル表示を中心とした機能の
充実を行なっています。これにより、情報を
探しやすく、活用しやすくなったというお客
様の声をいただくことができました。この
quanpは、「ファイル管理のためのGUIとし
て、新しい方向性の一つを示しており、その
完成度も高い。」と評価され、オンラインスト
レージサービスとして初めてグッドデザイン

賞*を受賞しています。
＊財団法人日本産業デザイン
振興会が主催する「2008年
度グッドデザイン賞」の「デジ
タルメディア」の分類において

ユニバーサルデザインの商品実現のため、
毎年実施の国際ユニヴァーサルデザイン
協議会主催の「48時間デザインマラソン」
にも積極的に参加しています。障がい者の
方々と共に交通機関の利用や買い物など
を行うことにより、日ごろ気づかなかった

生活上の使いやす
さに対する問題へ
の気づきを得てい
ます。また社内で
は、デザイン部会

（技術者のスキル向上

のための専門技術部

会の一つ）で、高齢

GR DIGITALシリーズは発売以来、“表
現者のための道具”というコンセプトに
こだわり続けている製品です。使い込ん
で手に馴染んだ部分を残しつつ、より快
適に写真撮影が行えるように、例えば
キーボタンの高さ調整やキーレイアウト
などの細部の改良や画像モニターを見
ながら水平であることが確認できる電子
水準器の搭載といった新機能の追加を
重ね、“道具”としての完成度を高めてい
ます。さらにお客様の声を基に、ファー

情報をスマートに使いこなすことを
目指したWebサービス「quanp」

《リコー／日本》

ユニバーサルデザインの
商品反映の取り組み

《リコー／日本》

持続可能な
「環境にやさしいデザイン」の実施
《リコー／日本》

デジタルカメラにおける
お客様起点のもの作り

《リコー／グローバル》

者・障がい者の疑似体験を行うなど、複
写機の操作性やオフィスでの作業性など
についての気づきを得ることにより、商品
におけるユニバーサルデザインの重要性
の認識を新たにしています。このような日
ごろの活動の成果として「ユニバーサルデ
ザインを取り入れた操作画面」 「スムーズ
に引き出せる
給紙トレイ」 な
ど、主力商品へ
の反映を行い、
ひとりでも多く
のお客様に使
いやすさを感じ
ていただけるよ
う取り組んでい
ます。

GR DIGITALⅡ
imagio Neo603RC/ 
753RC

Webサービス「quanp」の
画面イメージ

「ユニバーサルデザインを取り
入れた操作画面」 

スムーズに引き出せる給紙トレイ
高齢者・障がい者擬似体験
ツールを装着した状態
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＊カラーユニバーサルデザインマネジメントシステム規格（事務所編）
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誠実な企業活動 カラーユニバーサルデザイン活動

色の持つ情報価値を高め続け
誰もがもっと快適に活用できる社会づくりを目指しています

●本体表示系
●サプライパッケージ
●マニュアル

●事業所の案内板
　　／掲示物
●社内向け作成資料

●Webサイト
●報告書／
　会社案内／
　カタログ
●ショールーム
●お客様への提案
　　／商談資料

■カラーユニバーサルデザイン活動の広がり

2009年度の計画2008年度の実施状況とレビュー
リコーは業界に先駆けてオフィスド
キュメントの「モノクロからカラー
への変換」を推進。カラー複合機や
カラープリンターを積極的に市場
に提供し、情報をより豊かに伝える
色の効用を十分に享受・活用して
いただくことを事業活動の柱として
います。しかし一方で、人間の色覚
には多様性があり、カラー化の促進
でお困りになる色弱者の方が多数
いらっしゃることも事実です。色覚
の多様性に配慮するカラーユニバ
ーサルデザイン（CUD）活動は、まさ
に情報のカラー化を推進するリコ
ーの社会的使命を果たすことと考
え、リコーグループのCSR共通テ
ーマとして推進しています。今後は
さらに、商品の展開を充実させると
ともに、社内外のコミュニケーショ
ンの領域にもCUD活動を拡げ、よ
り多くの人がカラー化の恩恵を受
けられる社会づくりに取り組んでい
きます。

CUDの展開には、中心的役割りを担うキーマンの理解と意識を高
めることが大切と考え、キーマン教育を積極的に行ってきました。そ
こでは、活動の意義やガイドラインの説明、各種ツールの実体験を
行いました。

● 新商品・サービスへの展開
複合機、プリンター、デジタル印刷機
など、CUDを積極的に反映していき
ます。
●コミュニケーションツールへの展開
お客さまへの提案・商談資料や多く
のステークホルダーが集まる場での
プレゼン資料などへ広げていきます。
さらにPIC品川におけるCUD認証取
得や海老名テクノロジーセンター内
に建設中の新棟への反映を進めます。
● 仕組み化
グループ全社員ひとり一人が意識し
てCUDに配慮した制作物作成が確
実に行われるよう、手順を標準化して
定着を目指します。
● 成熟度評価の仕組み構築
リコーグループ各組織でのCUD活
動の活性化を促進するため、各々の
組織単位におけるCUD活動の成熟
レベルを自主的に評価できる仕組み
を確立し、本格展開に向けて、先行拠
点での仕組みの検証を行います。

● 新商品・サービスへの展開
複合機、プリンター、デジタル印刷機
などへCUDを積極的に反映しました。

（例：imagio MP C2200,Satelio A411など）

●コミュニケーションツールへの展開
昨年度作成したガイドラインを充実
させるとともに、リコーグループの事
業所内の案内板／掲示物、報告書や
会社案内および、株主様への「平成
20年度中間事業報告」資料などへの
対応を行いました。また、ショールー
ムのリニューアルに際し、CUDを全
面的に反映し、マネジメントシステム
規格であるCUDMS*認証を日本で
最初に取得しました。
● 国内全部門・事業所へのCUD展開
CUD活動のキーマン選任と教育を行
い、活動をさらに広げました。
● 気づきと改善
活動の広がりが出てきた一方で、現場
の進度状況が見えづらくなっていること
や、現場の活性化をよりはかっていくこ
とが重要という認識にたち、各々の組織
単位におけるCUD活動の成熟度を自主
的に評価できる仕組みを検討しました。

全社的なCUD推進のためのキーマン教育の加速

2008年3月時点 2009年3月時点

リコー 7箇所（事業所） 50箇所（部門、事業所）

グループ会社 5社 18社

各キーマンはCUDについて学んだことを持ち帰り、それぞれの部
門・事業所・会社で、さらには管轄している関連会社への展開を進
めています。



改善前

CUDMS認証書

改善後
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て、「社員が安心して働ける職場づくり」
に取り組んでいます。

製造現場において、表示内容がわからな
いことが人命に関わるような事故を招く
恐れのあるところから、優先的に対応し

リコー北海道の「CSR報告書2008」が、
カラーユニバーサルデザインに配慮して
作成したことが認められ、全日本印刷工
業組合連合会主催のメディア・ユニバー
サルデザインコンペティションで優秀賞
を受賞しました。受賞報告書は、2009
年 2月 に 東 京 で
行われた日本 印
刷技術協会主催

「PAGE2009」で
展示されました。

色覚の多様性とは・・・

■色覚のタイプによる色の見え方のちがい
C型の見え方 色弱者の見え方の例

2008年9月、リコー銀座本社２階に新し
いショールームPIC（Printing Innovation 

Center）がオープンしました。ショールー
ムは、多くのお客様が来訪される場所な
ので、カラーユニバーサルデザインに対
応することは大変大切なことと認識し準
備をしてきました。内装設計や工事およ
び映像コンテンツを担当してくださった
企業の担当者の方 と々も意識を共有しな
がら、カラーユニバーサルデザインに配
慮してつくりこんできました。
折りしもCUDMS認証制度が創設され
ることを知り、リコーとしてカラーユニ
バーサルデザイン活動の延長線上とし
て認証取得を目指し、2008年 8月に
PICにおいて、CUDMS の日本で第一
号の事業所認証を取得しました。この
ことは複数のマスコミなどでも取上げて
いただき、カラーユニバーサルデザイン
の認知が社内外に広まるきっかけにな
りました。また意識を共有し合った企業
様を通じて、今後社会への拡がりに貢
献できると考えています。PICと同時期
にオープンした、リコー銀座本社1階の

人の眼の網膜には、赤、緑、青の光の波長を感じる3種類の細
胞があり、このうちどれかの機能が十分に働かない状態を色弱
と呼んでいます。色弱者の大多数は赤の光を感じにくい「P型」、
および緑の光を感じにくい「D型」で占められます。すべての細
胞の機能が揃った人は「C型」と色覚分類されます。こうした細
胞の働きの違いである色弱はX染色体を介して遺伝し、X染色
体を１つしか持たない男性に多く見られます。*
色弱者には例えば以下のような困難が生じます。
・駅などの案内板で色分けしてあっても、文字を読まないとわかりづらい。
・カラフルなグラフや図の区別や、凡例との対応がしにくい。
・地味な色合いの衣服を買ったつもりが派手な格好になってしまう。
・表現されている色が何色かわからず、色名が言えないことがある。
・画面や操作パネルのボタンが判別しにくい。
・電光掲示板の強調されている文字が読みづらい。
・充電等のパイロットランプの色の変化がわかりづらい。等々

＊日本では男性で20人に１人、女性で500人に１人の合わせて約300万人以上、世界では2億人以上と言われています。

コミュニケーションツールのひとつ
であるショールームへの対応を実現

安心して働ける職場づくりのための
CUDへの取り組み

《リコーユニテクノ／日本》

CUDに配慮したCSR報告書が
優秀賞を受賞

《リコー北海道／日本》

エントランスホールは日本で第二号の
認証を取得。2008年 11月には、東京
銀座 4丁目交差点に立つ三愛ドリーム
センター内のフォトギャラリー「RING 
CUBE」においては、日本で第三号の認
証を取得しました。私たちリコーグルー
プでは、これからも事業所の新装やリ
ニューアルに合わせ、積極的にカラーユ
ニバーサルデザインを取り入れ、“色覚
の多様性 ”に配慮した事業所づくりを
行っていく予定です。

■背景色と文字色が見えにくいため改善した例
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誠実な企業活動 リスクマネジメント／コンプライアンス

日常業務のなかでリスクマネジメントとコンプライアンスを徹底し
内部統制を強化しています

環境リスクマネジメントはWeb掲載の『環境経営報告書2009』をご覧ください。

参画・報告

［TRM推進キーマン会議］

確
認
・
監
査

各リスク主管区

各部門・各関連会社

委員長：内部統制担当役員
メンバー：リスク主管区長
役割：方向性／推進体制／主管区／重点　
　　　実施策等の検討・内部統制委員会
　　　上程案の決定

方針決定・体制確認・
有効性評価

TRM委員会からの上
程事項審議決定

主催者：内部統制室長
メンバー：リスク主管区の担当者
役割：展開／日常的な運営に関する事項　
　　　の検討／推進

報告
内部統制室

TRM委員会

取締役会

GMC＊

内部統制委員会

リコーグループでは、 リスクマネジメント推
進の基本的な仕組みとしてTRM（トータルリ

スクマネジメント）の仕組みを構築し運用して
います。TRMにおいては、リコーグループを
取り巻くリスクを網羅的・統括的に捉えて
整理・対処することにより、実効性・効率性
のある統合的リスクマネジメントを実現し、
リコーグループの安定的・持続的な発展と
企業価値を増大させることを基本目的とし
ています。この基本目的達成のため、リコー
グループ各社においては、事業執行・日常
業務の遂行の中でのリスク管理を徹底し、リ
コーグループの企業活動に重大な悪影響
を及ぼすクライシス発生の未然防止に努め
ています。また、地震等の自然災害や新型イ
ンフルエンザ等の感染症が発生した場合に
備えて、被害の極小化と速やかな回復／事
業継続を図るための事前準備を進めていま
す。これらのリスクマネジメントの実施状況
の確認を含め、法令遵守、業務効率の向上、
財務報告の信頼性の確保を目的として統合
内部監査（米国SOX法対応､ 業務監査、TRM監

査等）を2007年度より実施しています。

経営活動にはさまざまな内的要因、
外的要因によるクライシスが想定
されます。リコーグループでは、ク
ライシス発生の未然防止・事前準
備を基本的な社会的責任のひとつ
と考えて、リスクマネジメントの仕
組みを構築し、その基礎となるコン
プライアンスとともに、日常の業務
へ展開しています。

2009年度の計画2008年度の実施状況とレビュー

■ TRM推進体制

＊グループマネジメントコミッティ

● TRMの実効性のレベルアップ
未然防止策のRGS（リコーグループス

タンダード）化を基本にTRMの運用
（PDCA）に着手するという第1段階か
ら、TRMの実効性向上を図るため、
第2段階（現場への浸透）へスパイラル
アップしていくことが必要であり、そ
のための施策を検討／策定し、展開を
推進していきます。
●ＢＣＰ（事業継続計画）の実施
①首都直下／東海地震対応について、 

｢保守サービス｣｢消耗品供給｣のBCP
に基づく事前対策を実施します。

②新型インフルエンザ対応について、
国内外において継続対象とする事
業のBCPを策定し、それに基づく
事前対策を実施します。

● 階層的な統合内部監査
2008年度に引き続き、海外販売・
国内外生産関連会社等の統合内部
監査の運営主体を主管管理部門へ
移管します。

● TRMの仕組みのルール化と周知
TRM運用の基本ルールを｢リコーグ
ループTRM基本規定｣として制定し
ました。これらのルールはRGS（リコー

グループスタンダード）として、リコーグ
ループ内へ周知されています。また、
改善実施計画に基づく未然防止／事
前準備活動を展開推進しました。
● BCP（事業継続計画）の検討／策定
①首都直下／東海地震対応について、

｢保守サービス｣ ｢消耗品供給｣の
BCP策定を完了しました。

②新型インフルエンザ対応について、
基本計画を策定し、継続事業の選
定とそのBCP策定に着手しました。

● 階層的な統合内部監査
よりビジネス／現場に密着した監査を
実施するために関連会社の統合内部
監査の運営主体を内部統制室から主
管管理部門へ移行することにしまし
た。2008年度はまず国内販売で実
施しました。

リスクマネジメントと内部統制
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コンプライアンス（法令・企業倫理の遵守）

を徹底するためには、社員一人ひとりが
リコーグループ行動規範の内容を理解
した上で、これに従って行動していること
が大切です。そのため、法令・企業倫理
を遵守することがいかに大切かを理解す
るためのe-ラーニングによる教育を実施
しています。このe-ラーニングには、より
具体的に理解し実際の日々の行動に結
び付けられるよう、実写版の動画を利用
しています。加えて、教育の効果や社員
への浸透度・定着状況を把握しながら、
継続的な改善を立案し実施しています。

海外のグル−プ各社において、それぞれ
のインフラを効率よく活用して、行動規
範の共有化が進められています。例え
ば、イントラネットが利用されたり、携帯
用の冊子が作成され一人ひとりに配布
されています。

コンプライアンスに関する相談窓口
ほっとラインの運用

海外のリコーグループ各社では
さまざまな形態で行動規範を共有化

日常の行動で判断に悩むことがあった
時に相談・通報できるように、リコーグ
ループでは2003年 4月から「ほっとラ
イン」の名称で、リコーの内部統制室と
弁護士事務所の二ヵ所に相談窓口を設
置しています。弁護士事務所からリコー

の内部統制室に連絡する際には、相談
者保護のため匿名扱いにしています。ま
た、「ほっとライン」を適正に運用できる
ようにルールや相談者の保護制度を定
め、リコーグループの標準としています。
2008年度は50件の利用があり、相談
者に対しては検討結果のフィードバック
を適宜行っています。

2009年度の計画2008年度の実施状況とレビュー

氏名を伏せる

（相談者の希望があ
れば）氏名を伏せる

相談者

弁護士
事務所

調査・対応策
の立案／実施

リコー関係
者に氏名を
知られたくな
い場合

リコー
内部統制室

対応・報告・
是正・確認

是正報告

氏名確認

関連部門
／会社

■ほっとラインの基本的な運用フロー

【日本】
● 行動規範教育の実施
内容を見直した上、2009年度のe -
ラーニング教育を、2009年10月よ
り実施する予定です。
● 行動規範の定着度向上活動の確認
リコーグループ内で実施されている
定着度向上活動の実施状況を順次
確認していきます。

【海外】
● 各極への行動規範の展開
すべての海外関連会社で行動規範教
育を実施する予定です。
● 海外内部通報制度の整備
内部通報制度は、一部の海外関連会
社ではすでに導入済みですが、すべて
の会社で導入されるよう整備してい
きます。

【日本】
● 行動規範教育の実施
行動規範のe -ラーニングは、原則と
して毎年内容を見直しています。最
近では、技術の進歩により、実写の映
像を組み込むことができるようになり
ました。現在では、実写による事例を
ふんだんに使った、より身近に感じら
れる内容にしています。

【海外】
● 各極への行動規範の展開
海外関連会社では、各極ごとに行動
規範の展開が進み、あわせて教育も
実施されました。制定作業が遅れて
いた中国極でも、2008年度中に行
動規範の制定作業が完了しました。

【国内外】
● 内部監査での確認
行動規範の定着度合いについては、
複数の監査を統合して実施されるリ
コーグループ同軸の「統合内部監査」
において、確認しています。

コンプライアンス
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お客様への価値提供

セキュアな社会の実現

情報活用情報活用 情報保護情報保護P

D

C

A

社内実践

全員参加 日々の管理と
継続的改善

情報価値の創造

お客様への価値提供

リコーグループは情報セキュリティ活動を通して、
高い意識と倫理観をともなったセキュアな社会づくりに貢献します

2009年度の計画2008年度の実施状況とレビュー
情報分野を事業領域とするリコー
グループにとって、情報セキュリ
ティはお客様に安心してご利用い
ただける商品・サービスを提供し
ていくための不可欠な要素と認識
しています。そのため、情報セキュ
リティへの取り組みを全員参加の
活動と位置付け、現場･第一線で
の日々の管理と継続的改善を進め
るとともに、それらを基盤として
お客様への価値提供を目指した自
社製品・サービスの積極的な社
内活用を実践しています。情報セ
キュリティ活動は、リコーグルー
プ CSR 憲章にある｢誠実な企業
活動」と｢社会との調和」の実践を
目指すものです。

●グループISMS統一認証の維持
リコー国内グループおよび、海外グ
ループでISMS認証取得済みの会社
については、計画的に継続審査を実
施し、適合性を維持します。
●「情報セキュリティ対策共通基準」

の継続的改善と海外展開
2009年度版として改訂リリースした
共通基準を、実際に情報が取り扱わ
れる現場で使っていただき、その結果
を2010年度版の共通基準に反映し
ます。現場のPDCAと全社のPDCA
を回して、より使いやすい共通基準へ
と継続的に改善していきます。さらに
情報セキュリティ対策共通基準によ
るリスクアセスメントの海外展開を図
ります。
●ＩＴ活用による情報セキュリティ事

件・事故の再発防止
とくに重大と定めたインシデントにつ
いては、是正・予防を迅速なものとす
べく、データベース上のアラーム機能
による納期管理の自動化など、より
一層の再発防止にＩＴを活用します。
● 情報セキュリティへの意識向上に

向けた教育の継続
一人ひとりの情報セキュリティ活動へ
の取り組みをさらに有効なものにする
ために、セルフチェック形式の教育を
実施し、全従業者のセキュリティ意識
向上を図ります。
●リコーグループの事業継続計画・

管理の充実
グローバルでの新型インフルエンザ
対策を手始めに、その対応計画の策
定と実施に着手します。

●グループISMS統一認証の維持 
グループ統一認証の更新審査後の
1回目の継続審査を受審し、52社
がISMS*の認証を取得しています。
海外においては新たに14の組織が
ISMSの認証を取得しました。

（国内52社、海外46社、計98社）

●「情報セキュリティ対策共通基準」
のグループ会社への展開・浸透

「情報セキュリティ対策共通基準」に
よるリスクアセスメントを実施し、そ
の展開・浸透を図りました。
● 情報セキュリティ事件・事故およ

び、監査・審査の不適合事項の再
発防止の徹底

情報セキュリティ事件・事故管理デー
タベースシステムの構築を、国内グ
ループ全体で完了しました。外部へ
の発表、審査機関や監督機関に報告
を要する重大な事件・事故はありま
せんでした。また、前年の不適合事項
の再発防止を図りました。
● 全従業者対象の教育を実施
リコーグループの全従業者を対象
に、情報セキュリティ意識向上を図る
ｅ-ラーニングを実施しました。また、
管理者向け教材を開発し、グループ
各社の現場マネージャーを対象に実
施しました。
●リコーグループの事業継続計画・

管理の充実
日本国内における画像機器商品の納
品・保守サポート、消耗品のお届け
業務に特化して計画し着手しました。
＊Information Security Management System
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その他の情報は、Webサイトをご覧ください。 http://www.ricoh.co.jp/about/security/

●事件・事故に関する情報の報告と管理
リコーグループでは、事件・事故を定義
し、その重要度に応じて３段階の対応レ
ベルを定めています。そして、どのレベ
ルの内容も、発生から対応までの結果や
事象・弱点の報告をデータベースで管

事件・事故未然防止への取り組み

リコーグループが、情報セキュリティへ
の取り組みを通じて企業の社会的責任
を果たし、企業価値の増大を図るために
は、グループ会社間の垣根を越え、各社
の情報セキュリティ対応レベルを一定以
上に引き上げるセキュリティレベルの「共
通化」が重要です。同じグループ会社と
いえども、規模や企業文化にはさまざま
な違いがあり、その業務も、会社によっ
て研究・開発・設計・生産・販売・サー
ビス等多岐にわたります。また、そのよう
な環境の差がある中、個別に取り組む情
報セキュリティのレベルにも差が生まれ
がちです。リコーグループでは、こうした
さまざまな問題を解決し、情報セキュリ
ティ活動の基盤となるグループISMSを
さらに有効なものにするため、リスクの大

グループ全体のセキュリティレベル
向上を目指す

グループ組織A

インシデント
管理DB

インシデント
統括DB

各グループ組織が管理

グループ統括部門が管理

重大な・事件事故データの
自動収集

インシデント
管理DB

インシデント
管理DB

インシデント
管理DB

グループ組織B

統括部門

グループ組織C グループ組織D

・事件・事故の発生報告から対応結果まで
の管理（事象・弱点の報告を含む）
・重大な事件・事故はインシデント統括DB
に自動収集

インシデント
管理DB

インシデント
統括DB

インシデント
管理DB

インシデント
管理DB

インシデント
管理DB
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理しています。発生後すみやかにデータ
ベースで報告することにより、①関係者
への適時・適切な報告、②迅速で確実
な対応、③再発防止策の実施、を行い
ます。さらに、報告情報をグループ社内
で共有化し、同じ出来事が起こらないよ
う、グループ全体の未然防止策として活

用しています。また、重大な事件・事故
はリアルタイムにグループ統括部門に
報告され、迅速に対応する仕組みとなっ
ています。
●メール誤送信の防止
メール送信の際には、送信前に次の
チェックを実施する仕組みを取り入れて
います。
①グループ会社内の宛先確認
送信ボタンを押すと宛先が漢字表記さ
れます。アドレス表記では気づきにくい
宛先違いによる誤送信を防止します。
②社外メール送信時の確認メッセージ
宛先に社外ドメインのアドレスが含まれ
ている場合には、アドレスの確認と、添
付ファイルを暗号化するよう注意喚起
の画面が表示されます。

きさに応じた実施基準を「リコーグルー
プ共通基準」として策定し、グループ会
社への展開・定着を推進しています。

■リコーグループ全組織の事件・事故の報告管理方法の統一

組織A 

共通レベルとのギャップ

組織でプラスα

組織B 組織C

翌々年度の
共通レベル

翌年度の
共通レベル

今年度の
共通レベル

リスクとして認識。
計画を策定しギャップを
解消していく。

共通レベルをスパイラルアップ
グループ全体のセキュリティレベルを
向上させていく。

■セキュリティレベル共通化の概念図
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リコーグループ

販売パートナー
企業お客様 サプライヤー

販売パートナー企業への展開 サプライヤーへの展開
（CSR調達）

リコー
生産部門

生産関連会社

販売部門

販売関連会社

＜展開の考え方＞
販売部門主管のご販売店体質強化支援プログラムに組み込んで展開
していただきます。

＜展開の考え方＞
「リコーサプライヤー行動規範」を遵守していただき、定期的なアセスメントを実施
することでレベルアップを図っていただきます。

■パートナーへの展開

2008年度の実施状況とレビュー

持続可能な社会づくりのために、パートナー企業と一体になって
社会的責任経営に取り組んでいきます

2009年度の計画

● サプライヤーへのセルフアセスメ
ント制度の導入

①リコーグループCSR活動の説明
会を開始し、サプライヤーの理解を
高め、価値観の共有を図ります。

②国内の主なサプライヤーに、セルフ
アセスメントを実施いただき、その
結果をフィードバックし、サプライ
ヤーのレベルアップを支援します。

③中国・アジア拠点への導入に向け
た諸準備を進めます。

●グリーン調達活動
①2010年度目標（2005年度比５％削

減）に対する改善活動を展開します。
②管理化学物質（SVHC含む）の情報

収集活動を推進します。
● 社内資材部門の購買倫理活動

（含下請法）

2008年度の結果に基づく改善を行い、
セルフチェックを継続的に実施します。
● 販売パートナー企業への本格的展開
①経営品質の観点からリコーの実践

ノウハウをもとに支援メニューを作
成し、販売パートナー企業へ提供
していきます。

②すでに優れたCSR活動を実施して
いる会社の事例を可視化し、共有
できる仕組みを提供します。

●サプライヤーへのCSR活動展開 
日本国内での展開に向けて、 全体の仕
組みの構築を行い、中国拠点への展開
に向けて運用ルールを検討しました。
●グリーン調達活動
①サプライヤーとのCO2削減活動の

取り組みにより、地球温暖化防止
への貢献と原価低減活動を行い、
モデル仕入先での製造工程での
CO2削減を10％削減しました。

②化学物質マネジメントシステムの更
新審査での確認項目を見直し、より効
果的な審査システムを目指しました。

③EU REACH規則の対応説明会を
国内外約800社のサプライヤーに
対し実施し、対応依頼を行いました。

● 社内資材部門の購買倫理活動
（含下請法）の実施

①グループ資材部門員（派遣社員含む）に
よるセルフチェックを実施しました。

②改善計画書を作成し、実施しました。
● 国内販売パートナー企業への展開
①連結対象ディーラーへの行動規範

の展開を完了しました。
②販売パートナー企業のお客様への

満足度調査を協同実施しました。
● 課題
①PDCAを回せる仕組みの構築
②パートナー企業の接点担当者のレ

ベルアップ

社会の持続可能な発展を実現して
いくためには、リコーグループだ
けでなく、関係する全てのサプライ
ヤーや販売パートナー企業ととも
に社会的責任経営に取り組んでい
くことが重要です。サプライチェー
ン全体における人権や環境などの
リスクを低減させることだけにとど
まらず、社会に対する積極的なお
役立ちをすることで、社会から認め
られ、社員の意識も向上し、企業
体質の強化につながり、ひいては
企業業績の向上をもたらすといっ
た好循環をリコーグループは目指
しています。そのためには、パート
ナーによるCSRへの理解が深ま
り、具体的な活動が継続されること
が大切です。リコーグループは、今
後さらにCSR調達*のレベルを上
げていくとともに、販売パートナー
企業の経営体質の強化支援も図
り、パートナー全体への支援活動
を実施していきます。
＊サプライヤーによるCSR（Corporate Social 
Responsibility）の取り組みを調達の条件とし
て考慮する仕組みのこと
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誠実な企業活動 パートナーへの展開



お客様

地域社会

社員

ビジネスパートナー

信頼・貢献満足

信頼
・貢
献 信頼・貢献

信頼
・貢
献

満足

ビジネスを継続して
いただく生涯顧客へ

経営

販売パートナー企業

永続的な反映

信頼され頼りにされる
ブランドのサポーターへ

楽しくやりがいの
ある職場へ

お互いに尊重し、心から
協力しあえる同士へ

■販売パートナー企業におけるCSRの位置付け
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地球温暖化防止に関する意識の高まり
とともに、サプライヤーにおける生産活
動でのCO2排出量削減活動がどの程度
実施されているかを実態調査にて把握
しました。その結果、多くのサプライヤー
が環境改善活動を実施していましたが、
CO2削減のための活動を展開している
サプライヤーは40％であり、残り60％
のサプライヤーは未実施の状態でした。

販売パートナー企業への展開にあたって
はまず、リコーグループと資本関係のあ
るディーラーへの行動規範の展開を行い
ました。そしてWebサイトに掲載したリ
コーグループのCSRや環境に関する報
告書、行動規範を紹介して、販売パート
ナー企業が参考にできるようにしました。
また、これまで培った顧客満足度調査の
ノウハウをもとに販売パートナー企業の
お客様にも調査を拡大し、強みと課題の
データを提供することで、一緒になって満
足度向上に取り組みました。CSRを販売

CSR 活動の目標、運用ルール等を定
め、まずサプライヤー行動規範の内容と
リコーグループが求めていることをわか
りやすく解説する「ガイドブック」を作成
しました。つぎに、サプライヤーのCSR
の現状を把握できるツールとして、「セ
ルフアセスメントシート」を作成しまし
た。代表サプライヤーのご協力により、
このシートを使って事前の自己診断を
実施することができ、その結果、活動展

サプライヤーへの
セルフアセスメント制度を導入

CO2削減活動展開の充実

販売パートナー企業の
CSR活動をサポート

販売パートナー企業への展開

サプライヤーへの展開

パートナー企業にも広げて定着させてい
くことで、その企業体質強化につながり、
地域社会との良い関係を築くことで業績
向上にもつながっていくという考え方をも

とに進めています。そのために、リコーグ
ループが培った実践事例を経営品質の観
点からメニュー化して販売パートナー企
業に提供していく準備をしています。

開のための貴重な情報や意見が得られ
ました。
そして、2009年5月より国内の主なサ
プライヤー 220社に対する説明会を５
地域で開催して、リコーグループの目
指すCSR 活動を理解いただくために、
外部専門家による講演やリコーグルー
プのCSR活動の説明を行い、さらにセ
ルフアセスメントの実施をお願いしまし
た。このセルフアセスメントの実施結果
に基づき、各社の改善点を明らかにし
て、自らPDCAサイクルを回していただ

この実態を踏まえ、リコーグループで
は、CO2削減のための幅広い活動をさら
に推進していくために、サプライヤーの
研修会、個別相談会、資料提供の支援
等を実施し、サプライヤーとともにCO2

削減活動に取り組んでいます。

サプライヤー研修会の様子

グリーン調達の詳細は、Web掲載の『環境経営報告書2009』をご覧ください。

くことで、社会の要求・要請に応えてい
くことを実現可能にしていきます。
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環境との調和 環境経営

リコーグループの環境経営とは、
環境保全と利益創出の同時実現です

地球環境が危機的状況にある今、
社会の変革に向けた企業のリー
ダーシップが求められています。リ
コーグループは、環境保全と利益
創出の同時実現により、社会に存
続を望まれる事業活動を展開して
いきます。そのために、事業領域の
枠を超えた環境技術の開発と、地
球の回復力を支える生物多様性保
全に注力します。

私たちが目指す地球環境の姿
環境保全活動の目的は、地球環境の再
生能力の範囲内に環境負荷を抑制し、地
球環境を維持することにあります。リコー
グループは、環境・社会・経済の3つの
P（Planet、People、Profit）の関係が、歴史
の中でどのように変化してきたかを考え
ることで、目指すべき社会の姿を明らか
にし、その実現に向けて企業としての責
任を果たしていきます。

社会

地球環境

経済

お金 商品

許容内の負荷

再資源化

資源

消費活動

生産活動

生態系保全

汚染予防

省資源・
リサイクル

省エネルギー・
温暖化防止

環境経営の基盤

製品の領域

事業活動の領域

気候変動問題に対する
取り組み

資源循環型社会に向けた
取り組み

環境安全性の高い
製品づくりへの取り組み

製 品
メーカー

部 品
メーカー

材 料
メーカー

リサイクル材
使用者

シュレッダー
業者

最終
処分業者

熱エネルギー
回収業者

シュレッダーダスト

化石・鉱物資源

金属

分解油

オープンループ
マテリアル
リサイクル

クローズドループ
マテリアル
リサイクル

製品の再使用

部品の再使用

分別・分解

製品全体粉砕
埋立

自家再使用
部 品

再生センター
油化業者
製錬業者

材 料
再生業者

リサイクル
センター

原材料
供給者

製 品
再生センター

回収
センター

販売者

ユーザー

 原材料化
 ・ケミカルリサイクル
 ・冶金リサイクル

  エネルギーリカバリー
 （エネルギー･CO2）

保守業者
自家再生機

©1994 RICOH

※詳しくは、http://www.ricoh.co.jp/ecology/comet/index.html

■地球環境と社会との関係を表す
「Three Ps Balance™」

私たちの目指す姿
環境負荷が、自然の再生能力の範囲内に
抑えられている社会。

■リコーグループの環境経営の全体像（3本柱と基盤）

詳しくは、Web掲載の
『環境経営報告書2009』をご覧ください。

リコーグループが目指す姿を実現するには、私たちだけでなく、社会全体が持続
可能な社会に向かって変化していく必要があります。1994年に制定されたコメッ
トサークルは、持続可能な社会実現のコンセプトとして、製品メーカー・販売者
としてのリコーグループの領域だけでなく、その上流と下流を含めた製品のライ
フサイクル全体で環境負荷を減らしていく考え方を表したものです。環境負荷に
最も大きな影響を及ぼすのは、製品の基本設計を握っているわたしたち製品メー
カーであることを自覚し、主体となってこのコメットサークルを回しています。
①環境負荷を全ステージで把握し、「総量」を削減
②内側ループを優先し、重層的な資源循環を促進

②-1.高い経済的価値を生み出すリサイクルを推進
②-2.再生資源の利用拡大により、新規資源の投入を抑制

③すべてのステージとのパートナーシップ

コメットサークルをコンセプトに、持続可能な社会づくりに貢献します

■持続可能な社会実現のためのコンセプト｢コメットサークル™｣
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環 境ビジョン」
を策定。さらに
2009年3月、こ
のビジョンに向
けた具体的な道
のりを示す「中
長 期 環 境 負 荷
削減目標」を設
定しました。こ
れは 2020年と
2050年を照準
年として、省エ
ネ・温暖化防止
に省資源・リサイクル、汚染予防を加え
た3分野での環境負荷削減の数値目標
を企業として世界で初めて示したもの
で、私たちが取り組むべき活動のター
ゲットを明確にし、強化、加速するため
のものです。この数値目標は、3年ごと

（年度）

（％）

2000 2050

140

100

※ 許容レベル＝100％

﹇
地
球
環
境
の
許
容
レ
ベ
ル
に
対
す
る
割
合
﹈

204020302010 2020

負荷の小さな社会へ
軟着陸するために、環
境負荷を計画的に減
らしていくシナリオ

現在のあり方の先に待つ
破滅的なシナリオ

中長期目標

リコーグループライフサイクルでの
CO2排出総量（5ガスのCO2換算値を
含む）を、2000年度比で2050年まで
に87.5％、2020年までに30％＊
削減する。

（1）新規投入資源量を2007年度比で
2050年までに87.5％、2020年ま
でに25％削減する。

（2）製品を構成する主要素材のうち､枯渇
リスクの高い原油、銅、クロムなどに対
し､2050年をめどに削減および代替
準備を完了する。

化学物質による環境影響を2000年度
比で2050年までに87.5％、2020年
までに30％削減する。

＊ 1990年度比34％削減（国内CO2）相当。

考え方 主な活動

・製品の環境性能を向上させ、その性能をお客様
に簡単に使っていただくための技術開発
・製品の環境性能をお客様にフル活用していただ
くための提案活動
・生産プロセスの革新による低炭素もの作り
・物流のCO2把握システムのレベルアップ、物流の
効率化、モーダルシフト
・太陽光発電などの再生可能エネルギーの活用
・製品の小型化や長寿命化、リサイクルにより調
達ステージでのCO2排出削減
・仕入先様の環境負荷削減の支援

・製品/部品の小型、軽量化の技術開発
・製品/部品の長寿命化など、信頼性向上の技術
開発
・使用済み製品の回収率向上
・再生技術と再生材活用の技術開発による､製品
/部品/材料の再生率向上
・資源枯渇リスクの高い素材の削減および代替
（植物由来プラスチックやトナーなど）

・リスク管理強化を狙った化学物質マネジメント
システムのレベルアップ
・リスクの大きい化学物質の削減および代替

・IPCC*の警告に基づく、世の中が目指す
べき削減レベルを目指し､ライフサイク
ル全体で目標を設定する。
・事業活動で直接排出するCO2は、生
産・物流などのステージごとに目標を設
定し、確実に削減する。
・製品の使用電力削減は、高い目標を掲
げて積極的に取り組む。
・調達ステージにおいては仕入先様とと
もに活動を展開する。
＊Intergovernmental Panel on Climate Change
（気候変動に関する政府間パネル）

・新規資源投入を抑制し、限りある資源
を有効に活用しながら事業活動を継続
していく。
・省資源活動は、製品原価そのものを削
減する活動であり､将来の資源高騰リ
スクの回避や製品の安定供給に関わる
経営上の重要な活動と位置づける。

・環境影響の評価に加え、人への健康影
響を含めたリスク管理を行う。
・リスク管理は、化学物質の使用量、排出
量、ハザード、暴露情報を考慮する。
・リスクの大きい化学物質は、重点的に
削減や代替を行い、汚染を未然に防止
する。

省エネルギー・
温暖化防止

省資源・
リサイクル

汚染予防

※目標値は、2000年度における事業領域・マーケットシェアを前提に設定しています。 （ニュースリリース　http://www.ricoh.co.jp/release/by_field/environment/2009/0422.html）

■地球の環境負荷が削減される二つの世界（シナリオ）

目指す姿に向けて長期的に取り組むた
めに、リコーグループは、さまざまな情
報の分析により、2050年の社会状況
を想定しました。世界の人口は90億
人に増加し、化石・鉱物資源の枯渇や
土地利用の制限が起きる一方、温暖化
防止に向けて石油からのエネルギー転
換などが進み、これまでの社会モデル
やビジネスモデルは大きく変化せざる
を得ないでしょう。2050年の状況に備
え、いま自らの事業活動のあり方を変
えなければ、地球環境は最悪のシナリ
オを歩むことになるでしょう。これらを
踏まえて、私たちは2005年に先進国
は2050年に環境負荷を現在の１/8に
する必要があるという「2050年長期

世界で初めて「省エネ」「省資源」
「汚染予防」の3分野で
2050年の環境負荷削減目標を設定

に策定される「環境行動計画」に落とし
込まれ、目標達成に向けた実効性の高
い活動を各分野で展開していきます。

■リコーグループ中長期環境負荷削減目標の骨子
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環境との調和 環境経営

主なリコーグループ第16次中期環境行動計画（2008年度～2010年度）（抜粋） ※達成目標年度の記載がないものは2010年度が目標

資源循環型社会に向けた
資源の有効利用

■ 環境負荷削減を目指した環境技術開発

事業および社会全般の環境負荷削減に貢献する環境技術開発を行う
植物由来樹脂などの代替材料の開発と小型・軽量化、長寿命化を可能にする技術開発を進めている

■ 製品への新規投入資源の削減に向けた資源循環の拡大と資源の有効利用

●部品リユースの促進

使用済み製品からのリユース部品使用質量を2010年度までに1,910トンに向上（日本）
リユース部品使用質量の実績は1,735トンとなった
使用済み製品からのリユース部品使用質量を2010年度までに6,000トンに向上（海外）
リユース部品使用質量の実績は4,898トンとなった

■ 生産活動にともない発生する排出物の削減

●サーマルメディア事業における資源ロスの削減

排出物発生量を2006年度比10%削減
排出物発生量8.0%削減

●包装材に関する資源ロスの削減

国内画像製品生産に関する生産量あたり包装材排出物発生量を2006年度比30%削減
御殿場事業所：８％削減、東北リコー：６％増*、リコーエレメックス：２０％増*
＊中国からの調達部品の比率増により2008年度実績は増加した。ただし、2010年度30％の削減計画は積み上げることができた。

●重合トナー製造にともなう排出物発生量の削減

生産量あたり排出物発生量を2007年度比17%削減
生産量あたり排出物発生量2.2%削減

気候変動問題に対する
先行的な環境技術開発と、
エネルギー使用を抑えた
事業活動の促進

■ 生産活動にともない排出する温室効果ガスの削減

2010年度までにCO2排出量を1990年度比12%削減（リコーおよび国内生産会社）
排出総量9.6%削減
※年率4％を超える事業成長と電力換算係数変動によるCO2増加分についてはCDMによる対応を前提としている。
　この考え方に基づき、RPSおよび山梨電子工業は事業成長分野として扱われた。

2010年度までにCO2排出量を1998年度比10%削減（海外生産会社）
排出総量：15次環境行動計画（2005〜2007年度）と同じバウンダリでは9.6%削減。事業成長分野（RTM）
を含めると2.7%増加
2010年度までに半導体事業分野のCO2以外の温室効果ガスを1995年度比10%削減
CO2以外の温室効果ガスの排出量を34%削減

■ 仕入先企業へのCO2排出量削減活動の展開

モデル仕入先を設定し、リコレットを活用したCO2削減活動を仕入先と共同で展開

■お客様先での環境負荷削減への貢献

●省エネ・両面機能の活用状況の把握と利用率の向上

省エネモードの活用率向上を目指しお客様先での提案活動を行った。また国内では、製品使用時の環境負荷の
見える化を通した環境負荷削減提案活動を実施した

環境安全性の高い
製品づくり・
事業活動に向けた
化学物質管理の強化

■ 化学物質に関するリスクマネジメントの強化

●グローバルでの化学物質リスクマネジメント体制の構築

リスクマネジメント評価の仕組みについて検討を進めるとともに、主要化学物質の使用・排出量を把握した

●環境影響化学物質の削減

環境影響化学物質の使用量を2000年度比マイナス３０%以下に抑制（リコー生産系事業所および生産会社）
2008年度は環境影響化学物質の使用量を2000年度比マイナス70%を達成した
環境影響化学物質の排出量を2000年度比マイナス８０%以下に抑制（リコー生産系事業所および生産会社）
2008年度は環境影響化学物質の排出量を2000年度比マイナス80%を達成した

生物多様性の保全

■ 地球環境の再生能力を高めるための生態系保全活動の推進

国内外において生態系保全活動が活発に行われている
［国内計541件］生産事業所・会社：135件、販売会社：371件、非生産事業所・会社：35件
［海外計69件］生産事業所・会社：39件、販売会社：30件

1

2

3

4
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設定 説明 省エネ効果

予熱 すぐに復帰可能な状態で待機するモードです。機種により約10秒で復帰できる範囲
で省エネを行う「予熱レベル2」を用意しています。 小

低電力 定着ヒーターの温度を下げることで、短時間の復帰を維持しながら省エネを行います。 中

スリープ
操作パネルの電源ボタン*を切った状態に移行することで高い省エネを実現します。
製品が室温並みまで冷めてしまうと、ウォームアップ同等の復帰時間を要することが
あります。

大

ます。お客様調査の結果、省エネモード
からの復帰時間が10秒以上になると、
待ち時間が長いと感じるお客様が多いこ
とがわかっています。そこで、省エネモー
ドをより多くのお客
様にストレスなしで
使っていただくため
に、リコーでは、省エ
ネモードからの復帰
時間10秒以下を目
標に技術開発に取り
組んでいます。モノク
ロ複合機では2001
年2月に発売された
imagio Neo 350に

り返し使用できるリターナブルラックに
切り替え、2008年度には、リコーエレ
メックス（深圳）から御殿場事業所への
ADFユニットの輸送に適用を拡大しま
した。ラックの
導入にあわせ
て積載効率の
向上にも取り
組み、年 間 約
105トンの 包
装廃材の削減
と1,370万 円
のコスト改善
が同時に実現
できました。

てスリープモード*¹からの復帰時間10
秒以下*²を達成し、以降、多くの機種で

「10秒復帰」を展開しています。カラー
複合機ではimagio MP C4000にスリー

プモードからの復帰15秒以下*²
を達成しました。また、スリープ
モードからの復帰時間 10秒を
達成していない機種については、
10秒で復帰できる範囲で省エネ
を行う「予熱レベル2」ボタンを設
け、使いやすさを損なうことなく、
少しでも省エネをしていただける
ようお客様にお勧めしています。
＊1：省エネモードの種類
＊2：室温20℃以下の場合。ご使用環境やご
使用状況により、数値が異なる場合があります。

リコーグループは、資源生産性の最大化
を目的に、「廃棄物の発生抑制」「用水使
用量の削減」「用紙使用量の削減」を重
点課題として、グローバルに省資源・リ
サイクル活動を展開しています。
国内外の生産拠点間の物流に利用する
生産包装材に関してもグローバルな生
産体制の広がりにともない、増加する傾
向にあり、環境面、コスト面での負担と
なっています。生産包装材とは、お客様
に製品をお届けする際の包装材ではな
く、部品の調達や半完成品の輸送に使
われる包装材のことで、リコーグループ

生産包装材削減の取り組み
《リコーグループ／グローバル》

リコー製品がライフサイクルを通して地
球環境に及ぼす影響を温暖化の面から
評価した結果、生産・輸送・販売・保守
などのリコーグループの事業活動によっ
て排出する温室効果ガスと同様に、お客
様が製品を使用する際の電力によるCO2

の量が大きいことがわかっています。リ
コーは製品の省エネ性能が優れていて
も、それが使いやすく、実際にお客様に
ご利用いただけるものでなくては、お客
様の省エネにも、温暖化防止にも貢献す
ることはできないと考えています。省エネ
モードとは、製品が待機状態のまま一定
時間が経過すると、自動的に電力消費を
抑えた状態に移行する機能で、お客様が
リコー複写機をご使用になる際の省エネ
ルギーに貢献します。より高い省エネ効
果を得るには、節電レベルの高いモード
への移行時間を短く設定する必要があり

より使いやすい省エネモード
10秒復帰を目標にした取り組み

《リコーグループ／日本》

事業活動に関する取り組み

製品に関する取り組み

は2010年度までに「国内画像製品の
生産量あたりの生産包装材の発生量を
30％削減（2006年度比）」という目標を掲
げ、活動に取り組んでいます。
例えば、リコーアジアインダストリー

（RAI）から世界各地の生産関連会社／
生産事業所に輸送する部品や半完成品
は、ダンボール包装によるコンテナ輸送
で行われていました。廃材は荷受側の事
業所で、ダンボールとして再生されます
が、再生にかかる環境負荷や資源のロス
を考えると、包装材そのものを削減する
必要があります。そこで2007年度から、
RAIから御殿場事業所へのスキャナー
ユニットなどの一部の部品の輸送を、繰

＊製品には操作パネルにある「電源」と胴体にある「主電源」があります。
※各機種で設定可能な省エネモードおよびモード別の消費電力等については「使用説明書」等をご確認ください。

imagio MP C4000

■省エネモード設定レベルとその効果
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● 女性の活躍推進
2008年度より女性のキャリアアップ支
援に向け中堅層を対象に「キャリアサポー
トプログラム」を開始しました。より高い
目標にチャレンジするためのマインドセッ
トとスキル向上を図るプログラムです。ま
た、従来から推進中の意識改革活動とし
てグループ会社協働によるフォーラムも
スタートしました。キックオフ大会を11
月に開催し、ビジョンの共有、各社の課
題を踏まえた議論等を行いました。
● 次世代育成支援
2008年度より育児短時間勤務の利用対
象を拡大（小学校3年の学年末迄）しました。ま
た両立支援に関する社員ニーズアンケート
を実施し、各施策の認知度、満足度等に加
えて、制度や施策の課題を把握しました。
この結果を今後の改善に繋げていきます。
●ワークライフバランスの充実
ワークライフバランスの充実に向けて、業
務プロセスの改善・改革を通じた労働時
間低減のためのプロジェクト活動を推進
している他、効率的な業務推進のための
インフラとして業務活動時間を詳細に把
握するシステムの整備を進めています。

● 女性の活躍推進
女性の能力開発やキャリアアップ支
援策として、女性管理職に向けた支
援策をさらに拡充していく予定です。
具体的にはメンター制度、社内外ネッ
トワーク構築のための取り組みです。
その他、若手層を対象としてキャリア
フォーラムを実施する予定です。
● 次世代育成支援
社員ニーズ調査結果を元に、より柔軟な
勤務を可能とする制度や、家庭事情や
配偶者の転勤等で退職する社員を対象
にした再雇用制度を導入します。また、
すでに導入済の仕組みの認知を高める
ためにポータルサイト導入等情報提供
を改善し、制度を有効に活用していただ
くための環境づくりに取り組みます。
●ワークライフバランスの充実
労働時間低減プロジェクトを継続し、業
務効率化をさらに進めます。同時に労
働時間低減をワークライフバランス充
実に繋げるための意識啓発も進めます。
具体的には、効率的な仕事の進め方や
タイムマネジメント等に関するセミナー
でその意識や理解を高めていきます。

人間尊重 健全な企業風土づくり

ダイバーシティとワークライフバランスを重視した取り組みを通じて
多様な人材が活き活きと活躍する企業を実現していきます。

■男女別平均勤続年数
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2009年度の計画2008年度の実施状況とレビュー
リコーグループは「人を愛し、国を
愛し、勤めを愛す」という三愛精神
を創業の精神とし、これを承継する
経営理念の中で、「お役立ち精神、
人間主体の経営、自主創造」を大事
にする経営を志しています。即ち、
社員が目的意識・問題意識を持っ
て、主体的に考え行動し、お客様、
そして社会に対するお役立ちを実
現して仕事へのやりがいや達成感
を得るとともに、生涯にわたって成
長し、ひいては会社の発展と自ら
の豊かな生活につなげていくこと
を目指しています。2008年からス
タートした3ヵ年の中期経営計画
においては、グローバルでの事業
成長を主要な目標においています
が、その推進にあたってキーとなる
のが多様な人材が活き活きと活躍
し新しい価値を創り出していくこと
にあります。

● 主な活動の実績推移（リコー）
■男女別退職率

■定年再雇用率の推移■障がい者雇用率■育児支援制度利用数・率 ※利用者数は、各年度ごとの実利用のべ人数で算出
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説明会、社内指導教育プログラム、キャ
リアイベントなど地域の主な団体とパー
トナー関係構築を通し、地域のダイバー
シティが推進されるよう地域ごとのダイ
バーシティ協議会を設立
しています。
2009年3月には米国ダ
イバーシティ協議会連盟
がトップ25の協議会の
貢献や成果を称え、それ
ぞれの社員・職場・市場
でのダイバーシティの成
果を表彰する、ダイバー
シティ協議会栄誉賞を授
与しました。この賞では、

リコーの販売会社アイコンオフィスソ
リューションズ（IKON）は、1999年にダ
イバーシティ協議会を設立しました。こ
の協議会の目的は、社内のダイバーシ
ティを推進し、同社がビジネスを行って
いる地域の状況を反映していることを確
認することです。IKONの社員からなる同
協議会は、採用、教育、サプライヤーダイ
バーシティ、アファーマティブアクション

（マイノリティー優遇措置）を含む、ダイバー
シティへの取り組みを行ってきました。
またIKONは、顧客との関係構築や就職

IKON社が全米Diversity Council
のTop 25に選出される

《アイコンオフィスソリューションズ／アメリカ》

中堅的な役割を担う女性社員が自らキャリア拡大に対する
強い思いを持ち、必要となるスキルアップの取り組みを支援
するため、キャリアサポートプログラムを導入しました。

《プログラム概要》
● 女性社員のキャリア拡大に対する意欲を向上：現在の
業務範囲に留まらず、リーダーシップを発揮してのマネジメ
ント業務や、より高い付加価値を創出する業務へのチャレン
ジ意欲・キャリア拡大意欲を喚起し向上できるよう、セルフ
エスティーム（自己肯定感）の醸成を行います。
● スキル強化に対する支援：中堅層に必要とされるコン
セプチュアルスキル（問題発見・問題解決の能力、意思決定力、

戦略的思考、概念化能力）

や、ヒューマンスキル
（他者への影響力、調整力、

交渉力など）を磨いてい
けるよう、プログラムを
構成しています。

リコー（日本）では、女性の自己実現とキャリア拡大をサポートする取り組みを行っています。

ダイバーシティの取り組みについて、グループ会社間で情
報を共有し、お互いに気づきや学びを得る場を新しく設け
ました。

《第１回フォーラムを開催》
東京地区のグループ企業のダイバーシティ推進担当者
を対象に「女性の活躍推進」をテーマとして、『第１回ダイ
バーシティ推進フォーラム』を2008年11月に開催、10
社から113名が参加しました。
フォーラムではパネルディスカッションでの事例紹介、事
例に関するグループディスカッションが行われ、各社の状
況や課題等がシェアされました。参加者の96％から「満足
した」「参考になった」との感想が寄せられています。この成

果を受け今後も
定期的にグルー
プ会社間交流を
進め、情報の共
有化と意識醸成
を図る予定です。

キャリアサポートプログラム ダイバーシティフォーラム

継続的な努力
PASSION

VISION

セ
ル
フエ
ス
ティ
ー
ム

心の
中に
限
界を
つく
らな
い

スキル

場 視点

各協議会を、ダイバーシティの評価方法
と説明責任、経営層の関与、協議会の活
動結果、コミュニケーションと教育の4つ
の基準で評価しています。

■セルフエスティームの概念図

左がアイコン社のMichael A. Jones, Vice President, Human Resources 
Field Operations and Member, IKON Diversity Council
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人間尊重 安全・健康な明るい職場づくり

社員一人ひとりが快適な職場環境で働けるように
リコー独自の仕組みづくりと継続的な改善を行っています

　　　 2009年度の計画2008年度の実施状況とレビュー

労働安全活動
●労働災害　●自然災害
●火災事故　●爆発事故
他

労働衛生活動
●健康診断　●人間ドック
●過重労働健康管理
●メンタルヘルスケア
●感染症対策
●作業環境測定　他

労働安全活動
●労働災害 ●自然災害
●火災事故 ●爆発事故

労働衛生活動
●健康診断 ●人間ドック
●過重労働健康管理

活動

仕組み

成果

■安全衛生の概念図
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※リコーグループ（国内）の35歳以上の健康診断のデー
タです。なお、2008年度のデータは特定健康診断の影
響で、取得データの一部取得はできておりません。

リコーグループでは、安全衛生管理
についての基本事項を定め、快適な
職場環境づくりを目指して、リコー
独自の健康管理システム構築など、
さまざまな取り組みを行っています。
また、厚生労働省が普及促進してい
る労働安全衛生マネジメントシステ
ム（OSHMS）国内第一号グループ認
定取得会社として、安全衛生に関わ
る改善事例発表、情報開示を積極的
に行い、国内の安全衛生活動の向上
に貢献していきたいと考えています。

16次中期経営計画の初年度として、
以下の取り組みを実施しました。
●グループ管理指標の明確化と従来

行ってきた活動のレベルアップ
1）グループ管理指標として労働災害件

数、有所見率、メンタルヘルス不調者
数、社員の安全衛生の意識ポイント、
OSHMS導入件数等を設定しました。

2）長時間残業者の健康管理強化とし
て、産業医面接の対象範囲を残業
時間８０時間／月超から４５時間／
月超の社員に広げました。

３）ストレスチェックとその個人フォロー
の定例化（１回／年）を行いました。

● 労働安全衛生マネジメントシステ
ムのレベルアップ

マネジメントシステムのさらなる向上
を図るために、クロス監査の実施、マ
ネジメントシステムのレベル評価基
準の設定と実施により、課題として抽
出された化学物質のリスクアセスメン
トプロセスの改善を行いました。
●リコーグループへ仕組みを水平展開
1）メンタルヘルスのセルフケア・ラ

インケア教育をグループ各社で
実施できるｅ-ラーニングを構築。
2009年度から展開を開始します。

2）健康管理情報をグループ管理できる
システムの導入を行いました。2009
年からは、一元管理が可能になります。

3）グループへOSHMSを効率的に導
入するために、導入支援として既認
事業所によるマニュアルの共有、内
部監査への参画、システム構築度
評価等を実施しました。導入支援
で得たノウハウは、支援ツールとし
てまとめ、導入事業所へ提供するこ
とで展開スピードを加速します。

●グループ管理指標向上への取り組み
継続的な改善をグループで実現する
ために、安全・健康に関する管理指
標向上への施策に着手します。
①労働災害防止

グループ災害原因調査と対策部会
発足による類似災害防止の強化

②メンタルヘルス
ストレスチェック情報などから、一
次予防（未然防止）の強化

③健康管理
健康保険組合と協同で、健康の保
持増進の強化（有所見率・ＢＭＩの改善）

● 労働安全衛生水準の継続的な展
　開と改善
①非生産系事業所への5S*、リスクア

セスメント、危険予知活動の導入
②既認事業所のマネジメントシステ

ムのレベル評価の実施と改善
●グループ最適の安全衛生の仕組み

づくり
グループ安全衛生推進者会議および
専門部会を設置し、従来グループ会
社ごとに実施していた安全衛生活動
を見直し、グループ最適の仕組みづく
りに着手します。
・専門家の最適配置
・新健康管理システムの運用
・委託医療機関の見直し
＊整理・整頓・清掃・清潔・躾の5項目

※度数率の算出方法は以下の通りです。

度数率 = 労働災害による死傷者数（休業・不休業）× 1,000,000
 延実労働時間数
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リコーでは2006年度より組織職へのライン
ケア教育、ｅ-ラーニングでの基礎教育とロー
ルプレーを含む実践研修を実施し、すでに
1,845名が受講を完了しています。また、全
社員を対象とした、ストレスチェックを継続
実施することで、メンタル不調者の早期発
見、要因への対応が可能となり、メンタルへ
の取り組み強化を図りました。グループ会
社へは、東北リコー、リコーエレメックス、テ
クノシステムズ他が実施しています。今後は
新健康管理システム導入により、グループ
各社が、いつでもWebによるストレスチェッ
クの実施が可能となります。さらに各事業所
では、独自にメンタルへルスセミナーを行う
など、教育･啓蒙に取り組んでいます。

グループ各社・事業所の安全衛生推進責
任者を一同に集め、2008年度の活動と課
題、2009年度の重点施策について意見交
換、情報共有を行いました。また、2007年
度からグループ内の安全衛生スタッフの
情報交換およびスキルアップを目的とした
ミーティングを年に2回実施しています。
2008年度は、メンタルヘルス対策の取り
組み（大森）、VDT（コンピュータを使用した）作
業による健康障害改善への取り組み（厚

木）、安全衛生推進への取り組み（海老名）、
新型インフルエンザ対策（総括産業医）、生産
工場における安全衛生活動（沼津・福井）な
どの事例紹介と情報交換を実施しました。

セルフケア
（管理職含む全社員）

ラインによるケア
（管理職）

事業場内産業保険
スタッフ等によるケア
（産業医・事業所内
スタッフ等）

事業場外資源
によるケア

（外部カウンセラー
外部EAP機関等）

一次予防
予防と健康増進

二次予防
早期発見

三次予防
治療／職場復帰支援 4つのケア

ストレスチェック等によるセルフケア気づき早期発見
教育によるストレス対応 雇入時他

DBによる勤務状況管理等
状況把握

休職者・復職支援

リハビリ機関との連携確
（準備中）

DBによる情報提供

ラインケア教育（実践研修・e-learning）

医療機関との連携・専門医への紹介

メンタルヘルス研修
（講演会、オープンセミナー、ワークショップ）

外部EAP機関、外部カウンセラーによる相談等
（準備中）

ストレスチェック結果等に
基づく個人フォロー面談産業保険スタッフ、カウンセラー

事業場内スタッフのスキルアップ教育・研修

■メンタルヘルスケアへの取組みの全体像

リコー人事本部では、海外派遣者および帯
同者の健康管理の強化を目的として、総括
産業医、保健師による定期訪問（健康診断・

メンタルフォロー、現地医療状況の確認等）を実
施しています。2008年度は、新型インフル
エンザ対応を重点に訪問を実施しました。

沼津事業所では、沼津労働基準監督署が
主催する、リスクアセスメント普及事業に
委員長工場として参画しています。これは、
慢性化している労働災害の削減を目的と
した事業で、沼津署管内の企業（製造業等）

約700社を対象としています。2008年度
は、導入促進を図るために、わかりやすい
リスクアセスメント手順書、モデル事例集、
教育ビデオの作成に取り組みました。

海外派遣者の健康管理の強化
《リコー／日本・海外》

OSHMS先進事業所として
地域の安全衛生水準の向上に貢献

《 沼津事業所／日本》

安全衛生の確かな仕組みづくりを
全国の生産系事業所で展開

《リコーグループ／日本》

グループ安全衛生活動の
最適化への取り組み

《リコーグループ／日本》

メンタルヘルス対策の強化推進と
グループ展開

《リコー／日本》

リコーでは、すでに国内の生産系事業所4 ヵ
所（沼津、福井、御殿場、東北リコー）が、OSHMS
認定を受けていますが、2008年度はグルー
プ会社のリコープリンティングシステムズ勝
田事業所が認定取得しました。OSHMSは、
厚生労働省が普及を図っているもので、取得
には、事業所が安全衛生に関わるPDCAサ
イクルをしっかり回して、目標を達成し、継続
的に改善していく仕組みが構築されているこ
とが必要です。認定取得する事業所への支
援として、支援ツールの提供、内部監査の参
画を実施しています。既認定事業所では、マ
ネジメントシステム
のさらなる向上を図
るために、クロス（相

互）監査を実施して
います。
＜OSHMS認定事業所＞
2003年度：沼津事業所、福井事業所
2006年度：御殿場事業所
2007年度：東北リコー
2008年度：リコープリンティングシステムズ
　　　　　　勝田事業所

クロス監査
（東北Ｒによる御殿場事業
所の監査）

東北リコーでは、全社員の生活習慣病関連
の有所見率の低減に向けた健康づくりの一
環として、ウオーキングキャンペーンを毎年
行っています。また、ヘルシーメニューの提
供やメンタルヘルス講演会、各種球技大会
などの行事を実
施し、従業員のコ
ミニュケーション
を図っています。
2008年度は、通常のウォーキングより
20％消費エネルギーの多いノルディック
ウォーキングを取り入れました。

全社員を対象にした健康管理の活動
《 東北リコー／日本》

人事本部 森田総括産業医と高松保健師および中国の
現地スタッフ

社
会
と
の
調
和

環
境
と
の
調
和

誠
実
な
企
業
活
動

C
S
R
の
考
え
方

特
集

人
間
尊
重
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人間尊重 自主性と創造性を発揮できる環境づくり

リコーでは、1999年に社員満足度把握
を目的に第1回目の社員意識調査を実

施しました。2001年からは、グループビ
ジョンである「元気のいい会社」の状態を
定量的に把握・活用するために「やる気
のサイクル」の目指す姿をベースとして毎
年実施。2005年には、リコーとして強化

高い目標を掲げ達成できる「元気のいい会社」をつくるために
さまざまな人材を育てるマネジメントシステム改革を進めています

■ビジョンの共有と高い目標への主体的なチャレンジ ■社員の総合満足度

3.25
2008（年度）

（評価尺度）

200720062005

3.50

4.00 3.933.93

3.70

3.69

3.89

3.70

3.70

3.88

3.73

会社のビジョン戦略
の理解・共感

目標へのチャレンジ

意欲をもった仕事
への取り組み

3.88

3.73

3.77 3.783.78

（年度）

（評価尺度）

3.25

3.50

4.00 3.97

3.49

3.48

3.89

3.75

3.463.46

3.46

3.963.97 3.96

3.62

3.533.53 3.573.57
3.543.54

リコーで働く誇り

職場で働くことの
満足度

仕事に対する誇り

仕事を通じた自己
成長の実感

2008200720062005

3.76

4.044.04

3.65

3.593.59

ステークホルダー
お客様

株主

社会

パートナー
企業

成長し、成果が
出る環境

仕事を通じての
成長・自己実現

元気の
いい社員

元気のいい会社

・卓越した業績
・世界一の商品
・企業市民としての
   責任ある行動

チャレンジ
テーマの付与

ビジョン・
目標の共有 適正な評価

成果への誇り

主体的な
チャレンジ

■やる気のサイクル

　　　 2009年度の計画2008年度の実施状況とレビュー

●タイプ別人材育成の展開
①昨年度に引き続き、マネージャー教

育4コース「マネジメント力強化研
修」、「部下育成研修」、「QM研修」、

「人事労務管理研修」を展開しま
した。今年度は新任マネージャー
への展開を重点に行ったことに加え

「マネジメント力強化研修」「部下
育成研修」については、部長クラス
への展開にも注力しました。

②プロフェッショナル人材育成のため、
部長クラス、課長クラスを対象とし
た2種類の研修を実施しました。

●キャリア形成を促進する仕組み
①社員の自律的なキャリア形成と自

己成長への意欲高揚を図るため、
世代別に「キャリアデザイン30」

「キャリアデザイン40」「キャリア
デザイン50」研修をスタートし、そ
れぞれ411名、418名、201名が
受講しました。

②社員のキャリア形成に関するカウン
セリングを上記研修と組み合わせ
て試行しました。

●タイプ別人材育成の展開
①マネージャー教育については内容

の充実を図るとともに、下位職への
展開を進めます。

②プロジェクトマネージャー育成の
取り組みをさらに充実・強化する
ため、プロジェクトマネジメント研
修の体系的な見直しを行います。

③グループ内で行われている伝承活
動をとりまとめ、好事例の水平展開
を図ります。

●キャリア形成を促進する仕組み
キャリアデザイン研修が本格的にス
タートしたことを受け、「個人のありた
い姿・なりたい姿」と「組織目標」との
統合を図り的確な「方向づけ」を行うこ
とにより、社員一人ひとりが高い目標
にチャレンジすることを促進するため、
育成面談システムの充実を図ります。
●グローバル人材育成の展開
事業のグローバル化が急速に拡大し
ているため、グローバルに活躍できる
人材の必要性が高まっています。グ
ローバルに活躍できる人材育成のた
めの教育を充実します。

リコーグループのCSR憲章にある
「自主性と創造性の発揮できる豊
かな個性の尊重」に沿って、社員一
人ひとりが高い目標にチャレンジす
ることができる「元気のいい会社」
を実現するために、「やる気のサイ
クル」を回す人材マネジメントシス
テムの改革を進めています。基盤
事業での収益拡大と新しい事業領
域への挑戦など、リコーグループの
成長戦略を実現するため、7つの
人材タイプの輩出を目指しタイプ
別の育成プログラムを引き続き充
実していきます。

ステークホルダーである社員の満足
度を把握するための意識調査を実施

《リコー／日本》
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販売会社リコー香港では、多様な人材が
能力を発揮し適正に評価される環境と制
度が充実。たとえば、部門を横断して全
社的課題に取り組むコミッティの設置に
より、個人と会社の目標がリンクするよう

社 長

【 CSコミッティ 】
・ 部門間にまたがるお客様の困り事の
　 解決促進
・ 定期的CS調査  など

・ 重要戦略テーマの推進、支援  など ・ 全社CSマネジメント戦略の推進
・ Service Pledge実績モニター など

【 戦略コミッティ 】 【 パフォーマンスエクセレンスコミッティ 】

販売・顧客
サービス部門

技術
サービス部門 財務部門 マーケティング・

事業開発部門

ネットワーク
ソリューション
センター

IT部門 中央
サービス部門

に整合を取り、ともに成長できる環境を
作っています。また、BSC（バランスト・スコ

ア・カード）を利用した正当な評価が社員
のやりがいにつながっています。さらに、
個人の意見を経営活動に反映したり、部
門間の壁を作らないコミュニケーション
プログラムも活用。社員一人ひとりの能
力とモチベーションを高めています。

組織目標の達成

経営目標・戦略

組織能力の向上

社員の成果を最大化する

成果向上と成長の
同時実現のサイクル

役割と成果に応じた処遇

社員の能力を高める
組織目標の個人への
ブレークダウン

競争優位のための
スキル・コンピテンシー明示

育成プログラム
BLA*³

PDP*¹
DPI*²

賃金（給与・賞与） 資格 退職金

成果達成・能力向上へのインセンティブ

人
材
採
用

適
材
配
置

PLAN

CHECK

DO ACTION目標面談評価
（人事考課）

育成の実施

■人材マネジメントシステムの全体像

■リコー香港の推進体制

＊1：Professional Development Program　＊2：Development Program for Innovative Leader　
＊3：Basic License Assessment 

人材育成マネジメントシステム

リコーでは、成長戦略実現のキーとなる
人材タイプを①ビジネスリーダー（事業

トップ）②ビジネスリーダー（機能トップ） 
③新規事業創造リーダー ④プロフェッ
ショナル ⑤スペシャリスト ⑥プロジェク
トマネージャー ⑦マネージャー の７タイ
プと考えています。その育成には、人材マ
ネジメントシステムの改革が必要であり、
的確な「方向づけ」を行うための面談シス
テム、タイプ別に特性に応じた育成プロ
グラム、役割に応じた評価・昇格・任用
システムの仕組みづくりを始めています。

リコー光学では、スーパーサプライヤー
として世界のお客様に認められる存在で
あり続けるために、高度技能を有した社
員を計画的に養成し経験を積ませる仕
組みづくりを進めています。2008年度か
ら技能資格制度を導入し、「計画的な技
能養成→評価（検定）→レベルの格付け→
処遇改善」という仕組みをシステムとして
回しながら、技能伝承をより高いレベル
で確実に行えるよう取り組んでいます。

成長戦略を実現するため社員の
やる気を支援するシステムを構築

《リコー／日本》

人材育成・技能伝承の仕組みづくり
《リコー光学／日本》

個人の成長と企業の成長をリンクさせ
た人材活用の仕組みを継続的に改善

《リコー香港／中国》

すべき顧客起点などの行動様式の理解
度や実践度を把握するための項目を追
加。2008年には重点施策である｢健康・
安全」「技術・技能ノウハウの伝承」「CSR

活動」他12設問を追加して調査しまし
た。これらの調査結果を分析することで、
部門ごとの課題解決や、全社的な人材マ
ネジメントシステムの改善につなげ、社

員一人ひとりの満足度を高める仕組みづ
くりを進めています。その他にもグループ
各社ごとに社員調査を行い、各社ごとに
改善のサイクルを回しています。
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社会との調和 社会貢献活動

「リコー・サイエンスキャラバン」のスペシャルサイト
http://www.ricoh.co.jp/kouken/science_caravan/

設計技術者の指導のもと、コピー機の原
理を実験を通じて体感し、科学に関心を
持つ子どもを全国に数多く生み出してい
くことを目的としています。運営は、開催

地 近 隣のリ
コーグルー
プ社員がボ
ランティア参
加 で行って
います。

会  社
マッチングギフト

株  主
社会貢献積立金

社  員
給与・賞与の端数

市村自然塾 関東
リコー・サイエンスキャラバン
森林生態系保全プログラム

社会貢献クラブ・FreeWill

さまざまな社会貢献活動を通じて、
“人と地球を大切にする心と行動”を育んでいます

実験前、子どもたちにコピー機の原理の説明を行う
リコー社員

リコー・サイエンスキャラバンの詳細は、http://www.ricoh.co.jp/kouken/science_caravan/をご覧ください。

市村自然塾関東の詳細は、http://www.szj.jp/をご覧ください。

リコーグループでは、会社、社員、
株主が三位一体となって社会との
コミュニケーションを図り、より豊
かな社会の創造にお役立ちするこ
とを社会貢献活動の理念としてい
ます。この理念に基づき「地球環境
保全」、そして「青少年の健全育成」
を二つの柱に据えた社会貢献活動
を展開しています。実際の活動で
は、一人ひとりの社員が、人を、地
球を大切に思い、社会の役に立ち
たいと願い、行動しています。そし
て、リコーグループが事業活動を通
じて培ってきた知識・技術・人材
などの企業能力を活用することによ
り、地域や国境を越えて実践され、
グローバルな活動となっています。

リコーには、安定した継続性のある社会
貢献活動の取り組みを支える、「社会貢
献積立金制度」があります。1998年の
株主総会で承認されたこの制度に基づ
き、取締役会で利益処分案の承認を受
け、利益の一部を「市村自然塾 関東」「リ
コー ･サイエンスキャラバン」「森林生態
系保全プログラム」の３つの社会貢献活
動に活用させていただいています。

リコー・サイエンスキャラバンは、科学体
験プログラムを軸に、全国で展開してい
る活動です。この活動は子どもの“理科離
れ”が懸念される現代において、リコーの

リコー・サイエンスキャラバン

社会貢献積立金制度

生きる力を大地から学ぶ「市村自然塾」

●「コピー機になってみよう！」を
9,000人以上が体験

■三位一体となった社会貢献プログラム

「コピー機になってみよう！」は、サイエ
ンスキャラバンの人気プログラムで、コ
ピー機の中で行われる6つの手順（静電

気の力で絵が複写される仕組み）を、実験を通
じて体感することができます。前年度は
年間3,000人程だった体験者が、2008
年度は9,000人を越えました。

神奈川県と佐賀県の2 ヵ所に開設してい
る「市村自然塾*」では、“生きる力を大地
から学ぶ”を基本理念に掲げ、プログラム
を展開。3月から11月までの隔週末、さ
まざまな年齢の子どもたちが自然塾施設
で二泊三日の共同生活を送りながら、種
まきから収穫まで農業の実体験をするこ
とで、自然の尊さ、収穫の喜び、食すこと
への感謝を体感します。自然塾の運営に
あたっては、世話人と呼ばれる塾の職員
の他、リコーグループ社員のボランティア
も参加し、「指示しすぎず」「命令しすぎず」

「教えすぎず」「世話を焼きすぎず」を基
本姿勢とし、3つの心（自然を慈しむ・相手を

思いやる・社会のルールを守る心）と2つの力（自

分のことは自分でやる・安全と危険を知る力）を
育んでいます。子どもたちが「家事を率先
して手伝うようになった」「自信をもって自
分の意見を言えるようになった」など保護
者の方の感想もいただいており、子どもた
ちの自立心、責任感、協調性などが育って
きています。関東の自然塾は、2009年で
8年目を迎えますが、これまでに男女合わ
せて350名を上回る子どもたちが巣立っ
ています。また毎年一人ひとりの年間平
均出席率は90％以上を維持しており、こ
れは子どもたちはもちろん、保護者の方々
にも自然塾が意義ある活動として理解さ
れている結果だと考えています。
＊リコー・三愛グループの創業者・市村清の生誕100
周年を記念しNPO法人として設立
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けでなくコーチ育成にも力を注ぎましたが、彼らは私が帰国し
た今も、教える喜び、指導した選手が成長していく姿を見る楽し
みを感じながらコーチをしています。それが中・長期的にジンバ
ブエのバレーボールの発展・底上げにつながると信じています。
数年後にジンバブエを訪れ、成長したみんなと一緒に、ぼろぼ
ろのボールと荒れたグラウンドでバレーボールをするのが楽し
みです。この体験を通じて、どんな時でも前向きでお互いの良い
所を見る彼らに支えられ、励まされて、積極的に自分自身から動
くことができました。そんな風に私自身も周りの人が前向きに動
けるような環境づくりができる人になれたらと思っています。今
は横浜ビーチバレー連
盟の立上げメンバーとし
て、ジンバブエでの経験
を活かして地域とトップ
選手の架け橋になるつ
もりです。

● 10周年を迎えたFreeWillの活動
2009年を迎え、10年間の活動を行っ
てきたFreeWillは「サンタプロジェクト」
と称した10周年記念企画を実施します。

「サンタプロジェクト」ではグループ社員
のひとりひとりがサンタクロースとなり、
今までつながりを保ってきた支援先団
体様にお礼の気持ちを
込めた物品寄贈や、活
動でのお手伝いを実施
します。

動だけでなく、支援先NPOと協働したプ
ログラムを展開することで、さらなる社員
参加型の社会貢献活動を目指します。

支援先の例：障がいを持つ人たちへ生きがいと働く楽
しさを提供している奥戸福祉館

2007年にカンボジアのルッセイスロック地区へ寄贈し
た FreeWill学校

FreeWill学校へ通う子ども達にも「サンタプロジェクト」
で社員からの寄贈品が届く

FreeWillの詳細は、http://www.ricoh.co.jp/kouken/freewill/をご覧ください。

社会貢献クラブ・FreeWill（以下FreeWill）

は、1999年1月に結成された社員主導
の草の根活動支援組織です。会員社員は、
毎月の給与と賞与の端数（給与の100円未

満、賞与の1,000円未満）を献金し、集まった
資金をさまざまな分野で取り組みを行っ
ているNPO、NGOの支援を中心に、広く
社会貢献活動に役立てる仕組みです。こ
れまでの支援は総額2,660万円以上、延
べ230団体にのぼります。今後は寄付活

リコー 社会貢献クラブ・FreeWill

私は、2006年10月より1年半アフリカ南
部のジンバブエという国でバレーボールの
コーチをしていました。主には大学に所属し、大学のバレー部と
近隣の小-高校を巡回し教えながら、社会人クラブ・選抜・ナショ
ナルチームまで指導していました。私が常に意識していたのは、
スポーツの3つの喜び、「プレイする喜び」「観る喜び」そして「教
える喜び」を感じてもらうことでした。しかし、実際は今までしっ

かり教えられたことの
ない彼らが日に日に成
長する姿を見て、私が
日本で感じたことのな
い「教える喜び」を感じ
ていました。持続可能
な発展のため、選手だ

社員の自発的な社会貢献活動をバックアップするボランティア休職制度　《リコー／日本》

練習風景ジンバブエ代表合宿で（後列左：本人）

「ジンバブエのバレーボールの発展の
ために休職制度を利用」　柏木 正樹
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社会との調和 社会貢献活動

の特性を活かし、緊急時の人命救護活
動で社会のお役に立つための全社統一
のプログラムを設け、救急技能検定の
全員取得を目指しています。実際に検定

を取得した社
員が、人命救
助をした事例
もありました。
また取得した
技能を忘れな
いように継続
研修をこれか
らも行ってい
きます。

日本

ITサービスプロバイダーであるリコーテ
クノシステムズ（RTS）は、全国14支社
410拠点で、「人と技術」を強みとして地
域に密着した事業活動（機器の保守活動や

業務の改善提案）を展開しています。RTS
では、「全社員が自分にできることで社
会に貢献する」ことが社会貢献活動のあ
るべき姿と考えています。例えば、RTS
は全国で約5,000名のCE*が、日常的
に車両で移動しているため、つねに社会
と接する機会があります。その事業活動

地域密着型の社会貢献活動をグローバルに
各グループ会社が自発的に展開しています

リコー秘書室では心身障がい児を励ま
し、サポートを続けている（財）東京都青
年文化協会の主催する「こどもの日の集
い」の主旨に賛同し、1990年から支援を
続けています。
毎年、室員がぬいぐるみ、おもちゃ、クレ
ヨンセットなど子どもたちへのプレゼン
トになるものを持ち寄り、同協会にこれ
を贈っています。

「障がい児へのプレゼント」を
18年間継続

《リコー／日本》

事業活動の特性を活かし
緊急時の人命救護活動を展開

《リコーテクノシステムズ／日本》

高校生の職場体験の様子

リコーテクノシステムズ（RTS）東北支社
は、2008年12月に仙台市と気仙沼市
の小学校で、「理科実験教室」の授業を
行いました。｢感熱紙って酸性？アルカリ
性？｣というタイトルで、溶剤を混ぜたり
熱したりして、感熱紙印刷の仕組みを学
ぶものでした｡ 子どもたちは、普段の授
業ではできない実験で、｢理科は面白い｣
ということを実感したようです。

小学校で理科実験教室の
出前授業を実施

《リコーテクノシステムズ／日本》

学校教育における人材の育成を支援
《リコーユニテクノ／日本》

リコーユニテクノ（RUC）では、小・中・高
等学校や大学で学校教育の一環として実
施されている社会科見学や職場体験学
習、産学実習を積極的に受け入れていま
す。例えば、職場体験学習では、実際に生
産ラインで仕事をしてもらい、もの作りに
携わった誇りや満足感、仕事をすることの
心構え等を体験できるように、実習の仕
組みをつくり、将来を担う人材の育成支
援を通して地域貢献活動を行っています。

＊CE（カスタマーエンジニア）：お客様にご導入いた
だいているOA 機器などがいつも順調に動くように定
期点検、訪問修理を担当。

1,000

2006年度末 2007年度末 2008年度末

目標
実績

2,000

3,000

名

1,520

1,000

2,000

3,000

3,210

2,070

■資格取得の目標と実績

※2008年度までの目標3,000名は、従業員の30％
以上という消防庁のガイドラインを参考としています。

救命措置で呼吸を再開させ、人
命救助で表彰された九州支社 
福岡西SS 大曲 和則
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『RTSエコ・リターン』は、現在ゴミと
して焼却処理されている、ペットボトル
のキャップを全国各地域ごとに社内便
ルートを利用して回収する仕組みです。
新たなCO2の発生を抑止、そのキャップ
の売却資金と会社からの活動支援金を
マッチングし、各地域に還元することで、
各地域の環境保全（生態系保全）活動に活
用しています。

リコーリースでは株主様への優待制度と
して半期ごとに図書カードやクオカード
をプレゼントしていますが、2005年から、
その使用金額の一部を国土緑化推進機
構「緑の募金」に寄付しています。これに
より、株主様がカードをご利用いいただく
ことが寄付金を増やしていくことになり、
カードの有効活用を促すとともに、社会
貢献意識の高まりを期待しています。

株主優待を利用した
社会貢献活動

《リコーリース／日本》

社内便利用で
ペットボトルのキャップを回収 

《リコーテクノシステムズ／日本》

リコーグループ各社は、10月17日〜
19日にかけて、国連ミレニアム開発目標

（MDGs）達成のための「スタンド・アップ・
テイク・アクション」キャンペーンに5社
269人が参加しました。このキャンペー
ンは、世界中の人々が立ち上がり、貧困
削減とMDGs達成を訴えるものです。全
世界では、約1億1700万人が参加した
と言われています。

世界規模で行われたスタンドUP
キャンペーンにリコーグループも参加

《リコーグループ／日本》

コンテストでは、グランプリの健康管理
支援システムをはじめ、広告ビジネスや
セキュリティ分野に応用できるQRコー
ドを使ったドキュメント管理システム、エ
コを考えCO2の排出量をパネルに表示
したコピーのCO2排出量可視化システ
ムなど、独創性や実用性に優れた作品
が多数発表されました。北海道情報大
学の複合機とバランスWiiボードを使っ
た「健康管理支援システム」がグランプ
リを獲得しました。2009年度はオープ
ンコンテストとして引き続きこのコンテ
ストを開催する予定です。
リコーヨーロッパでも同様のコンテスト
を2004年より開催しており、これまで
延べ70以上の大学、500人以上が参
加しました。2008年の審査は技術の先
進性とマーケティングの視点の両面か
ら行われ、5カ国（フランス、ドイツ、ハンガ

リー、ノルウェー、スペイン）の学生が決勝に
進出しました。そしてハンガリーの学生

リコーでは2008年、大学生を対象とし
てデジタル複合機の上で動くアプリケー
ションの開発を競うJavaプログラミン
グコンテストを開催し、延べ34名が参
加しました。これは組み込みソフトウエ
ア開発の技術力向上を図るとともに、こ
れらを支える人材育成を支援すること
を目的としています。参加チームにはリ
コーから開発キットの無償提供や複合
機の貸出などを行いました。

日本のグランプリ受賞者
（北海道情報大学大学院メンバー）

プログラミングコンテスト開催
による人材育成

《リコー／日本、リコーヨーロッパ／欧州》

の「解答用紙のマークの光学読み取りシ
ステム」が実現性、技術面、ビジネス可
能性が高く評価されてグランプリを獲得
しました。参加者からは「プログラミン
グを実際のビジネス環境の中で行う実
践的な機会としてすばらしい」と評価を
いただき、また、過去に参加した学生か
らは、「このコンテストがなかったら今の
仕事にはついていなかった」といった声
も聞かれました。

欧州のグランプリ受賞者（中央の3人）

リコーエレメックスのみなさん
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社会との調和 社会貢献活動

販売会社リコードイツは、2008年 11
月の1週間、社員食堂で環境にやさし

販売会社ゲステットナー南アフリカの
社員は、2006年より親のいない子ども
たちが保護されている施設への支援を
行っています。
この施設は、す
べての子ども
たちが愛情と
思いやりに満
ちた家庭を持
つ権利がある
という信 念の
もと、南アフリ
カに蔓延するHI V／AIDSによって病気
や孤児になった子どもたちの生活を支え
ています。
同社は、子どもたちの自尊心を高め、生

い食事（エコミール）を提供するキャン
ペーンを実施しました。地元の農家を
支援するとともに、不要な輸送を行わ
ないことを目的に、エコガイドライン

に沿った食材を選び、サプライ
ヤーの社名や連絡先を食堂に
表示しました。

活を改善することを目的に、子どもた
ちのためにクリスマスや復活祭のパー
ティーの開催、衣類やおもちゃのプレゼ
ント、定期的な食料品の購入などを行っ
ています。また、同社からの毎月の寄付
金は、子どもたちの教育や医療費、施設

の改修にも役
立てられてい
ます。
2008 年 は、
社員がボラン
ティアで施設
の改装作業を
行 いました。
これまで は、

乳児を含む55人以上の子どもたちが大
部屋を共有して使っていましたが、個室
を作り、最大でも4人で共有する形式に
改装しました。同社は、シーツや毛布、

照明、カーペットなど個室に必要な備品
を提供し、社員たちが部屋の掃除や家
具の移動、洋服の整理などの作業を行
いました。
2008年の寄付額は、開始当初の5倍に
増え、社員の地域コミュニティーに対す
る意識も年々高まっています。また、同
社の支援は、地元コミュニティーの施設
に対する関心を高めることにもつながっ
ています。2009年以降もさらに活動範
囲を広げ、支援を継続する予定です。

ヨーロッパ

社員食堂で環境にやさしいメニューを提供
《リコードイツ／ドイツ》

子どもたちの施設を継続して社員が支援
《 NRG ゲステットナーサウスアフリカ／
南アフリカ》

■対象：欧州／中近東／アフリカ　■地域統括会社：Ricoh Europe PLC

また、食堂の利用者に環境にやさしい
健康的な食物の購入を勧めるチラシを
作成し、テーブルやカウンターに置くこ
とで社員の環境にやさしい食事に対す
る意識を高めました。このエコミール・
キャンペーンは日常生活の中で環境と
人にやさしい活動を実現するとともに、
間接的に地域農業の振興にもつながっ
ています。
このキャンペーンは社員から非常に好
評で、期間中の食堂利用者のうち約
25％がエコミールを選んでいました。
また食後のアンケートでは、エコミール
を食べた社員のうち90％がもう一度こ
のキャンペーンを実施して欲しいと答え
ています。同社では、エコミールの提供
を今後も定期的に行う予定です。エコミールを説明したチラシ
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販売会社リコーフランスは、2008年11
月に社員約30名が、会社の近くの池と
その周辺の環境保全活動を行いました。
活動の際は、動植物や緑地の保全を行
うNGOのエスペースと協力し、参加し
た社員は、NGOスタッフとチームを組
み、池の清掃や葦の移植、池の中に枯葉
が落ちることを防ぐつい立作り、雑草の
刈り取り、階段の設置などを行いました。
また、作業に必要な機具や材料は、すべ
て同社が購入して、提供しました。
この作業により、池周辺の環境が改善
し、歩行者の安全確保にもつながりまし
た。また、社員の環境保護への意識も高
まり、同団体のボランティア活動に参加
するようになった社員もいました。
同社は、今後も継続的に同様の活動を
実施する予定で、2009年は100名以
上の社員の参加を目指しています。

生産関連会社リコー UKプロダクツに
は、社員が自分の支援する団体へ寄付
を集めるためのイベントを企画・開催
し、集まった寄付金に会社が追加して
寄付する「トップアップスキーム」という
仕組みがあります。地域への貢献と社
員の志を支援するため2003年 9月に
始まったこの仕組みは、これまでに150
人以上の社員が利用し、寄付金の総額
は、60,000ポンド（約1000万円）になっ

生産関連会社リコーインダストリーフラ
ンスは、2003年より「エコクリーニッ
ク」と題して、子どもたちの工場見学を
受け入れ、原料の削減や再利用、廃棄
物の管理など同社の環境への取り組み
を紹介しています。2008年12月には、
地元の高校から、環境経営におけるIT
技術の役割を学びたいとの依頼を受け
ました。社員へのインタビューと工場見
学を通し、26人の生徒たちがIT技術が
データベースや二酸化炭素排出量測定
など、さまざまな環境活動に結びついて
いることを学びました。この結果、生徒
たちは「IT関連職業や技術が環境経営
を支える」と題したブログを制作しまし
た。このブログは、全国の高校生が参加
するIT技術の企業活動への寄与を説明
するブログコンテストで4位入賞を果た
しています。

2008年 12月、販売会社リコースペイ
ン本社は、社員による献血活動を実施し
ました。「血液バンク」を運営する地元の
保健局から献血車を手配し、メールの送
付や全フロアにポスターを貼るなど、社
員だけでなく、同じビルに入居する他企
業にも参加を呼びかけました。
同社による献血活動は、社員が社会へ
の関心を高める目的で行っており、2回
目となる今回は、本社社員の約15％に
あたる46名が参加しました。
採取された血液は、地域の病院で交通
事故や手術の際に利用されます。地域
コミュニティーと協力し、他企業の社員
を巻き込んだ活動は、地元保健局からも
高く評価されています。

社員の募金活動を会社が支援
《リコー UKプロダクツ／イギリス》

子どもたちに環境への取り組みを紹介
《リコーインダストリーフランス／フランス》

社員による池の清掃や環境整備
《リコーフランス／フランス》

献血キャンペーン
《リコースペイン／スペイン》

ています。2008年は、55人の社員が、
カレーパーティーを開いたり、チャリ
ティーマラソ
ンに参加した
りすることで
寄 付を集め、
トップアップ
スキームを利
用して、会社
とのマッチン
グ をあわ せ、
地元の病院や 寄付を集めるためにカレーパーティーを開く社員

ホスピス、ホッケークラブなどへの寄付
を行いました。
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社会との調和 社会貢献活動

■対象：北米／中米／南米　■地域統括会社： Ricoh Americas Corporation

販売会社リコーカナダは、社員の地元コ
ミュニティーへの貢献を促すため、コミュ
ニティーベースで活動するNGOのユナ
イテッド・ウェイへの支援を行っていま
す。この活動は「ユナイテッド・ウェイ キャ
ンペーン」として、1998年より開始し、
カナダ各地で社員に説明会を実施し、寄
付を募ってきました。
2008年10月〜12月には、寄付と社員
参加を促すキャンペーンとして、パンケー
キ朝食会、ゴルフトーナメント、ボーリン
グ大会などのイベントを開催しました。
その結果、2008年のキャンペーンへの
参加者は全社員の65％にあたる580
人となり、会社のマッチングも含めた寄

販売会社リコーコロンビアでは、2007
年 4月に社員６名からなる「ヒューマン
タレントチーム」を結成し、持続可能な
社会貢献活動の検討
を開始しました。数回
に渡る話し合いの結
果、会社に支援要請が
あったNPOの中から、
ボゴタにある高齢者支
援施設への支援を決
定しました。60名の高
齢者がいるこの施設は
他からの支援が少ない
ため、同社からの支援
に意義があると考えた
からです。その後、社

付額は、166,490カナダドル（約 1,270

万円）となりました。この寄付は、同団体
が行うコミュニティーでの子どもや女
性、高齢者の支援、移民の定住支援など
に使われています。
また、同社では年に２回「思いやりの日」
を設け、社員が地元で
の活動に参加できるよ
う後押ししています。こ
れまでに、高齢者への
食事支援、同団体の支
援する施設の庭仕事、
コミュニティーセンター
での作業など、社員が
さまざまなボランティア
を行っています。
10年間続く活動の結
果、2008年の寄付額

員2名が施設を訪問し、必要な支援の
調査も行いました。
2008年にはチームメンバーが10名と
なり、活動の第一歩として、10月に収
入の少ない高齢者6名を会社に招待し、

2日間に渡り、手作業を一緒に行いまし
た。収入の一助となるよう作業代をお
渡しし、お礼としてシャツ30枚も寄付し
ました。
また社員の訪問を通し、高齢者が楽し
めるような娯楽用品がないことがわかり
ました。そこで、2009年 2月には「愛
のゆりかご」キャンペーンと題して、社員
から寄付を募り、施設にボードゲームを
プレゼントし、3月には施設を訪問して、
交流をはかりました。今後は、2 ヶ月に
1度、チームや他の社員が施設を訪問
し、高齢者の方々と交流するなどの活動
を継続する予定です。

アメリカ

NGO支援を通し、
コミュニティーに貢献

《リコーカナダ／カナダ》

は開始当初から倍増しており、今では、
社員でユナイテッド・ウェイを知らない
人はいないと言うほど浸透しました。今
後は、より多くの社員が、各自のコミュニ
ティーへの貢献活動を行えるような仕
組みづくりを進めていく予定です。

高齢者への収入支援と交流
《リコーコロンビア／コロンビア》

57 リコーグループ社会的責任経営報告書2009



備などを行いました。子どもたちが他の
人の役に立つという体験を共有するこの
イベントは、親子ともに大変好評で、子ど
もたちが継続的にボランティアに関わる
きっかけにもなっています。

加しました。2008年7月には、カリフォ
ルニアの海岸沿いにある野生生物保護
区であるボルサチカ地区の整備を行いま
した。社員やその家族・友人70名が集
まり、外来種の植物を取り除き、土地固
有の植物が育ち、野生動物や鳥たちが住
むための環境を整えました。HOPEチー
ムは、各活動の実施後、参加社員の割合、
ボランティアの満足度調査、地域社会か

地域統括会社リコーアメリカズコーポ
レーションのニュージャージー本社と
ジョージア本社では、社員の子どもたち
を職場に招待し、家族に仕事への理解を
深めてもらうためのイベントを行っていま
す。2008年 4月に行われた同イベント
では、同社のCSR活動を知ってもらうた

生産関連会社リコーエレクトロニクスに
は、社員による社会貢献チーム「HOPE」
があり、チームメンバーが主体となって、
さまざまなボランティア活動を企画・実
施しています。2008年は19の活動を行
い、延べ780人以上の社員や家族が参

ウルグアイの物流拠点リコーディストリ
ビューションセンター（RDC）は、地元の小
学校が参加する「再生紙プログラム」に協
力し、リサイクル用紙で子どもたちにノー
トを寄贈する活動を行っています。2008
年3月から始まったこのプログラムは、
参加する96の小学校の生徒と教師たち
が家庭や近隣の商店から新聞や使用済
みの紙を集め、地元のリサイクル工場で
ノートや再生紙、トイレットペーパーなど
の紙製品を作るというものです。再生さ
れた紙製品は、地元の貧しい公立学校に
寄贈されています。同社は、このプログラ
ムに協力し、社内で使用した紙を集めて

地域統括会社リコーアメリカズコーポレー
ション（RAC）は、小学校に出向いて経済の
知識や働くための心構えを教え、子どもた
ちが社会で働く準備を支援する団体「ジュ
ニア・アチーブメント」の活動をサポートし
ています。社員が行う授業では、努力や勉
強が成功につながることや生涯に渡り勉強
することの大切さも伝えています。

地域で集めた紙で
リサイクルノートを小学校に寄贈

《リコーディストリビューションセンター／
ウルグアイ》

働くこと、勉強することの意義を
子どもたちに知ってもらう活動を支援

《リコーアメリカズコーポレーション／
アメリカ》

社員とその子どもたちが一緒に
地域のボランティア活動に参加

《リコーアメリカズコーポレーション／
アメリカ》

HOPEチームによる
社会貢献活動を展開

《リコーエレクトロニクス／アメリカ》

提供し、学校から集まった紙も含めて、工
場への輸送も行っています。2008年10
月には、45の公立学校の子どもたちに対
し、再生ノート373冊の配布も行いまし
た。このプログラムは、貧しい家庭の子ど
もたちへ学習に必要なノートを配布する
だけでなく、リサイクル製品への需要を増
やし、子どもたちが環境への配慮を知る
きっかけとなっています。

め、社員とその子どもたちが、地域のボラ
ンティア活動を行いました。ニュージャー
ジー本社の社員と子どもたちは、トラウ
マや病気、障がいを持つ子どもたちを歌
や絵画などの芸術活動を通して支援する
団体に協力し、装飾の準備や垂れ幕の制
作、パンフレットのコピーなどの作業を行
いました。ジョージア本社では、恵まれな
い子どもたちにサマーキャンプ活動を提
供している団体の支援として、参加する
子どもたちが使用するキャンプ用品の準

らの評価などを指標にした活動評価も
行っており、より多くの社員が地域社会
に貢献できるよう活動を推進しています。
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社会との調和 社会貢献活動

は36名が2週間に１度、学校を訪問す
るメンバーとして登録しています。社員
のサポートの結果、子どもたちは自信を
得、自尊心を高めることができています。
2008年には、就業体験プログラムも実
施し、同校の12歳の男の子が、同社の
IT部門にて業務体験を行いました。今後
も、プログラムを継続し、子どもたちに就
業体験と技術の習得の機会を提供して
いきたいと考えています。

生産関連会社リコーアジアインダスト
リー（RAI）は、2004年より、定期的に工
場の近くにある公園において、外来植物
のミカニア・ミクランサの除去活動を行っ
ています。ミカニア・ミニクランサは、草
木にからみつき、覆われた草木は日光や
水分も取れなくなり枯れてしまうため、植
物の殺し屋と言われるほどです。同社のあ
る深圳の多くの公園は、この植物の被害
を受けており、地域社会の環境保全に貢
献しようと、2004年に同社の社員約20
名が除去活動を始めました。2008年に
は、華南地域にあるリコーグループの生
産及び販売会社が協同で実施する大きな

地域統括会社リコーチャイナ（RCN）では、
上海地区を中心に環境啓発活動を実施
しています。RCNの環境教育プログラム
の特長は、子どもたちと対話形式でともに
考え、発言や発表をしてもらうことです。
2008年は、小学生1,240人を対象にし
た2日間のプログラムで、自分たちができ
る環境保護活動を話し合ってもらい、自ら
行動を起こすきっかけを提供しました。

販売会社リコーオーストラリアの社員
は、近隣にある特別支援学校で、ボラン
ティアを行っています。社員たちは、昼
休みを利用して、身体障がい児や病気の
子どもたちに自信とコミュニケーション
力を高める支援をしています。この活動
は、2007年に１人の社員が始め、現在

地域統括会社リコーアジアパシフィック
と販売会社リコーシンガポールの「地域
貢献クラブ」のメンバーは、社会貢献活
動として、家庭の問題や虐待のため保護
をされている子どもたちを支援するため、
社員に寄付を呼びかけました。
子どもの日とイスラムのお祭りをお祝い
し、集まった寄付金で日用品を入れたギ

中国

アジア・パシフィック

■対象：中国　■地域統括会社：Ricoh China Co.,Ltd

■対象：東南アジア／オセアニア　■地域統括会社：Ricoh Asia Pacific Pte Ltd

グループ会社と連携して
公園での外来植物の除去活動

《リコーアジアインダストリー／中国》

子どもたちの自発的行動を促す
環境啓発活動を継続的に展開

《リコー中国／中国》

施設の子どもに日用品をプレゼント
《リコーアジア・パシフィック／シンガポール》

障がいや病気の子どもたちの
コミュニケーション力を支援

《リコーオーストラリア／オーストラリア》

活動になり、10月に実施された梧桐山森
林公園での作業には、リコーグループ9
社から、約200人の社員が参加しました。
除去作業時には、活動に関心を示した一
般の登山者にミカニア・ミクランサの被害
を紹介するなど、地元住民の理解促進も
心がけました。継続的に行われてきたこ
の環境保護活動は、リコーグループ独自
の活動から、他企業も参加し始めるなど、
さらなる広がりが生まれており、社会的な
環境意識の向上にも貢献しています。

フトバッグをプレゼントしました。ギフト
バッグには、カバン、傘や水筒、タオルの
基本セットに加え、石鹸・歯ブラシセット
と文房具セットが入っており、3つの施
設、222人の子どもたちに渡しました。
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社会とのコミュニケーション　　　　　　　　株主とのコミュニケーション

社員とのコミュニケーション　　　　　　　　

社会との調和 ステークホルダーコミュニケーション

バーとして参画し、たくさんの参加者
と学ぶ場を作ることができました。
また、リコーでは2006年より「持続可
能な社会を共創するために」をテーマ
として、地球環境月間シンポジウムを
開催しています。３回目となる2008
年はリコーが支援する森林生態系保
全プログラムの一つ「ガーナの熱帯雨
林回復プロジェクト」の講演と「地域社
会の持続的発展に期待される企業の
取り組み」についてパネルディスカッ
ションが行われ、他企業やNPOの方
を含む約180名が参加しました。

リコーはグローバル・コンパクト（GC）

の加入企業として毎年GC原則の実
行状況をステークホルダーに報告す
るコミュニケーション・オン・プログ
レス（COP）の提出を行ってきました。
2008年からはジャパン・ネットワー
クの理事企業の一員として他の企業
と相互にCSRのレベルアップを図ると
ともに、広報委員会の幹事として広く
社会へGCの理念を発信しています。
2008年11月に開催した「サステナ
ブルな社会の構築を目指して〜企業
と投資家に求められるもの〜」という
テーマで開催されたシンポジウムでは
企画から会場提供、運営まで中核メン

社員にリコーのCSR活動を知っていただき、今後の活動が
どうあるべきかを考える場として「CSR報告書を読む会」を
企画しました。工場の生産部門から設計、販売、スタッフ部
門などさまざまな分野にわたり延べ100名を越える社員と
Face to Faceでコミュニケーションができました。参加者か
らは「リコーグループ内でのいろいろな取り組みについてよく
わかった」との声も多く聞かれ、CSRの重要性も理解してい

ただきました。また、
より多くの社員に伝え
るために報告書のPR
や配布方法について
の工夫を求める意見
もいただきました。

株主総会には、全株主の皆様が
参加するわけではなく、広くご意
見をいただくことは難しいことで
した。これまでは定期的に発送す
る中間報告の際にWebアンケー
トを行っていましたが、数十件程
度の回答にとどまっていました。
2008年は回答のしやすさを考慮
してハガキの回答用紙を添付した
ことで、650名を越える株主様の
声をいただきました。リコーに対
する励ましや改善点、ご要望など
株主のみなさまの貴重なご意見を
いただくことができました。

リコーテクノシステムズでは、組織の規模が次第に大きく
なるなかで、風通しが良く一体感のある組織風土づくりを
するため、2002年に「トップダイレクトコミュニケーショ
ン（TDC）」をスタートさせました。狙いは「トップ幹部の考
えが社員の一人一人に伝わること」「社員の考えがトップ
幹部に伝わること」「トップ幹部が現場の問題や要望・提
案を共有し、現場の声を経営に反映すること」の3つです。
2008年度は、142拠点に
訪問し、TDCを実施。社
員から提起された問題に
対して、該当部門の責任者
と経営幹部が、フォロー検
討会を開催しています。

さまざまな機会をとらえ、
地道なコミュニケーション活動を継続しています

より多くのご意見をいただく
ための株主アンケートの改善

《リコー／日本》

国際機関、シンポジウムなどを
通じた社会への働きかけ

《リコー／日本》

生物多様性についてのシンポジウム

社員との「CSR報告書を読む会」を開催
《リコーグループ／日本》

トップと社員とのダイレクトコミュニケーションを継続
《リコーテクノシステムズ／日本》

（年度）
0

100

50

200

150

250

2007 2008

142

237

124

212

A B

TDC実施件数 　     問題提起件数A B

やしろ工場でのCSR報告書を読む会の様子

誠
実
な
企
業
活
動

C
S
R
の
考
え
方

特
集

環
境
と
の
調
和

人
間
尊
重

社
会
と
の
調
和

60リコーグループ社会的責任経営報告書2009



資料 ―①

2008年度（2009年3月期）の業績ハイライト

2009年
3月期

2009年
3月期

その他
1,430億円
（6.9％）

その他
1,270億円
（6.1％）

海外
11,533億円
（55.1％）

米州
5,028億円
（24.0％）

欧州
5,234億円
（25.0％）

日本
9,383億円
（44.9％）

画像ソリューション
15,986億円
（76.4％）

ネットワーク
システムソリューション
2,344億円
（11.2％）

画像＆ソリューション
18,330億円
（87.6％）

産業
1,155億円
（5.5％）

●地域別売上高

●分野別売上高

（％）

（円） （円）

連結配当性向

0

50

100

150

0

45

30

15

17.817.8 18.118.1 18.318.3
22.622.6

365.9

2006年
3月期

132.33
24.0

2007年
3月期

153.10
28.0

2009年
3月期

9.02
33.0

2008年
3月期

146.04
33.0

10

15

20

●一株当たり配当金（右軸）B●基本的一株当たり当期純利益（左軸）A

2005年
3月期

112.64
20.0

A B

（％）

（億円）

営業利益率

売上高

（億円）

営業利益
当期純利益

当期純利益率

●海外（左軸）B

●営業利益（右軸）C

●当期純利益（右軸）D

●日本（左軸）A

0

5,000

10,000

15,000

20,000

0

500

1,000

1,500

2,000

7.3 7.8

5.15.14.64.64

8
6

2
0

2005年
3月期

8,411
18,074

9,662

831
1,311

2006年
3月期

9,662
9,430

19,092
1,485

970

2009年
3月期

11,533
20,916

9,383 745

65

2008年
3月期

12,039
22,199

10,160
1,815

1,064　

8.48.4

5.45.4
4.84.8

2007年
3月期

10,666
20,689

10,022
1,743

1,117

8.2

3.6

0.30.3

A C D

B

売上高は、景気後退や円高の影響を大きく受け、画像＆ソリューション分野をはじめ、すべての事業分野で減収。全体では前期比5.8％減少の20,916億円。国内売上
高は前期比7.6％減少の9,383億円、海外売上高は前期比4.2％減少の11,533億円。営業利益は、売上高減少に加え、販売体制の強化、プリンター事業領域の拡大
および構造改革などによる費用増で、前期比58.9％減少し745億円。当期純利益は、為替差損の影響や有価証券の評価損などによる営業外損益悪化の影響などもあ
り、前期比93.9％減少の65億円。

年間配当金については、前期と同額の1株当たり33円00銭を継続。

■ 売上高・営業利益・当期純利益・営業利益率・当期純利益率推移

（％）

（億円）

株主資本当期純利益率（ROE）

総資産税引前利益率

●純資産B●総資産A

10.010.0

6.9

10.610.6

7.6

11.011.0
8.1

0

5,000

10,000

20,000

15,000

25,000

2005年
3月末

19,536
8,629

A B

2006年
3月末

20,411
9,602

2007年
3月末

22,434
10,709

2009年
3月末

25,134
9,753

2008年
3月末

22,143
10,801

0

4

8

12 9.99.9

7.8

0.60.6

1.31.3

■ 総資産・純資産・総資産税引前利益率・
株主資本当期純利益率（ROE）

■ 一株当たり当期純利益・配当金・
連結配当性向推移

当期純利益の大幅な減少の影響を受け、ROEは前期の9.9％から大きく下落し、
0.6％。総資産は、現金及び預金が増加したほか、IKON社の買収に伴う影響で、
前期比2,991億円増の25,134億円。有利子負債は、買収資金の調達などによ
り前期比3,948億円増加の7,791億円。純資産は、前期比1,048億円減少の
9,753億円。

　　　詳細は『アニュアルレポート2009』をご覧ください。
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活動に対する評価

2005年
3月期

1,291

330
-960

（億円） ●投資キャッシュフローB ●フリーキャッシュフローC●営業キャッシュフローA

0

500

-500

1,000

-1,000

-1,500

-2,000

-2,500

-3,000

1,500

2,000

2006年
3月期

1,734

534
-1,200

2007年
3月期

1,672

518
-1,154

2009年
3月期

874

-1,956
-2,831

2008年
3月期

1,943

-39
-1,983

A C

B

営業活動および投資活動によるキャッシュフローの合計であるフリーキャッシュ
フローは、当期純利益の減少やIKON社買収に伴う支出を行ったことなどにより、
前期比1,917億円支出が増加し1,956億円の支出。

■ 営業キャッシュフロー、投資キャッシュフロー、
フリーキャッシュフロー

社会からの主な評価

エコファンド、SRIファンドなどへの組み入れ
日本においてリコー株式は多くのエコファンド、SRIファンドに組み入れられ、運用されており、モーニングスター社会的責任投資株価指数にも
2003年の創設時以来組み入れられています。また米国ダウ・ジョーンズ社とスイスのSAMグループによるDJSI（ダウ・ジョーンズ・サステナビ
リティ・インデックス）に7年連続で、英国フィナンシャルタイムズ社とロンドン証券取引所の合弁会社FTSEグループによるFTSE4Goodグロー
バル・インデックスに6年連続で組み入れられました。　［組み入れ状況は2009年5月1日現在］

年月日 件名 主催者 備考
2008年 8月

米国BLI　春季最優秀賞｢Pick of the Year｣をプリン
ター、MFP、ソリューションの3分野で受賞

BLI社 
（Buyers Laboratory INC）

Aficio MP 2550/3350Series、
Ricoh DocumentMall 9.1、
LP Ricoh Aficio SP C400DN、
GJ Ricoh GX7000、
GJ Ricoh Aficio GX6050SFN

8 〜12月

J.D. パワー　アジア・パシフィックによる2008年の
顧客満足度調査において、リコーグループは、カラーコ
ピー機／複合機＊1、白黒レーザープリンター＊2の２分
野で、お客様満足度No.1（ビジネスユーザー）を受賞

J.D. パワー　アジア・パシフィック

＊1: J.D. パワー　アジア・パシフィック2008年
日本コピー機／複合機顧客満足度調査SM。従業員
30 〜 99名の1,874事業所からの回答による。
＊2: J.D. パワー　アジア・パシフィック2008年
日本プリンター顧客満足度調査。従業員30名以上
の事業所が対象。2,230事業所からの回答による。
www.jdpower.co.jp

2009年 1月 米国BLI　ＭＦＰ部門の最優秀賞｢Pick of the Year｣
を受賞

BLI社 
（Buyers Laboratory INC）

カラーＭＦＰ海外製品名｢Aficio MP C2550(国
内製品名: imagio MP C2200と同製品)｣

「世界で最も持続可能な100社」に5年連続で選出 コーポレートナイツ カナダ・コーポレートナイツ社が米国イノベスト
社の調査分析データをもとに評価

3月 第12回環境コミュニケーション大賞で環境報告大賞
(環境大臣賞)を受賞

環境省、財団法人 地球・人間
環境フォーラム

リコーグループサステナビリティレポート2008
（環境経営報告書／社会的責任経営報告書／ア
ニュアル・レポート）

4月 2009年版「世界で最も倫理的な企業99社」の1社に
初めて選出

Ethisphere Institute
(エシスフィア研究所)

全35業種から業種ごとに他社との相対比較等
の分析や、複数の評価プロセスを経て、全世界
10,000社を超える企業をレビューし、決定

第12回環境報告賞 最優秀賞を受賞 東洋経済新報社 リコーグループ環境経営報告書2008
第12回サスティナビリティ報告書優良賞を受賞 東洋経済新報社 リコーグループ社会的責任経営報告書2008
European Business Awardsの
”RUBAN D'HONNEUR”をリコーヨーロッパが受賞 European Business Awards "Corporate Sustainability"と

"Environmental Awareness"の2分野

リコーグループ社会的責任経営報告書2009



資料―②

画像＆ソリューション分野

●画像ソリューション
デジタル複写機、カラー複写機、アナログ複写
機、印刷機、ファクシミリ、ジアゾ複写機、
スキャナ、MFP（マルチファンクションプリンター）、
プリンターなどの機器および関連消耗品・
サービス・関連ソフトなど

●ネットワークシステムソリューション
パーソナルコンピューター、サーバー、
ネットワーク機器、ネットワーク関連ソフト、
アプリソフトおよびサービス・サポートなど

産業分野

サーマルメディア、光学機器、半導体、
電装ユニット、計量器など

その他分野

デジタルカメラなど

■主な事業内容■リコーグループの従業員数（グローバル）

プリンター複写機／複合機

日本
㈱リコー
リコーエレメックス（株）、東北リコー（株）、リコープリンティングシステムズ(株)、リコー光学（株）、
リコーマイクロエレクトロニクス（株）、リコー計器（株）、迫リコー（株）、リコーユニテクノ（株)、
リコーリース（株）、リコーロジスティクス（株）、リコーテクノシステムズ（株）、リコー北海道（株）、
リコー東北（株）、リコー販売（株）、リコー中部（株）、リコー関西（株）、リコー中国（株）、
リコー九州（株）

米州
Ricoh Electronics, Inc. 、Ricoh Americas Corporation
InfoPrint Solutions Company, LLC 、IKON Office Solutions, Inc.

欧州
Ricoh UK Products Ltd. 、Ricoh Industrie France S.A.S. 、Ricoh Europe PLC
Ricoh Deutschland GmbH 、Ricoh UK Ltd. 、Ricoh France S.A.S.
Ricoh Espana S.L.U. 、Ricoh Italia Srl

その他地域
Ricoh Asia Industry（Shenzhen）Ltd. 、Shanghai Ricoh Digital Equipment Co., Ltd.
Ricoh China Co., Ltd. 、Ricoh Hong Kong Ltd. 、Ricoh Asia Pacific Operations Ltd.
Ricoh Asia Pacific Pte Ltd. 、Ricoh Australia Pty, Ltd. 、Ricoh New Zealand Ltd.

■報告範囲（主要）株式会社リコーは、1936年2月6日に日
本で設立されました。リコーグループは、
株式会社リコーおよび子会社302社、関
連会社9社で構成*されており、世界5極

（日本、米州、欧州、中国、アジア・パシフィック）

において、複写機やプリンターなどの事
務機器を中心に、製品の開発・生産・販
売・サービス・リサイクルなどの事業を
展開しています。全世界での従業員数は、
約108,500人です。
＊関係会社の範囲は米国会計基準に拠っていますが、日本
会計基準における関係会社の範囲との差異は僅かです。

リコー本社事業所
〒104-8222
東京都中央区銀座8-13-1 リコービル
代表電話：03-6278-2111
ホームページアドレス：http://www.ricoh.co.jp

【日本】
● 従業員数（リコーグループ）：40,865人
● 平均年間給与（リコー）：820万円
● 平均年齢（リコー）：41.2歳
● 男女構成比（リコー）　● 採用種比率（リコー）

【海外】
● 従業員数：67,612人

（米州：37,535人、欧州：15,540人
中国：9,905人、アジア・パシフィック：4,632人）

リコーグループの主なブランド R

報告組織の概要

2005

2006

2007

2008

（年度）

（人）0 50,000 100,000

76,100

81,900

83,500

108,500

文系
22％

女性
14％

男性
86％

理系
78％

デジタルカメラ

リコーグループは、RICOHおよび右記の各
ブランドのもとで製品・サービスを提供して
います。
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2008年版アンケートでいただいたご意見の一部と2009年版への反映

○ 詳しく知りたい人にはこのくらいのボリュームでいいかと思います
が、コンパクト版があってもいいのかなと感じます。

⇒とくに重要度の高い内容をハイライト版（冊子）にてご報告し、昨年ま
でと同様の詳細な情報の報告書をWebサイトに掲載しています。

○ 図が見やすい。また、人物写真や活動の様子が多く示され親近感
が持てる。

⇒本年度も図や写真を盛り込み、わかりやすい報告書づくりに努めました。

■ご報告
アンケートのご回答1通につき300円、計16,800円（56件分）を、あしなが育英会に弊社からの寄付金としてお送りしました。
※「あしなが育英会」についてはWebサイトをご覧ください。 http://www.ashinaga.org/

分かりやすい 58.9％ 普通 41.1％

（%）75 10050250

1000 755025

1.8％見にくい
1.8％未回答

見やすい 62.5％ 普通 33.9％

（%）

1000

5.4％少ない
1.8％未回答

755025

ちょうど良い 60.7％ 多い 32.1％

（%）

1000 755025

充実している 71.4％ 普通 25％
1.8％
1.8％未回答

不足している

（%）

・全体を通しての評価

・社会貢献活動

・人間尊重

・環境との調和

・パートナーへの展開

・情報セキュリティ

・コンプライアンス

・人にやさしい
商品づくり

・CUD

・経営品質向上

・CSRの考え方

・特集記事

・トップメッセージ

・ステークホルダー
コミュニケーション
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学生 企業の
CSR担当者

54％ 21％
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5.2％その他

5.2％製品のユーザー

5.2％教授・研究者
3.4％リコーグループの社員・家族
1.8％NPO／NGO

3.4％株主・投資家
1.8％アナリスト・調査会社
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5％その他

5％製品のユーザー

5％教授・研究者
3％リコーグループの社員・家族

NPO／NGO

3％株主・投資家
2％アナリスト・調査会社

2％

読者の方々のご意見を活動や報告書の改善に活用させていただきました。
2009年5月末現在、56件の回答をいただきました。主な内容は以下の通りです。ご回答いただきありがとうございました。

作成過程において、多くのステークホルダーの声を取り入れて、PDCAを回すことを心がけました。
『社会的責任経営報告書2009』の作成プロセス

『社会的責任経営報告書2008』の読者アンケート結果のご報告

アンケート結果

■この報告書についてのご感想をお聞かせください。

■この報告書の内容についてご感想をお聞かせください。

●わかりやすさ

●デザイン

●ボリューム

●記載事項・内容

■この報告書をどのような立場でお読みになりましたか？

【編集担当者の選出】　年度の事業活動という広
い分野での報告になるため社内各部門から担当者を
選出し、各部門が主体性を持って題材を選定し、事
務局と一体になって協同で作成にあたりました。

【内容検討会】　グループ・グローバルで幅広く情報
を集めるだけでなく、部門とFace to Faceで内容につい
ての検討会も行いました。部門特有の専門分野的な内容
や地域特有の事情も理解するように努め、活動内容につ
いてCSRの観点から報告すべき点を明確にしてきました。

【ステークホルダーダイアログ】　社外CSR有
識者や他社のCSR担当者との意見交換の機会を設
けました。報告書作成への貴重なアドバイスはもち
ろんのこと、CSR活動の取り組みについてもさまざ
まな気づきが得られました。

【社員との意見交換会】　社員へリコーのCSR
活動について知ってもらい、重要性を理解してもら
うとともに、社員からの意見や感想を今後のCSR活
動や報告書作りに役立てていくための「CSR報告書
を読む会」を開催しました。

【アンケート分析】　2008年版報告書の「読者ア
ンケート」でいただいた意見を分析しました。

【外部評価機関の評価内容分析】　CSR活動に
関する評価や活動報告の仕方についての外部評価結
果を受けて、その評価内容を分析し、反映しました。

リコーグループ社会的責任経営報告書2009



●この報告書の内容に関するご意見、お問い合わせは下記で承っています。

株式会社リコー  CSR室  〒104-8222  東京都中央区銀座8-13-1 リコービル
TEL.03-6278-5202  　  FreeDial FAX 0120-354-386
e-mail  csrinfo@ricoh.co.jp
●リコーグループのCSR活動に関する最新情報をご覧いただけます。

http://www.ricoh.co.jp/csr/

この報告書は、色覚の個人差を問わず、多くの方に見やすく配慮されたデザインとなっています。

この報告書は、色覚の個人差を問わず、多くの方に見やすく配慮さ
れたデザインとなっています。
（カラーユニバーサルデザイン）として認定されました。
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